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議 長 あ い さ つ
　令和２年は、新型コロナウイルス感染症の影響により、予定されてい
た各種イベント、さらには夏季五輪までもが延期に追い込まれるなど、
華々しい一年となるはずが人類の窮地ともいえる一年となりました。
新型コロナウイルス感染症は海外のみならず、国内においても連日多く
の感染者が公表され、また、変異種が発見されるなど依然猛威を振るい
続けており、今までの日常生活を送ることすら困難な時代となっており
ます。
　全人類の英知を集結し、一日も早い完全収束を願うばかりであります。
　
　町議会においても新型コロナウイルス感染症は大きな影響がありまし
た。
　４月、緊急事態宣言の最中、当町においても感染者が確認され、町に「軽
井沢町新型コロナウイルス感染症対策本部」が設置されました。これを
受け、議会に「議会危機対策室」を設置し町との情報共有及び危機管理
の推進を図り、４月 23 日には、町対策本部に対し、感染症の拡大を防
止し、住民の生命、健康、生活及び経済を守るため、町長メッセージの
発信や、経済支援施策など町独自の対策を速やかに実施するよう、６項
目からなる要望書を提出しました。
　町の新型コロナウイルス感染症対応に伴う補正予算等を速やかに執行
すべく、定例月以外にも必要に応じ本会議を開き、対応してまいりまし
た。本会議においては、感染防止対策として飛沫防止板及び手指消毒用
アルコールの設置、また、一般質問の辞退を行うなど会議時間の短縮に
努めました。
　議会とまちづくりを語る会、軽井沢高校タウンミーティングは残念な
がら中止となりましたが、住民の皆さまから貴重な意見等を拝聴する場
としてインターネット環境を利用した「オンラインミーティング」や「議
会だよりモニターとの懇談会」を試行的に開催するなど、アフターコロ
ナを見据えた新たな議会活動を実施してまいりました。

　その他議会活動といたしまして、総務・社会の常任委員会において、「新
庁舎建設に関する提言書」、「訪問看護ステーション事業の再開に関する
提言書」をそれぞれ町に提出致しました。今後もオンラインの活用と併
せ、今まで以上に活発な議会活動を行ってまいります。

　本年は議員任期の折り返しの年であります。議員それぞれが更なる研
鑽を積み、住民の皆さまの付託に応えられる議会となるよう全力で傾注
してまいりますので、今後とも厳しい目でご指導賜りますようお願い申
し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　軽井沢町議会議長　佐  藤   敏  明

議　長
佐 藤  敏 明

副議長
土 屋  好 生
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軽 井 沢 町 議 会 議 員 名 簿
（令和元年５月７日現在）

議席
番号

氏　　名
当選
回数

住　　所 生年月日 電話番号

１ 眞
ま
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こ

１ 大字軽井沢 1019-296 S42.11.30 48-5236

２ 福
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おさむ

１ 大字追分 94-10 S41.11.17 44-1277

３ 赤
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　夫
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１ 大字追分 94-17 S34.11.25 45-4871

４ 中
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むつ

　夫
お

１ 大字発地 2543-1 S26.4.15 28-9082

５ 木
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とおる

１ 大字軽井沢 1018-110 S24.9.7 090-4126-9373

６ 寺
てら
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だ
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わ
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か
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こ

２ 大字長倉 3892-7 S48.7.30 090-1767-1529

７ 押
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じ

２ 大字軽井沢 1323-440 S42.4.10 42-3692

８ 利
と
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ぞう

２ 大字軽井沢 1256-68 S29.3.13 45-3431

９ 遠
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　山
やま
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たか

　雄
お

２ 大字長倉 4744 S26.1.22 45-8210

10 横
よこ

須
す

賀
か

　桃
もも

　子
こ

３ 大字長倉 296-3 S45.1.11 45-7312

11 川
かわ

　島
しま

　さゆり ３ 大字長倉 4280-5 S37.3.16 46-2135

12 土
つち

　屋
や

　好
よし

　生
お

３ 中軽井沢 4-1 S32.9.7 45-5327

13 佐
さ

　藤
とう

　幹
みき

　夫
お

３ 軽井沢 1-12 S32.6.19 42-2965

14 市
いち

　村
むら

　　　守
まもる

３ 大字長倉 1609-1 S25.7.7 45-6737

15 佐
さ

　藤
とう

　敏
とし

　明
あき

３ 大字発地 1398-84 S25.5.5 48-1011
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軽 井 沢 町 議 会 委 員 会 名 簿
令和 2年 12 月 18 日現在

◎印‥委員長　　　○印‥副委員長

　　　　　　議長　　佐　藤　敏　明　　　　　　　　副議長　　土　屋　好　生

議
　
運

議 会 運 営 委 員 会
（５名）

◎市　村　　　守 ○遠　山　隆　雄 　押　金　洋　仁

　川　島　さゆり 　佐　藤　幹　夫

常
　
任
　
委
　
員
　
会

総 務 常 任 委 員 会
（８名）

◎遠　山　隆　雄 ○押　金　洋　仁 　眞　島　聡　子

　木　内　　　徹 　寺　田　和佳子 　佐　藤　幹　夫

　土　屋　好　生 　佐　藤　敏　明

社 会 常 任 委 員 会
（８名）

◎川　島　さゆり ○横須賀　桃　子 　福　本　　　修

　赤　井　信　夫 　中　澤　睦　夫 　利根川　泰　三

　市　村　　　守 　土　屋　好　生

予算決算常任委員会
（14 名）

◎押　金　洋　仁 ○寺　田　和佳子 　眞　島　聡　子

　福　本　　　修 　赤　井　信　夫 　中　澤　睦　夫

　木　内　　　徹 　利根川　泰　三 　遠　山　隆　雄

　横須賀　桃　子 　川　島　さゆり 　土　屋　好　生

　佐　藤　幹　夫 　市　村　　　守

広報広聴常任委員会
（８名）

◎横須賀　桃　子 ○寺　田　和佳子 　眞　島　聡　子

　中　澤　睦　夫 　木　内　　　徹 　押　金　洋　仁

　川　島　さゆり 　佐　藤　幹　夫

特
　
別
　
委
　
員
　
会

議 会 活 性 化
特 別 委 員 会

（７名）

◎寺　田　和佳子 ○押　金　洋　仁 　福　本　　　修

　赤　井　信　夫 　遠　山　隆　雄 　川　島　さゆり

　土　屋　好　生

議員定数・報酬等
調 査 特 別 委 員 会

（14 名）

◎佐　藤　幹　夫 ○横須賀　桃　子 　眞　島　聡　子

　福　本　　　修 　赤　井　信　夫 　中　澤　睦　夫

　木　内　　　徹 　寺　田　和佳子 　押　金　洋　仁

　利根川　泰　三 　遠　山　隆　雄 　川　島　さゆり

　土　屋　好　生 　市　村　　　守

庁舎周辺整備事業
検 討 特 別 委 員 会

（14 名）

◎押　金　洋　仁 ○眞　島　聡　子 　福　本　　　修

　赤　井　信　夫 　中　澤　睦　夫 　木　内　　　徹

　寺　田　和佳子 　利根川　泰　三 　遠　山　隆　雄

　横須賀　桃　子 　川　島　さゆり 　土　屋　好　生

　佐　藤　幹　夫 　市　村　　　守
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軽井沢町議会選出の議員及び各種審議会等委員一覧表
令和元年５月７日現在

役　　職　　名 人員 氏　　名

佐 久 広 域 連 合 議 会 議 員 ２ 土　屋　好　生　　佐　藤　敏　明

北 佐 久 郡 老 人 福 祉 施 設 組 合 議 会 議 員 ２ 赤　井　信　夫　　佐　藤　幹　夫

浅 麓 環 境 施 設 組 合 議 会 議 員 ３ 赤　井　信　夫　　木　内　　　徹
利根川　泰　三

浅 麓 水 道 企 業 団 議 会 議 員 ３ 寺　田　和佳子　　押　金　洋　仁
市　村　　　守

森 泉 山 財 産 組 合 議 会 議 員 １ 遠　山　隆　雄

佐久市・軽井沢町清掃施設組合議会議員 ４ 福　本　　　修　　寺　田　和佳子
遠　山　隆　雄　　横須賀　桃　子

佐 久 市・ 北 佐 久 郡 環 境 施 設 組 合 ４ 眞　島　聡　子　　押　金　洋　仁
佐　藤　幹　夫　　市　村　　　守

軽 井 沢 町 監 査 委 員 １ 利根川　泰　三

軽 井 沢 町 風 俗 審 議 会 委 員 １ 市　村　　　守

軽 井 沢 町 消 防 委 員 会 委 員 ３ 押　金　洋　仁　　土　屋　好　生
市　村　　　守

軽井沢国際親善文化観光都市計画審議会委員 １ 佐　藤　敏　明

軽 井 沢 町 上 水 道 計 画 審 議 会 委 員 ３ 中　澤　睦　夫　　横須賀　桃　子
佐　藤　幹　夫

軽井沢町国民健康保険軽井沢病院経営協議会委員 ２ 川　島　さゆり　　市　村　　　守

軽 井 沢 町 長 期 振 興 計 画 審 議 会 委 員 ４ 遠　山　隆　雄　　川　島　さゆり
土　屋　好　生　　佐　藤　敏　明

軽井沢町農業振興地域整備促進協議会委員 ２ 中　澤　睦　夫　　川　島　さゆり

軽 井 沢 町 自 然 保 護 審 議 会 委 員 ４ 福　本　　　修　　押　金　洋　仁
土　屋　好　生　　佐　藤　敏　明

軽 井 沢 町 住 宅 対 策 審 議 会 委 員 ２ 眞　島　聡　子　　木　内　　　徹

軽 井 沢 町 公 共 下 水 道 事 業 審 議 会 委 員 ２ 押　金　洋　仁　　遠　山　隆　雄

軽 井 沢 町 社 会 福 祉 協 議 会 理 事 １ 土　屋　好　生

軽 井 沢 町 社 会 福 祉 協 議 会 評 議 員 １ 川　島　さゆり

公益財団法人軽井沢大賀ホール評議員 １ 佐　藤　敏　明

公 益 財 団 法 人 軽 井 沢 大 賀 ホ ー ル 理 事 １ 市　村　　　守
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令和２年第１回軽井沢町議会定例会 1 月第 1 回会議

１ 月 会 議 解 説

付　議　事　件

元軽井沢町告示第 18 号

月　日 曜日 会議名 内　　容 開議時間

１月 10 日 金 本会議 会期期間の決定、議案の上程、提案説明、質疑、討論、
表決 午後２時

議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

議　案
第 1 号

軽井沢町一般職の職員の給与に関する条例の一部改正に
ついて 即　決 １/10 原案可決

議　案
第 2 号

令和元年度国補重要文化財旧三笠ホテル建造物保存修理
工事（第１期）請負契約の締結について 即　決 １/10 原案可決

議　案
第３号 令和元年度軽井沢町一般会計補正予算（第６号） 即　決 １/10 原案可決

　令和２年１月 10 日に招集された会議において、令和２年第１回定例会の会期は 12 月 25 日ま
での 351 日間となりました。
　なお、１月第１回会議は会議期間１日の日程で開催し、提出された議案は、条例の一部改正１
件、請負契約の締結１件、補正予算１件で原案どおり可決しました。

○条例の一部改正
　・町の一般職の職員の給与に関する条例
　人事院勧告に基づき、一般職の職員の給与に関する法律は改正されたこと並びに長野県人
事委員会の勧告に基づき、長野県の一般職の職員の給与に関する条例及び任期付職員の採用
等に関する条例が改正されたことから、当町における関係条例の給料表及び住居手当の改正
を行うもののほか、所要の改正を行うものです。

○契約の締結
　・重要文化財旧三笠ホテル建造物保存修理工事（第１期）請負契約
　　　契約の金額　　２億 845 万円
　　　契約の相手方　　長野市南石堂町 1277 番地
　　　　　　　　　　　清水建設株式会社　長野営業所
　　　　　　　　　　　所長　前田　春紀
　　　工　　　　期　　令和３年８月 31 日
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○令和元年度補正予算
　【一般会計補正予算（第６号）】
　　769 万 8,000 円追加　　総額 146 億 5,209 万 2,000 円

　歳入　災害等廃棄物処理事業費補助 440万円の増、災害救助費負担金 278万 2,000 円の増　他
　歳出　被災家屋等解体撤去委託880万円の増、被災者生活再建支援制度支援金100万円の増	他
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令和２年第１回軽井沢町議会定例会３月会議

付　議　事　件
議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

議　案
第 4 号 軽井沢町「CO₂ 排出実質ゼロ」宣言の表明について 社会常任委員会 3/17 原案可決

議　案
第 5 号

長野県町村公平委員会を共同設置する地方公共団体の数
の減少及び規約の変更について 総務常任委員会 3/17 原案可決

議　案
第 6 号

情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利
便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るた
めの行政手続等における情報通信の技術の利用に関する
法律等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整
理に関する条例の制定について

社会常任委員会 3/17 原案可決

議　案
第 7 号

軽井沢町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正に
ついて 社会常任委員会 3/17 原案可決

議　案
第 8 号 軽井沢町厚生住宅条例の一部改正について 社会常任委員会 3/17 原案可決

議　案
第 9 号 軽井沢町町営住宅に関する条例の一部改正について 社会常任委員会 3/17 原案可決

議　案
第10号 軽井沢町国民健康保険税条例の一部改正について 社会常任委員会 3/17 原案可決

月　日 曜日 会議名 内　　容 開議時間

2月27日 木 本会議 会議期間の決定、議案の上程、提案説明 午前 10 時

3月	2日 月 本会議 一般質問 午前 10 時

3月	3日 火 本会議 一般質問 午後 10 時

3月	4日 水
本会議 議案質疑・議案付託 午前 10 時

委員会 広報広聴常任委員会 午前 10 時 20 分

3月	5日 木 委員会 議会活性化特別委員会 午前 10 時

3月	6日 金 委員会 社会常任委員会 午前 10 時

3月	9日 月 委員会 総務常任委員会 午前 10 時

3月10日 火 委員会 予算決算常任委員会（補正予算） 午前 10 時

3月11日 水 委員会 予算決算常任委員会（新年度予算） 午前 9時 30 分

3月12日 木 委員会 予算決算常任委員会（新年度予算） 午前 9時 30 分

3月13日 金 委員会 予算決算常任委員会（新年度予算） 午前 9時 30 分

3月17日 火 本会議 委員長報告、表決、
議案の上程、提案説明、質疑、討論 午前 10 時
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議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

議　案
第11号 令和元年度軽井沢町一般会計補正予算（第 7号） 予算決算常任委員会 3/17 原案可決

議　案
第12号

令和元年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計補正
予算（第 4号） 予算決算常任委員会 3/17 原案可決

議　案
第13号 令和元年度軽井沢町駐車場特別会計補正予算（第 3号） 予算決算常任委員会 3/17 原案可決

議　案
第14号

令和元年度軽井沢町公共下水道事業特別会計補正予算
（第 4号） 予算決算常任委員会 3/17 原案可決

議　案
第15号

令和元年度軽井沢町農業集落排水事業特別会計補正予算
（第 4号） 予算決算常任委員会 3/17 原案可決

議　案
第16号 令和元年度軽井沢町介護保険特別会計補正予算（第 4号） 予算決算常任委員会 3/17 原案可決

議　案
第17号

令和元年度軽井沢町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第 3号） 予算決算常任委員会 3/17 原案可決

議　案
第18号

令和元年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計補
正予算（第 2号） 予算決算常任委員会 3/17 原案可決

議　案
第19号 令和 2年度軽井沢町一般会計予算 予算決算常任委員会 3/17 原案可決

議　案
第20号 令和 2年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計予算 予算決算常任委員会 3/17 原案可決

議　案
第21号 令和 2年度軽井沢町駐車場特別会計予算 予算決算常任委員会 3/17 原案可決

議　案
第22号 令和 2年度軽井沢町公共下水道事業特別会計予算 予算決算常任委員会 3/17 原案可決

議　案
第23号 令和 2年度軽井沢町農業集落排水事業特別会計予算 予算決算常任委員会 3/17 原案可決

議　案
第24号 令和 2年度軽井沢町介護保険特別会計予算 予算決算常任委員会 3/17 原案可決

議　案
第25号 令和 2年度軽井沢町訪問看護事業特別会計予算 予算決算常任委員会 3/17 原案可決

議　案
第26号 令和 2年度軽井沢町後期高齢者医療特別会計予算 予算決算常任委員会 3/17 原案可決

議　案
第27号 令和 2年度軽井沢町水道事業会計予算 予算決算常任委員会 3/17 原案可決

議　案
第28号

令和 2年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計予
算 予算決算常任委員会 3/17 原案可決

報　告
第１号

専決処分の報告について（令和元年度二酸化炭素排出抑
制対策事業町道南原バイパス線消雪施設改修工事変更請
負契約の締結について）

2/27 報　告

選　挙
第１号 選挙管理委員及び補充員の選挙　 即　決 2/27 指名推選
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議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

陳 情
第１号 免税軽油制度の継続を求める陳情書　　　　　　 総務常任委員会 3/17 採　択

議員定数・報酬等調査特別委員会の設置及び委員の選任
について　 即　決 3/17 原案可決

発　委
第１号

新型コロナウイルス感染症対策に関する意見書の提出に
ついて 即　決 3/17 原案可決

議員派遣について 即　決 3/17 原案可決

発　委
第 2 号 免税軽油制度の継続を求める意見書の提出について 即　決 3/17 原案可決

３ 月 会 議 解 説

　令和 2年 3 月会議は、2月 27 日に再開し、会議期間は 3月 17 日までの 20 日間の日程で開催
しました。提出された議案は、宣言 1件、規約の変更 1件、条例の制定 1件、条例の一部改正 4件、
その他 4件、補正予算 8件、新年度予算 10 件を可決し、報告 1件でいずれも可決しました。また、
議会関係では陳情 1件を審査し採択としました。また、特別委員会の設置、発委で意見書 2件を
提出し原案可決となり関係機関へ送付しました。
　
○宣言
　・軽井沢町「CO₂排出実質ゼロ」宣言
　令和元年 6月に軽井沢町において G20 関係閣僚会合が開催され、環境問題に積極的に取
り組んでいくため、軽井沢町も「持続可能な社会づくりのための協働に関する長野宣言」に
賛同しました。
　地球温暖化によって、台風にはじまり様々な気候変動の顕著化が進むことにより、今後も
多分野に影響を及ぼすおそれがあることから、地域的な取組として、温暖化の要因である二
酸化炭素（CO₂）排出削減の目標として、2050 年までに CO₂ 排出量実質ゼロを目指すこと
を軽井沢町として宣言をするものです。

○規約の変更
　・長野県町村公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の減少及び規約の変更
　構成団体となっている麻績村筑北村学校組合が、令和 2年 3 月 31 日をもって解散し、脱
退することから、規約の一部の変更を行うものです。麻績村筑北村学校組合が脱退後の共同
設置団体は 56 団体から 55 団体に減少となります。

　
○条例の制定
　・情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡素化

及び効率化を図るための行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律等の一部
を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例
　行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律の題名等が改正されたこと、住民
票の除票の写し等、戸籍の附票の除票の写しに関する交付規定が新設されたこと及び個人番
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号通知カードが廃止されることに伴い、関係条例の整理を行うもののほか、所要の規定の整
理を行うものです。

○条例の一部改正
　・町災害弔慰金の支給等に関する条例
　災害弔慰金の支給等に関する法律が一部改正され、市町村は災害弔慰金及び災害障害見舞
金の支給に関する事項を調査審議するため、合議制の機関を設置するよう努めることとされ
たことから、町が災害弔慰金及び災害障害見舞金を支給するに当たり、自然災害等による死
亡等であるか否かの判定が困難な場合等には、弁護士等の有識者による軽井沢町災害弔慰金
等支給審査会を設置し、審査会における審査を経て判定するものです。

　・町厚生住宅条例
　旧軽井沢厚生住宅を解体することに伴い、本条例に規定する当該住宅を削除する改正を行
うもののほか、所要の改正を行うものです。

　・町営住宅に関する条例
　民法が一部改正され、法定利率が変更されることから、本条例に規定する住宅の明渡し請
求を行う際の利息の利率を同法に規定する法定利率に合わせる改正を行うもののほか、所要
の改正を行うものです。

　・町国民健康保険税条例
　被用者保険の被保険者本人が後期高齢者医療制度に移行することに伴い、被用者保険の被
扶養者から国民健康保険の被保険者となった者に係る国民健康保険税減免措置について、後
期高齢者医療制度と同様に一部の軽減措置を期間限定とする改正を行うもの及び刑事施設に
収容されている者に対する国民健康保険税について、被収容者が国民健康保険の保険給付を
受けないことから、被収容者に対する減免規定を設ける等の改正を行うもののほか、所要の
改正を行うものです。

○専決処分の報告
　・令和元年度二酸化炭素排出抑制対策事業町道南原バイパス線消雪施設改修工事変更請負契約

の締結について

○令和元年度補正予算
　【一般会計（第 7 号）】
　　3 億 1,945 万 7,000 円増額　　総額 149 億 7,154 万 9,000 円

歳入　さわやか軽井沢ふるさと寄附金 3 億 3,319 万 7,000 円の増、指定袋販売 1,200 万円の
増　他

歳出　さわやか軽井沢ふるさと基金・元金分 3億 3,319 万 7,000 円の増、積立金財政調整基金・
元金分 5億 7,000 万円の増　他

　【国民健康保険事業勘定特別会計（第 4 号）】
　　647 万 1,000 円減額　　総額 28 億 3,478 万 2,000 円

歳入　出産育児一時金一般会計繰入金 560 万円の減　他
歳出　出産育児一時金 840 万円の減、特定健診実施委託 369 万円の減　他
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　【駐車場特別会計（第 3 号）】
　　200 万円減額　　総額 1 億 3,536 万 7,000 円

歳入　駐車場使用料 200 万円の減
歳出　支障木剪定等委託 26 万 3,000 円の減、消費税 178 万 9,000 円の減　他

　【公共下水道事業特別会計（第 4 号）】
　　3,593 万 2,000 円減額　　総額 6 億 9,698 万 3,000 円

歳入　下水道使用料 700 万円の増、一般会計繰入金 4,300 万円の減　他
歳出　公共下水道施設災害復旧費手数料 1,028 万 9,000 円の減　他

　【農業集落排水事業特別会計（第 4 号】
　　2,087 万 1,000 円減額　　総額 9,452 万 4,000 円

歳入　一般会計繰入金 2,100 万円の減　他
歳出　農業集落排水施設災害復旧費手数料762万2,000 円の減、災害復旧工事669万円の減　他

　【介護保険特別会計（第 4 号）】
　　2,498 万 4,000 円減額　　総額 16 億 1,134 万 2,000 円

歳入　国庫負担介護給付費負担金 1,803 万 6,000 円の減　他
歳出　介護予防・生活支援通所型サービス事業費負担金 539 万 4,000 円の減　他

　【後期高齢者医療特別会計（第 3 号）】
　　5 万 6,000 円減額　　総額 3 億 2,275 万 5,000 円

歳入　一般会計事務費繰入金 17 万 5,000 円の減、延滞金 11 万 9,000 円の増
歳出　賦課徴収印刷製本費 4万 4,000 円の減　他

　【軽井沢病院事業会計（第 2 号）】
医業収益　4,500 万円の減額　　　医業費用　5,700 万円の減額

○令和 2 年度各会計予算
　10 会計の予算総額は、221 億 3,484 万円

　【一般会計】
　　133 億 4,000 万円

歳入　町税関係 88億 7,840 万円、性質別構成比では自主財源 111 億 2,408 万 2,000 円（83.4%）、
依存財源 22 億 1,591 万 8,000 円（16.6%）

歳出　消雪施設改修工事2億 4,900万円、旧三笠ホテル建造物保存修理事業2億 2,405万 9,000
円、町道路舗装補修工事1億円、湯川橋架替工事7,000万円、発地橋他橋梁補修工事6,600
万円、防災行政無線（同報系）デジタル化工事5,076万円、町道離山線舗装補修工事5,000
万円、町道女街道線舗装補修工事 5,000 万円、離山公園落石防護柵設置工事 5,000 万円、
一般廃棄物収集運搬委託 1億 3,183 万円、町内循環バス運行委託 6,870 万円　　　他　
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　【国民健康保健事業勘定特別会計】
　　27 億 3,096 万円

歳入　国民健康保険税 6億 1,090 万円、県支出保険給付費交付金 18 億 9,460 万円　他
歳出　保険給付費 18 億 5,642 万円、国民健康保険事業費納付金 7億 6,321 万円　他

　【駐車場特別会計】
　　1 億 3,307 万円

歳入　駐車場使用料	1 億 2,900 万円　他
歳出　駐車場精算機更新工事 1,200 万円　他

　【公共下水道事業特別会計】
　　6 億 9,387 万円

歳入　下水道使用料	3 億 2,600 万円、受益者負担金 2,200 万円　他
歳出　軽井沢処理区浄化管理センター他維持管理業務委託 7,975 万円　他

　【農業集落排水事業特別会計】
　　6,607 万円

歳入　施設使用料 850 万円、一般会計繰入金 5,600 万円　他
歳出　発地処理施設維持管理委託 847 万円、発地処理場施設補修工事 660 万円　他

　【介護保険特別会計】　
　　17 億 545 万円

歳入　介護保険料 3億 5,980 万円、支払基金介護給付費交付金 4億 148 万円　他
歳出　居宅介護サービス給付費 6 億 3,116 万円、施設介護サービス給付費 3 億 8,080 万円　

他

　【訪問看護事業特別会計】
　　1,320 万円

歳入　前年度繰越金 1,320 万円　他
歳出　一般管理費 918 万円、予備費 402 万円　他

　【後期高齢者医療特別会計】
　　3 億 1,706 万円

歳入　後期高齢者医療保険料 2億 4,783 万円、保険基盤安定繰入金 4,604 万円　他
歳出　後期高齢者医療広域連合納付金 3億 131 万円　他

　【水道事業会計】
　　収益的支出 6 億 1,873 万円

収益的収入 7億 725 万円、収益的支出 6億 1,873 万円
収入の主なものは水道料金他 6億 435 万円　他
支出の主なものは営業費用 5億 6,728 万円　他
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　【病院事業会計】
　　収益的支出 25 億 1,642 万円

収益的収入 24 億 2,769 万円、収益的支出 25 億 1,642 万円
収入の主なものは医業収益 17 億 4,471 万円　他
支出の主なものは医業費用 24 億 4,998 万円　他

○陳情

○選挙
　・選挙管理委員及び補充員の任期満了に伴う選挙の結果、下記の方が当選されました。
　任期は令和 2年 3月 23 日から令和 6年 3月 22 日までの 4年間です。

○議会関係
　・議員定数・報酬等調査特別委員会の設置及び委員の選任
　当町における適正な議員定数及び報酬等を調査研究することを目的とし、「議員定数・報
酬等調査特別委員会」を設置し、議長を除く 14 人の委員が選任されました。

　・新型コロナウイルス感染症対策に関する意見書
　新型コロナウイルス感染症は国際的な脅威となっており、政府はこれまで感染拡大防止に
向けた対策を講じてきましたが、状況は時々刻々と変わり未だ終息に向けた見通しは立たず、
国民の不安はますます高まっている。このような状況に鑑み、国会及び政府においては適切
な感染拡大の防止策を講じ、町民等の安心・安全を確保するとともに、町民への影響を最小
限に抑えるため、早急に措置を講ずるよう国へ意見書を提出しました。
　送付先 : 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、外務大臣、文部

科学大臣、厚生労働大臣、農林水産大臣、経済産業大臣、国土交通大臣、内閣府
特命担当大臣

　・免税軽油制度の継続を求める意見書
　軽油引取税の課税免除措置（軽油免税制度）が廃止された場合、軽油使用者にとって、燃
料費負担が約 32 円 /L もの急激な負担増（実質増税）となることから、農林水産物価格や
鉄道運賃等の値上げ等が行われた場合は、国民生活に多大な影響をもたらす可能性がありま
す。また、災害の復興事業に用いられる、とび・土工業におけるブルドーザー等の燃料費負

陳情件名 陳情者 審査結果

免税軽油制度の継続を求める陳情

軽井沢町軽井沢1016
株式会社プリンスホテル
常務執行役員　長野・群馬エリア
統括総支配人　徳永　清久

採　択

職　名 氏　名・地　区 職　名 順　位 氏　名・地　区

委　員 上　原　章　生（新軽井沢） 補充員 １ 儘　田　郁　夫（下発地）

〃 市　村　洋一郎（油井） 〃 ２ 佐　藤　みゆき（中軽井沢）

〃 上　田　ルリ子（離山） 〃 ３ 石　川　　　学		（三ツ石）

〃 向　井　茂　則（中軽井沢） 〃 ４ 遠　山　千惠子（借宿）
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担が増えれば、復興の足かせになることも懸念されることから、免税軽油制度を令和 3年 3
月末以降も継続されるよう国へ意見書を提出しました。
送付先 : 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、経済産業大臣、

国土交通大臣、農林水産大臣
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令和２年第１回軽井沢町議会定例会４月第 1 回会議

月　日 曜日 会議名 内　　容 開議時間

4月 10 日 金 本会議 会議期間の決定、議案の上程、提案説明、質疑、討論、
表決 午後 1時 30 分

4 月 会 議 解 説

付　議　事　件
議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

議　案
第29号 軽井沢町国民健康保険条例の一部改正について 即　決 4/10 原案可決

議　案
第30号 令和２年度軽井沢町一般会計補正予算（第１号） 即　決 4/10 原案可決

議　案
第31号

令和２年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計　
補正予算（第１号） 即　決 4/10 原案可決

　令和２年４月第１回会議は会議期間１日の日程で開催し、提出された議案は、条例の一部改正
１件、補正予算２件で原案どおり可決しました。

○条例の一部改正
　・町国民健康保険条例
　新型コロナウイルス感染症緊急対策として、国民健康保険の被保険者のうち、給与等の支
払いを受けている被保険者が、新型コロナウイルス感染症に感染し、または発熱等の症状が
あり該当感染症の感染が疑われ、該当給与等を得るための労務に服することができなくなっ
た場合に、傷病を支給することができる規定を加える改正を行うほか、所要の改正を行うも
のです。

○令和 2 年度補正予算
　【一般会計補正予算（第 1 号）】
　　1 億 4,000 万円追加　　総額 134 億 8,000 万円

歳入　財政調整基金 4,000 万円の増、商工業振興資金貸付金収入 1億円の増　
歳出　新型コロナウィルス感染症対策緊急資金保証料補給 4,000 万円の増、新型コロナウィ

ルス感染症対策緊急資金あっせん預託金 1億円の増　他

　【国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第 1 号）】
　　300 万円追加　　総額 27 億 3,396 万 3,000 円

歳入　保険給付費等交付金特別交付金 300 万円の増
歳出　傷病手当金 300 万円の増（新型コロナウィルス感染症対策）
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令和２年第１回軽井沢町議会定例会５月第 1 回会議

月　日 曜日 会議名 内　　容 開議時間

5月	1日 金 本会議 会議期間の決定、議案の上程、提案説明、質疑、討論、
表決 午前 10 時

5 月 第 1 回 会 議 解 説

付　議　事　件
議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

議　案
第32号 令和 2年度軽井沢町一般会計補正予算（第 2号） 即　決 5/1 原案可決

　令和２年５月第１回会議は会議期間１日の日程で開催し、提出された議案は補正予算１件で、
原案どおり可決しました。

○令和 2 年度補正予算
　【一般会計補正予算（第 2 号）】
　　23 億 5,141 万円追加　　総額 158 億 3,141 万円

歳入　特別定額給付金事業国庫補助金 21億 1,850 万円の増、財政調整基金 1億 1,000 万円の増
						　	商工業振興資金貸付金収入 1 億円、子育て世帯への臨時特別給付金事業国庫補助金
　　　2,291 万円の増　　
歳出　特別定額給付金 21 億円、子育て世帯応援給付金 5,050 万円、新型コロナウイルス感

染症対策緊急資金あっせん預託金 1億円　他
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令和２年第１回軽井沢町議会定例会５月第２回会議

月　日 曜日 会議名 内　　容 開議時間

5月 13 日 水 本会議 会議期間の決定、議案の上程、提案説明、質疑、討論、
表決 午前 10 時

5 月 第２回 会 議 解 説

付　議　事　件
議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

議　案
第33号 令和 2年度軽井沢町一般会計補正予算（第 3号） 即　決 5/13 原案可決

　令和 2年 5 月第 2回会議は会議期間 1日の日程で開催し、提出された議案は補正予算 1件で、
原案どおり可決しました。

○令和 2 年度補正予算
　【一般会計補正予算（第 3 号）】
　　4 億 5,607 万 9,000 円追加　　総額 162 億 8,748 万 9,000 円

歳入　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 2,607 万 9,000 円、財政調整基金
4億 3,000 万円の増

歳出　新型コロナウイルス感染症対策事業継続支援給付金 4億円、新型コロナウイルス拡大
防止協力企業等特別支援事業協力金 4,840 万円　他
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令和２年第１回軽井沢町議会定例会６月会議

付　議　事　件
議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

議　案
第34号

長野県町村公平委員会を共同設置する地方公共団体の数
の減少及び規約の変更について 総務常任委員会 6/5 原案可決

議　案
第35号

軽井沢町選挙公報の発行に関する条例の一部改正につい
て 総務常任委員会 6/5 原案可決

議　案
第36号 軽井沢町介護保険条例の一部改正について 社会常任委員会 6/5 原案可決

議　案
第37号

軽井沢町後期高齢者医療に関する条例の一部改正につい
て 社会常任委員会 6/5 原案可決

議　案
第38号

軽井沢町の自然保護のための土地利用行為の手続等に関
する条例の一部改正について 社会常任委員会 6/5 原案可決

議　案
第39号

軽井沢町消防団員等公務災害補償条例の一部改正につい
て 総務常任委員会 6/5 原案可決

議　案
第40号

軽井沢町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正について 社会常任委員会 6/5 原案可決

議　案
第41号

軽井沢町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部改正について 社会常任委員会 6/5 原案可決

議　案
第42号

軽井沢町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部改正について 社会常任委員会 6/5 原案可決

議　案
第43号

令和 2年度町単団体内統合宛名システム・中間サーバー
接続端末機器類購入契約の締結について 総務常任委員会 6/5 原案可決

議　案
第44号 令和 2年度軽井沢町一般会計補正予算（第 4号） 予算決算常任委員会 6/5 原案可決

月　日 曜日 会議名 内　　容 開議時間

5月28日 木 本会議 会議期間の決定、議案の上程、提案説明 午前 10 時

5月29日 金
本会議 議案質疑 午前 10 時

委員会 広報広聴常任委員会 午前 10 時 35 分

6月	1日 月 委員会 社会常任委員会 午後 10 時

6月	2日 火 委員会 総務常任委員会 午後 10 時

6月	3日 水 委員会 予算決算常任委員会 午前 10 時

6月	5日 金 本会議 委員長報告、表決
議案の上程、提案説明、質疑、討論、表決 午前 10 時
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議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

議　案
第45号

令和 2年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計補正
予算（第 2号） 予算決算常任委員会 6/5 原案可決

議　案
第46号 令和 2年度軽井沢町駐車場特別会計補正予算（第 1号） 予算決算常任委員会 6/5 原案可決

議　案
第47号

令和 2年度軽井沢町農業集落排水事業特別会計補正予算
（第 1号） 予算決算常任委員会 6/5 原案可決

議　案
第48号 令和 2年度軽井沢町介護保険特別会計補正予算（第 1号） 予算決算常任委員会 6/5 原案可決

議　案
第49号 令和 2年度軽井沢町水道事業会計補正予算（第 1号） 予算決算常任委員会 6/5 原案可決

同　意
第 1 号 農業委員会委員の任命について 即　決 6/5 原案可決

報　告
第 2 号

専決処分の報告について（軽井沢町町税条例等の一部改
正について） 5/28 報　告

報　告
第 3 号

専決処分の報告について（軽井沢町国民健康保険税条例
の一部改正について） 5/28 報　告

報　告
第 4 号

専決処分の報告について（軽井沢町町税条例の一部改正
について） 5/28 報　告

報　告
第 5 号

令和元年度軽井沢町一般会計繰越明許費繰越計算書の報
告について 5/28 報　告

報　告
第 6 号 一般社団法人軽井沢町振興公社の経営状況について 5/28 報　告

陳　情
第 2 号 医師養成定員を減らす政府方針の見直しを求める陳情書 社会常任委員会 6/5 採　択

陳　情
第 3 号 新型コロナウイルス感染拡大に伴う緊急要望書 総務常任委員会 6/5 採　択

陳　情
第 4 号 新型コロナウイルス拡大に伴う緊急要望書 総務常任委員会 6/5 一部採択

発　委
第 3 号

医師養成定員を減らす政府方針の見直しを求める意見書
の提出について 即　決 6/5 原案可決

６ 月 会 議 解 説
　令和 2年 6 月会議は、5月 28 日に再開し、会議期間は 6月 5 日までの 9日間の日程で開催し
ました。6月会議は新型コロナウイルス感染症対策として、一般質問の辞退・特別委員会開催見
送り等により会議期間を短縮し、また傍聴席の制限等を行い職員の負担軽減及び感染防止策を講
じました。提出された議案は、規約の変更 1件、条例の一部改正 8件、契約の締結 1件、補正予
算 6件を可決し、報告 5件、人事案件 1件でいずれも可決・同意しました。また、議会関係では
陳情 3件を審査し、2件を採択、1件を一部採択としました。また、発委で意見書 1件を提出し
原案可決となり関係機関へ送付しました。　　
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○規約の変更
　・長野県町村公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の減少及び規約の変更
　構成団体となっている東筑摩郡筑北保健衛生施設組合が、令和 2年 6 月 30 日をもって解
散し、脱退することから、規約の一部の変更を行うものです。東筑摩郡筑北保健衛生施設組
合が脱退後の共同設置団体は 55 団体から 54 団体に減少となります。

○条例の一部改正
　・町選挙公報の発行に関する条例
　公職選挙法が一部改正され、電磁的記録による選挙広報の掲載分の提出が可能となったこ
とにより、同法に準じている本条例においても、町で発行する選挙広報の掲載文の提出方法
は、掲載文 2通及び写真 2葉を添えてとなっており、電磁的記録方式による提出の場合、こ
の 2通と 2葉の表現がそぐわないため、同表記を削る改正を行うものです。

　・町介護保険条例
　介護保険法施行令及び介護保険の国庫負担金の算定等に関する政令の一部改正が令和 2年
4 月 1 日から施行されたことに伴い、低所得者の保険料のさらなる軽減を図るため、令和 2
年度の第 1号被保険者（第 1段階から第 3段階までに限る）の保険料を軽減する改正を行う
もののほか、所要の改正を行うものです。

　・町後期高齢者医療に関する条例
　長野県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例が一部改正され、被保険者の
うち給与等の支払いを受けている被保険者が新型コロナウイルス感染症に感染し、または発
熱等の症状があり、感染が疑われ、当該給与等を得るための労務に服することができなくなっ
た場合に、傷病手当金を支給することができるようになったことから、本条例において当該
傷病手当金の支給申請の受付を行う規定を加える改正を行うものです。

　・町の自然保護のための土地利用行為の手続等に関する条例
　本条例の規定に基づき、町は正当な理由なく勧告に応じない土地利用行為者に対し、その
旨を公表することができるとされていますが、公表に当たり、あらかじめ行う手続として定
められている当該土地利用行為者に対して意見を述べる機会と、軽井沢町自然保護審議会に
意見を聞く機会の順序を整備することで、公表までの手続を円滑に行うようにするため改正
を行うもののほか、所要の改正を行うものです。

　・町消防団員等公務災害補償条例
　非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令が一部改正され、非常勤消防団員等
の損害補償に係る算定の基礎となる補償基礎額の改定が行われことから、同法に準じて支給
する本条例の損害補償額の改正を行うもののほか、所要の改正を行うものです。

　・家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例
　家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準（厚生労働省令）が一部改正され、家庭的
保育事業者等による保育の提供の終了に関して、当該家庭的保育事業者等に確保することが
求められている卒園後の受入れのための連携施設について、市町村の調整等により卒園後も
引き続き教育・保育の提供を受けることができる場合には、卒園後の受入れ先の確保のため
の連携施設の確保は不要とされたことに加え、居宅訪問型保育事業者が保育を提供できる場
合の規定が明確化されたことにより、同省令の基準に準じている本条例の改正を行うもので
す。
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　・軽井沢町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例
　特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準（内閣府令）が一部改正
され、特定地域型保育事業者による保育の提供の終了に関して、当該特定地域型保育事業者
に確保することが求められている卒園後の受入れのための連携施設について、市町村の調整
等により卒園後も引き続き教育・保育の提供を受けることができる場合には、卒園後の受入
れ先確保のための連携施設の確保は不要とされたことにより、同省令の基準に準じている本
条例の改正を行うものです。

　・町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例
　放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準（厚生労働省令）が一部改正され、
放課後児童支援員の要件の 1つとして、都道府県知事または指定都市の長が行う研修を修了
した者とされていましたが研修の機会拡大を図るため、新たに中核市の長が行う研修を修了
した者が加えられたことにより、同省令の基準に準じている本条例の改正を行うものです。

○契約の締結
　・令和 2 年度町単団体内統合宛名システム・中間サーバー接続端末機器類
　マイナンバー制度による情報連携を行うに当たり、宛名、住所、所在地等の情報の保持・
管理を行うシステム及び全国の地方公共団体の共同出資により運営されている地方公共団体
情報システム機構が管理・運営を行っている中間サーバープラットフォームと当町の住民情
報システムとの情報の授受の仲介を担う重要なシステムの接続端末等を購入するものです。

　　　　　契約の金額	 790 万 3,500 円
　　　　　契約の相手方	 甲府市湯田 1丁目 13 番 2 号
	 株式会社YSKe-com
	 代表取締役社長　飯室　元邦　
　　　　　納 入 期 限	 令和 2年 7月 17 日

○令和 2 年度補正予算
　【一般会計補正予算（第 4 号）】
　　4 億 1,884 万円追加　総額 167 億 632 万 9,000 円

歳入　学校施設環境改善交付金 1,597 万 5,000 円の増、財政調整基金 3億 8,000 万円の増　他
歳出　生活支援給付金給付 4億 2,000 万円の増、西部小学校太陽光発電設備設置工事 4,950

万円の増	他

　【国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第 2 号）】
　　78 万 5,000 円追加　総額 27 億 3,474 万 8,000 円

歳入　一般会計繰入金 78 万 5,000 円の増
歳出　一般被保険者医療給付費分 668 万 7,000 円の減、特定健康診査等事業費 78 万 5,000 円

の増　他

　【駐車場特別会計補正予算（第 1 号）】
　　19 万 6,000 円追加　　総額 1 億 3,326 万 2,000 円

歳入　公有建物災害共済金 19 万 7,000 円の増　
歳出　予備費 19 万 6,000 円の増
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　【農業集落排水事業特別会計補正予算（第 1 号）】
　　660 万円追加　総額 7,267 万 1,000 円

歳入　農業施設災害復旧費補助過年度分 660 万円の増
歳出　発地地区処理場施設補修工事 660 万円の増

　【介護保険特別会計補正予算（第 1 号）】
　　歳入内補正及び歳出内財源内訳補正　　総額 17 億 545 万 4,000 円

　【水道事業会計補正予算（第 1 号）】
　　資本的支出　350 万円の減　総額 5 億 8,500 万 1,000 円

○専決処分の報告
　・町町税条例等の一部改正について
　・町国民健康保険税条例の一部改正について
　・町町税条例の一部改正について

○その他
　・令和元年度一般会計繰越明許費繰越計算書の報告

しなの鉄道車両更新負担金　他 10 件
合計金額 5億 9,757 万 9,000 円、翌年度繰越額 5億 2,521 万 8,148 円、財源内訳は一般財源 3
億 9,665 万 3,000 円、未収入特定財源 1億 2,856 万 5,148 円

　・一般社団法人軽井沢町振興公社の経営状況について

○人事案件
　・農業委員会委員の任命
農業委員会委員に下記の者を任命することに同意しました。
依田美和子氏、土屋哲氏、土屋史彦氏、坂本雄樹氏、小林朝夫氏、岩井正則氏、市村初仁氏、
佐藤寛治氏、佐藤豊氏、荒井龍介氏、小宮山忠市氏、市村正喜氏、栁澤昌代氏、諸星恵美子氏
任期は、令和 2年 7月 20 日から令和 5年 7月 19 日までの 3年間です。

○陳情
陳情件名 陳情者 審査結果

医師養成定員を減らす政府方針の見直しを求める陳情
長野市高田 276-8
長野県医療労働組合連合会
執行委員長　小林　吟子

採　択

新型コロナウイルス感染拡大に伴う緊急要望

軽井沢町商工会
会長　金澤　明美
軽井沢旅館組合
組合長　鈴木　健夫
一般社団法人軽井沢観光協会
会長　土屋　芳春
軽井沢フードアソシエーション
会長　福永　光治
( 一社）佐久法人会軽井沢支部
支部長　古越　道夫
軽井沢町青色申告会
　会長　中島　英樹

採　択

新型コロナウイルス拡大に伴う緊急要望 軽井澤銀座商店会
会長　吉田　博 一部採択

ー 22ー



○議会関係
　・医師養成定員を減らす政府方針の見直しを求める意見書
　日本の医師数は、人口 1,000 人当たりOECD平均 3.5 人に対し 2.4 人と極めて少なく、週
60 時間以上働く割合は、職種別で医師が最も高くなっており、特に救急や産科では、1カ月
の平均時間外労働時間が平均 80 から 90 時間を超え、当直を含む 32 時間連続勤務が強いら
れています。しかし、政府の骨太の方針 2018 では、2020 年度以降の医学部定員数を検討す
る方向が打ち出されました。医師の養成定員を減らしてしまうと、医師の長時間労働の改善
にはつながらないばかりか、深刻な医師不足が続く地域医療にも大きな影響を与えることが
危惧されます。
　よって、住民が安心して暮らせる救急医療や地域包括ケア体制の充実が図られるよう、引
き続き医師数を増やすことを強く求めるよう意見書を提出しました。
　提出先 : 内閣総理大臣、厚生労働大臣、財務大臣、文部科学大臣、総務大臣
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令和２年第１回軽井沢町議会定例会７月第 1 回会議

月　日 曜日 会議名 内　　容 開議時間

7月	3日 金 本会議 会議期間の決定、議案の上程、提案説明、質疑、討論、
表決 午前 10 時

7 月 第 1 回 会 議 解 説

付　議　事　件
議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

議　案
第50号 令和 2年度軽井沢町一般会計補正予算（第 5号） 即　決 7/3 原案可決

　令和 2年 7 月第 1回会議は会議期間 1日の日程で開催し、提出された議案は補正予算 1件で、
原案どおり可決しました。

○令和 2 年度補正予算
　【一般会計補正予算（第 5 号）】
　　1 億 6,700 万円追加　　総額 168 億 7,332 万 9,000 円

歳入　地域支えあいプラスワン消費促進事業県補助金 6,700 万円の増、財政調整基金 1億円
の増　　

歳出　宿泊プレミアムクーポン券発行事業委託 4,400 万円、宿泊者特典ルイザ利用券発行委
託事業委託 1,570 万円、ファイト商品券発行事業委託 1億 700 万円　他

ー 24ー



令和２年第１回軽井沢町議会定例会７月第２回会議

月　日 曜日 会議名 内　　容 開議時間

7月29日 水 本会議 会議期間の決定、議案の上程、提案説明、質疑、討論、
表決 午前 10 時

７月 第２回 会 議 解 説

付　議　事　件
議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

議　案
第51号 令和 2年度軽井沢町一般会計補正予算（第 6号） 即　決 7/29 原案可決

　令和２年７月第２回会議は会議期間１日の日程で開催し、提出された議案は補正予算１件で、
原案どおり可決しました。

○令和２年度補正予算
　【一般会計補正予算（第６号）】
　　8,859 万 5,000 円追加　　総額 169 億 6,192 万 4,000 円

歳入　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 8,859 万 5,000 円の増　　
歳出　財政調整基金 8,000 万円の増、公共交通事業者支援給付金 1,000 万円の増、
　　　各小学校・中学校バス借上料 200 万円の減
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　 令和２年第１回軽井沢町議会定例会９月会議

付　議　事　件
議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

議 	 案
第52号

佐久市・北佐久郡環境施設組合の事務所の移転及び規約
の変更に関する協議について 社会常任委員会 9/17 原案可決

議　案
第53号

軽井沢町議会議員及び軽井沢町長の選挙における選挙運
動の公費負担に関する条例の制定について　 総務常任委員会 9/17 原案可決

議　案
第54号 軽井沢町職員定数条例の一部改正について 総務常任委員会 9/17 原案可決

議　案
第55号 軽井沢町町税条例の一部改正について　 総務常任委員会 9/17 原案可決

議　案
第56号

軽井沢町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関
する基準等を定める条例の一部改正について 社会常任委員会 9/17 原案可決

議 案
第57号 軽井沢町国民健康保険税条例の一部改正について 社会常任委員会 9/17 原案可決

議 案
第58号

令和 2年度道路メンテナンス事業補助湯川橋架替工事（第
1期）請負契約の締結について　 総務常任委員会 9/17 原案可決

月　日 曜日 会議名 内　　容 開議時間

8月27日 木 本会議 会議期間の決定、議案の上程、提案説明 午前 10 時

8月31日 月 本会議 一般質問 午前 10 時

9月	1日 火 本会議 一般質問 午前 10 時

9月	2日 水
本会議 議案質疑・議案付託 午前 11 時

委員会 広報広聴常任委員会 午後 1時 15 分

9月	3日 木 委員会 議会活性化特別委員会 午前 10 時

9月	4日 金 委員会 議員定数・報酬等調査特別委員会 午前 10 時

9月	7日 月 委員会 社会常任委員会 午前 10 時

9月	8日 火 委員会 総務常任委員会 午前 10 時

9月	9日 水 委員会 予算決算常任委員会 午前 10 時

9月10日 木 委員会 予算決算常任委員会 午前 9時

9月11日 金 委員会 予算決算常任委員会 午前 9時

9月14日 月 委員会 予算決算常任委員会 午前 9時

9月15日 火 委員会 予算決算常任委員会 午前 9時

9月17日 木 本会議 委員長報告、表決、決算認定
議案の上程、提案説明、趣旨説明、表決 午前 10 時
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議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

議 案
第59号 令和 2年度軽井沢町一般会計補正予算（第 7号） 予算決算常任委員会 9/17 原案可決

議 案
第60号

令和 2年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計補正
予算（第 3号）　　　　　　　　　　　　 予算決算常任委員会 9/17 原案可決

議 案
第61号 令和 2年度軽井沢町駐車場特別会計補正予算（第 2号） 予算決算常任委員会 9/17 原案可決

議 案
第62号

令和 2年度軽井沢町公共下水道事業特別会計補正予算
（第 1号）　　　　　　　　　　　　　 予算決算常任委員会 9/17 原案可決

議 案
第63号

令和 2年度軽井沢町農業集落排水事業特別会計補正予算
（第 2号）　　　　　　　　　　　　 予算決算常任委員会 9/17 原案可決

議 案
第64号 令和 2年度軽井沢町介護保険特別会計補正予算（第 2号） 予算決算常任委員会 9/17 原案可決

議 案
第65号

令和 2年度軽井沢町訪問看護事業特別会計補正予算
　（第 1号）　　　　　　　　　　　　　　 予算決算常任委員会 9/17 原案可決

議 案
第66号

令和 2年度軽井沢町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第 1号）　　　　　　　　　　 予算決算常任委員会 9/17 原案可決

議 案
第67号

令和 2年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計補
正予算（第 1号）　　　　　　　　　 予算決算常任委員会 9/17 原案可決

議 案
第68号

令和元年度軽井沢町水道事業会計利益の処分及び歳入歳
出決算認定について　　　　　　　　 予算決算常任委員会 9/17 原案可決

及び認定

議 案
第69号

令和 2年度二酸化炭素排出抑制対策事業町道新ゴルフ線
消雪施設改修工事請負契約の締結について 即　決 9/17 原案可決

認 定
第 1 号 令和元年度軽井沢町各会計歳入歳出決算認定について 予算決算常任委員会 9/17 認　定

認 定
第 2 号

令和元年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計歳
入歳出決算認定について 予算決算常任委員会 9/17 認　定

報 告
第 7 号 決算に関する附属書類の報告について　 8/27 報　告

報 告
第 8 号 財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 8/27 報　告

報 告
第 9 号 公益財団法人軽井沢大賀ホールの経営状況について 8/27 報　告

諮 問
第 1 号 人権擁護委員候補者の推薦について 即　決　 9/17 適　任

同 意
第 2 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 即　決 9/17 原案同意

同 意
第 3 号 教育委員会委員の任命について 即　決 9/17 原案同意

発 委
第 4 号

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激
な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書の提出に
ついて

即　決 9/17 原案可決
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９ 月 会 議 解 説
　令和２年９月会議は、８月 27 日に再開され、会議期間は９月 17 日までの 22 日間の日程で開
催しました。提出された議案は、規約の変更１件、条例の制定１件、条例の一部改正４件、契約
の締結２件、補正予算９件、報告３件、人事案件３件、発委１件でいずれも原案どおり可決・同
意し意見書を関係機関へ提出しました。
　また、令和元年度軽井沢町水道事業会計利益の処分及び歳入歳出決算・令和元年度各会計歳入
歳出決算及び令和元年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計歳入歳出決算については、意
見を付して原案どおり可決及び認定しました。

○事務所の移転及び規約の変更
　・佐久市・北佐久郡環境施設組合の事務所の移転及び規約の変更に関する協議

　佐久平クリーンセンターが令和２年 11 月 30 日に竣工することから、令和２年 12 月１日
に組合事務所を、佐久市中込 3056 番地佐久市役所内から、佐久平クリーンセンターの所在
地である佐久市上平尾 2033 番地へ移転することから規約の変更を行うものです。

○条例の制定
　・軽井沢町議会議員及び軽井沢町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例
　公職選挙法が一部改正され、町村議会議員及び町村長の選挙において選挙運動用自動車の　
使用、選挙運動用ビラの作成及び選挙運動用ポスターの作成にかかる費用が各自治体で条例
を定めることにより公費負担とすることができるようになることから、当該選挙候補者の負
担軽減を図るため本条例の制定を行うものです。

○条例の一部改正
　・町職員定数条例
　職員の定数管理を適切に行い、安定した人材確保をすることにより、住民のニーズに合っ
た行政サービスを提供するため、町長の事務部局及び教育委員会の職員定数を合計 459 人か
ら 493 人に改める改正を行うものです。

　・町税条例
　地方税法等の一部を改正する法律等により、未婚のひとり親に対する税制上の措置、寡婦・
寡夫控除の見直しを行う改正、町たばこ税の課税方式の見直しを行う改正及び延滞金の割合
を引き下げる改正を行うもののほか、所要の改正を行うものです。

・町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例
　指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準及び指定居宅サービス等の事業の
人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令の一部を改正する省令が公布され、
同省令に準じている本条例においても居宅介護支援事業所の管理者に主任介護支援専門員で
ない介護支援専門員を置くことができるとしている経過措置期間を延長する改正を行うもの
及び主任介護支援専門員の確保が著しく困難であるなど、やむを得ない理由がある場合には
介護支援専門員を管理者とすることができるようにする改正を行うものです。

　・町国民健康保険税条例
　地方税法が一部改正され、長期譲渡所得等に係る国民健康保険税の課税の特例についての
規定が加えられたことにより、本条例においても当該規定を加える改正を行うものです。　
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○契約の締結
　・道路メンテナンス事業補助湯川橋架替工事（第１期）請負契約
　新設の橋梁は、橋長 37.5 メートル、車道幅員 5.5 メートル、歩道幅員 1.7 メートルの橋梁
となります。第１期工事として下部工事と、第２期工事として上部工事の２つの工事に分か
れて行う湯川橋架替工事の第１期に係る工事です。

　　　　　契 約 金 額　　１億 5,400 万円
　　　　　契約の相手方　　笹沢建設株式会社
　　　　　工　　　　期　　令和４年３月 25 日
　・二酸化炭素排出抑制対策事業町道新ゴルフ線消雪施設改修工事請負契約　　　
　北側延長 63.5 メートル、面積 446.1 平方メートルの下り２車線、南側延長 33.0 メートル、
面積 106.9 平方メートルの下り１車線にヒートパイプを地中に埋設することにより、地表面
と地中熱の熱交換を行い消雪をする改修工事です。

　　　　　契 約 金 額　　２億 1,635 万 5,700 円
　　　　　契約の相手方　　笹沢建設株式会社
　　　　　工　　　　期　　令和３年２月 26 日

○令和２年度補正予算
　【一般会計補正予算（第７号）】
　　10 億 779 万 9,000 円追加　　　総額 179 憶 6,972 万 3,000 円

歳入　さわやか軽井沢ふるさと寄附金１億円の増、令和元年度決算に伴う繰越金８億 8,695
万 4,000 円の増　他

歳出　財政調整基金元金分８億 3,000 万円の増、町道舗装補修工事１億円の増　他

　【国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第３号）】
　　2,296 万 8,000 円追加　　　総額 27 億 5,771 万 6,000 円

歳入　令和元年度決算に伴う繰越金 665 万 8,000 円の増、療養給付費等返還金 1,629 万 2,000
円の増　他

歳出　国民健康保険財政調整基金積立金 600 万円の増、令和元年度で受け入れ済みの療養給
付費等交付金の精算 1,629 万 3,000 円の増　他

　【駐車場特別会計補正予算（第２号）】
　　644 万 8,000 円追加　　　総額１億 3,971 万円

歳入　令和元年度決算に伴う繰越金 641 万 3,000 円の増、器物損壊補修返済金３万 5,000 円
の増

歳出　駐車場整備基金元金分積立金 600 万円の増　他

　【公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）】
　　131 万 1,000 円追加　　　総額６億 9,518 万 4,000 円

歳入　一般会計繰入金 5,200 万円の減、令和元年度決算に伴う繰越金 5,331 万 1,000 円の増
歳出　予備費充当
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　【農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）】
　　514 万 8,000 円追加　　　総額 7,781 万 9,000 円

歳入　令和元年度決算に伴う繰越金 490 万 5,000 円の増、農業集落排水処理施設復旧費補助
金 524 万 3,000 円の増

歳出　予備費充当

　【介護保険特別会計補正予算（第２号））】
　　1,099 万 6,000 円追加　　　総額 17 億 1,645 万円

歳入　令和元年度決算に伴う繰越金 5,647 万円の増、介護保険基金繰入金 4,000 万円の減　
他

歳出　令和元年度介護保険料還付金 150 万円の増、償還金 546 万 7,000 円の増　他

　【訪問看護事業特別会計補正予算（第１号）】
　　654 万 5,000 円追加　　　総額 1,974 万 8,000 円

歳入　令和元年度決算に伴う繰越金 654 万 5,000 円の増
歳出　予備費充当

　【後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）】
　　844 万 1,000 円追加　　　総額３億 2,550 万 1,000 円

歳入　令和元年度決算に伴う繰越金 790 万 4,000 円の増、令和元年度後期高齢者医療保険料
還付金　53 万 7,000 円の増

歳出　令和元年度分保険料確定による保険料等負担金 782 万 9,000 円の増　他

　【軽井沢病院事業会計補正予算（第１号）】
　　収益的収入　6,395 万 2,000 円の減　　　総額 23 億 6,373 万 3,000 円
　　収益的支出　　230 万円の減　　　総額 25 億 1,411 万 9,000 円
　　資本的収入　210 万 9,000 円の増　 総額３億 7,911 万円

○人事案件
　・人事擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員に高尾幸男氏、川嶋恵子氏を推薦することを適任と認めました。
任期は国からの委嘱をうけてから３年です。

　・固定資産評価審査委員会委員の選任について
固定資産評価審査委員会委員に油井克夫氏の選任に同意しました。
任期は令和２年 10 月１日から令和５年９月 30 日までの３年間です。

　・教育委員会委員の任命について
教育委員会委員に花里一惠氏を任命することに同意しました。
任期は令和２年 10 月１日から令和６年９月 30 日までの４年間です。
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○議会関係
　・新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求

める意見書
　新型コロナウイルス感染症の拡大は、甚大な経済的・社会的影響をもたらしており、国民
生活への不安が続いている中で、地方税等の一般財源の激減が避けがたくなっています。
地方自治体は、福祉・医療、教育・子育て、防災・減災、地方創生、地域経済活性化、雇用
対策など喫緊の財政需要への対応をはじめ、長期化する感染症対策にも迫られ、今後の地方
財政は、かつてない厳しい状況になることが予想されます。
　よって、国において、令和３年度地方財政対策及び地方税制改正にあたって、地方税等の
確保 ･充実、減収補填措置等の対策を確実に実現させるよう意見書を提出しました。
　提出先 : 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、厚生労働大臣、

経済産業大臣、内閣官房長官、内閣府特命担当大臣	経済再生担当、内閣府特命
担当大臣	まち・ひと・しごと創生担当　
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令和２年９月１7日

　　　軽井沢町議会議長
　　　　　佐　藤　敏　明　	殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予算決算常任委員会　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　押　金　洋　仁　

予算決算常任委員会決算審査報告書
　本委員会に付託された下記の案件は、9月 10 日・11 日・14 日・15 日の 4日間にわたり委員会
を開催して審査が終了したので、会議規則第 77 条の規定により報告します。

記

議案第68号　　令和元年度軽井沢町水道事業会計利益の処分及び歳入歳出決算認定について

認定第１号　　令和元年度軽井沢町各会計歳入歳出決算認定について
　　　　　　　　軽井沢町一般会計歳入歳出決算
　　　　　　　　軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算
　　　　　　　　軽井沢町駐車場特別会計歳入歳出決算
　　　　　　　　軽井沢町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算
　　　　　　　　軽井沢町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算
　　　　　　　　軽井沢町介護保険特別会計歳入歳出決算
　　　　　　　　軽井沢町訪問看護事業特別会計歳入歳出決算
　　　　　　　　軽井沢町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

認定第２号　　令和元年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計歳入歳出決算認定に
　　　　　　　ついて
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基　本　方　針

　本委員会は、付託された議案を審査するにあたり、議決された予算が適正に執行されているか
を審査する。
　あわせて、執行された予算についての行政効果の達成度、また財源の確保等が行財政運営にい
かに活かされているかを総合的に判断し、今後の町政進展に役立たせる審査となることを基本方
針とする。

審　査　結　果

　議案第 68 号、認定第 1号及び認定第 2号を慎重に審査した結果、議案第 68 号の利益の処分に
ついて原案を可決し、決算認定に対し歳入歳出とも正確かつ議決した予算どおり執行されている
ので、下記の意見を付して認定すべきものとした。

意　　　　　見

　基幹系業務システムに係る費用については、自治体クラウドなどの共同利用システムへの移行
を積極的に図ると共に、契約は一者随意契約を極力減らし、複数者による入札等を行うなど、導
入価格の抑制に努められたい。
　住民への情報提供手段として、町ホームページの役割は今後も重要性を増していくと思われる。　　　
そこで新しい技術や規格に目を配りつつ、求める情報が容易に手に入る工夫が一層望まれる。
　小中学校に導入した ICT機器を有効に活用するため、非常時にはタブレット端末を学校以外
でも使用できるよう配慮すべきである。
　児童発達支援センターの開設は設計のみにとどまり、改修につながらなかったが、設計の段階で
得られた知見が無駄にならぬよう、今後の庁舎周辺整備事業の中で活かされるよう努められたい。
　近年の災害・感染症に揺れる人類社会の中で、財政状況は今後大変厳しいものになると想定で
きる。このような現状を踏まえると、町民の安定した暮らしのため、自然災害等不測の事態に対
する備えと、限られた財源を無駄なく活かすことがまず求められる。それを実行するためには、
現在行っている公共サービス事業の効果検証を各課で丁寧に行い、今後の人口動向や社会構造を
見極めつつ、改善に努めていくことが必要である。
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令和元年度軽井沢町各会計歳入歳出決算及び
基金の運用状況に関する審査意見書の提出について

　地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 233 条第２項及び第 241 条第５項並びに地方公営企業
法（昭和 27 年法律第 292 号）第 30 条第２項の規定により審査に付された、令和元年度軽井沢町
一般会計、特別会計及び企業会計歳入歳出決算について、関係諸帳簿、預貯金証書、証拠書類並
びに基金運用状況を審査したので、その結果について次のとおり意見書を提出する。

第１　審査の概要
　１　審査の対象
　　⑴　令和元年度軽井沢町一般会計歳入歳出決算
　　⑵　令和元年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算
　　⑶　令和元年度軽井沢町駐車場特別会計歳入歳出決算
　　⑷　令和元年度軽井沢町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算
　　⑸　令和元年度軽井沢町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算
　　⑹　令和元年度軽井沢町介護保険特別会計歳入歳出決算
　　⑺　令和元年度軽井沢町訪問看護事業特別会計歳入歳出決算
　　⑻　令和元年度軽井沢町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
　　⑼　令和元年度軽井沢町水道事業会計歳入歳出決算
　　⑽　令和元年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計歳入歳出決算
　　⑾　令和元年度基金の運用状況

　２　審査の期間
　　　令和２年７月 16 日、20 日、21 日、22 日、28 日及び８月３日（６日間）

　３　審査の方法
　この決算審査にあたっては、町長から提出された各会計歳入歳出決算書、歳入歳出決算事
項別明細書、実質収支に関する調書及び財産に関する調書並びに各基金の運用状況を明らか
にする書類について、関係法令に準拠して調製されているか、財産の管理は適正か、また、
予算が適正かつ効率的に執行されているか等に主眼をおき、関係諸帳簿の照合検査を行い、
例月出納検査の結果を参考にして、各課等に提出を求めた決算審査資料に基づき、関係職員
からの説明を聴取、計数の正確性、予算の執行の適否等について審査を行った。

第２　審査の結果
　１　審査の総括的意見
　審査に付された各会計の歳入歳出決算書及び各種書類は、いずれも関係法令に準拠し調製
され、決算額その他の計数は関係諸帳簿及び証拠書類と符合し、各会計とも適正に処理され
ており誤りのないものと認めた。
また、基金運用状況については、計数は正確であり、各条例の設置の目的に従って適正に運
用されているものと認めた。
（注）金額（万円）については、単位未満を四捨五入しているので、合計と一致しない場合がある。
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　２　一般会計及び特別会計の決算状況
　　⑴　決算収支
　当年度の一般会計及び特別会計の決算状況は、次表のとおり。

（単位：円）

　一般会計と特別会計を合わせた総決算額について、歳入の決算額は 209 億 6,348 万円（前
年度 200 億 5,381 万円）で前年度と比較して 9億 967 万円増加、また、歳出の決算額は 191
億 9,926 万円（前年度 188 億 2,087 万円）で前年度と比較して 3億 7,839 万円増加となった。
歳入歳出差引額（形式収支額）は、17 億 6,422 万円（前年度 12 億 3,294 万円）で前年度と
比較して 5億 3,128 万円増加した。翌年度への実質繰越額（実質収支額）は、翌年度へ繰り
越すべき財源 3億 9,665 万円（前年度 1億 9,205 万円）を引いた 13 億 6,756 万円（前年度 10
億 4,089 万円）で前年度と比較して 3億 2,667 万円増加した。

　３　審査の個別的意見
　　⑴　軽井沢町一般会計

（単位：円）

①　総　　括
　令和元年度一般会計の歳入決算額は、154 億 3,580 万円で前年度と比較して 10 億 8,294 万
円増加した。歳出決算額は、138 億 5,219 万円で前年度と比較して 5億 4,353 万円増加した。

一般会計及び特別会計決算収支状況
区　分

会計別 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額
（形式収支額）

一 般 会 計 15,435,798,348 13,852,190,690 1,583,607,658

特 別 会 計 5,527,681,370 5,347,072,556 180,608,814

国民健康保険事業勘定 2,589,882,783 2,578,224,015 11,658,768

駐 車 場 137,052,920 126,639,452 10,413,468

公 共 下 水 道 事 業 736,803,585 678,492,226 58,311,359

農 業 集落排水事業 94,980,776 89,074,919 5,905,857

介 護 保 険 1,616,307,008 1,549,836,945 66,470,063

訪 問 看 護 事 業 25,318,806 5,573,597 19,745,209

後 期 高 齢 者 医 療 327,335,492 319,231,402 8,104,090

合　　　　計 20,963,479,718 19,199,263,246 1,764,216,472

区　　　　　分 令和元年度 平成30年度 増減率
予 算 現 額 15,340,226,200 14,241,434,640 7.7％

歳 入 決 算 額 15,435,798,348 14,352,857,194 7.5％

歳 出 決 算 額 13,852,190,690 13,308,659,993 4.1％

歳 入 歳 出 差 引 額 1,583,607,658 1,044,197,201 51.7％

翌年度へ繰り越すべき財源 396,653,000 188,812,200 110.1％

翌年度への実質繰越額 1,186,954,658 855,385,001 38.8％
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歳入歳出差引額（形式収支額）は、15億8,361万円で前年度と比較して5億3,941万円増加した。
　翌年度への実質繰越額は、翌年度へ繰り越すべき財源（しなの鉄道車両更新負担金、被災
家屋等解体撤去委託、強い農業・担い手づくり総合支援交付金事業助成金、町単農業農村基
盤整備工事（用排水路改修工事）、社会資本整備総合交付金橋梁長寿命化事業、西ノ河原川
整備事業、さわやかハット屋根塗装他改修事業、農林水産施設災害復旧事業、公共土木施設
災害復旧事業、観光施設災害復旧事業で合計 3億 9,665 万円）を差し引いた 11 億 8,695 万円
で、前年度と比較し 3億 3,157 万円増加した。
　令和元年度の地方債借入額は無し（前年度無し）、償還金（元金）は、5億 5,775 万円で年
度末の地方債残高は、29 億 6,305 万円（前年度 35 億 2,080 万円）となった。
　町の収入の根幹である町税収入は、103 億 5,311 万円（前年度 92 億 6,665 万円）で一般会
計の歳入の約 67.5 パーセントを占め昨年より増加している。
　内閣府の月例経済報告（令和 2年 7月）によると、景気は、新型コロナウイルス感染症の
影響により、依然として厳しい状況にあるが、このところ持ち直しの動きがみられる。先行
きについては、感染拡大の防止策を講じつつ、社会経済活動のレベルを段階的に引き上げて
いくなかで、各種政策の効果もあって、持ち直しの動きが続くことが期待されるが、感染症
が内外経済に与える影響に十分注意する必要がある。また、令和 2年 7月豪雨等の経済に与
える影響や金融資本市場の変動に十分留意する必要があるとされている。

　当町では、町道借宿バイパス線新設改良工事など大型事業が終了し、今後は、庁舎周辺整
備事業等の事業を控えた状況ではあったが、令和元年度には台風被害による災害復旧費の増
加、また新型コロナウイルス感染症により地域経済への影響が懸念される状況となっている。
　今後は、公共施設・インフラ等の老朽化に伴う長寿命化対策、多種多様なニーズへの対応、
少子高齢化社会の進展に対する対策等、多くの課題に対応するため多額の経費を要するもの
と考えられ、また、新型コロナウイルス感染症による地域経済に与える影響の拡大が予想さ
れる。今後の状況に注視し、自主財源を含む財源の確保、限られた財源の有効活用に努める
必要がある。

② 　歳　　入
　令和元年度の自主財源は、135 億 4,667 万円で歳入全体に占める自主財源の構成比率は、
87.8 パーセント（前年度 87.7 パーセント）、依存財源は 18 億 8,913 万円で依存財源の財政全
体に占める構成比率は、12.2 パーセント（前年度 12.3 パーセント）となり、自主財源の構
成比率は、0.1 ポイント増加した。
　自主財源の大部分を占める町税は、総額 103 億 5,311 万円（前年度 92 億 6,665 万円）で前
年度と比較して 10 億 8,646 万円増加した。
　増加の主な要因は、個人町民税が 8億 8,083 万円、法人町民税が 1,542 万円、固定資産税
が 1億 3,256 万円増加したことによるものである。
　収納状況をみると、収納率は、現年度課税分 98.8 パーセント（前年度 98.7 パーセント）、
滞納繰越分 15.3 パーセント（前年度 13.5 パーセント）で合わせて 92.3 パーセント（前年度
90.2 パ - セント）となり前年度と比較して 2.1 ポイント上回った。令和元年度のコンビニで
の収納は、38,112 件（前年度 42,782 件）で 6億 7,074 万円（前年度 12 億 2,906 万円）、前年
度と比較して 5億 5,832 万円減少した。
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　長野県地方税滞納整理機構へは、4,326 万円（前年度 5,092 万円）を移管し、そのうち町
に 1,193 万円（前年度 3,196 万円）が納付されている。
　不納欠損額は、8,014 万円（前年度 1億 5,330 万円）で前年度と比較して 7,316 万円減少し
た。不納欠損処分の主な内訳は、現年度課税分の固定資産税 71 万円、都市計画税 10 万円、
滞納繰越分の固定資産税 5,862 万円、都市計画税 961 万円、個人町民税 758 万円、法人町民
税 175 万円、軽自動車税 179 万円である。

　税収入未済額は、7億 8,305 万円（前年度 8億 5,529 万円）で、前年度と比較して 7,224 万
円減少した。これは主に固定資産税が 6,079 万円、町民税が 967 万円、軽自動車税が 106 万
円減少したためである。
　令和元年度は不能欠損額が昨年と比べて減少している。現年度課税分、滞納繰越分とも収
入歩合が昨年と比べて向上しているが、町の財源確保の見地からすると、未収金発生を未然
に防止する必要がある。
　また、税負担の公平性を確保するために、今後も引き続き滞納者ごとの実態を的確に把握
し、効果的かつ効率的な滞納整理に努めるとともに、新たな未収金の発生を抑制する対策に
努められたい。

③ 　歳　　出　
　令和元年度の主な事業は、総務費として、OA機器・ソフトウェア保守委託 9,065 万円、
防災行政無線（同報系）デジタル化工事 8,594 万円、町内循環バス運行委託 5,542 万円、信
大・東大連携協定事業地域課題研究寄附講座開設事業寄附金 5,000 万円、土地（宅地）価格
標準地等鑑定業務委託 3,031 万円、航空写真撮影他業務委託 2,530 万円、多世代同居支援補
助 1,227 万円。民生費として、児童手当 2億 7,136 万円、障害福祉サービス費 2億 3,244 万
円、後期高齢者療養給付費負担金 1億 7,285 万円、町社会福祉協議会補助 7,439 万円、小規
模保育事業所整備補助 4,075 万円、保育園給食業務委託 3,286 万円、地域活動支援センター
管理運営事業委託 2,680 万円。衛生費として、浅麓環境施設組合運営費分担金 2億 535 万円、
佐久市・北佐久郡環境施設組合分担金 1億 9,841 万円、佐久市・軽井沢町清掃施設組合分担
金 1億 7,301 万円、一般廃棄物収集運搬委託 1億 2,295 万円、合併処理浄化槽設置補助 9,932
万円、不燃物処理及び運搬業務委託 7,699 万円、ごみ指定袋作成委託 4,072 万円。農林水産
業費として、発地市庭指定管理料 2,500 万円、ツキノワグマ対策事業委託 1,604 万円。商工
費として、くつかけテラス指定管理料 4,880 万円、旧碓氷峠遊覧歩道吊り橋他 6橋補修工事
1,692 万円、ウインターフェスティバル委託 1,500 万円、大型観光案内看板設置工事 1,483 万
円、観光案内所管理運営委託 1,452 万円、観光振興センター指定管理料 1,419 万円。土木費
として、風越公園アイスアリーナ外 6施設指定管理料 2億 1,410 万円、町道南原バイパス線
消雪施設改修工事 1億 7,865 万円、町道風越線舗装補修工事 4,576 万円、さわやかハット施
設指定管理料4,078万円、浅間台団地住戸改善工事3,718万円、道路側溝他清掃委託3,351万円、
町道借宿発地線他1路線道路補修工事3,328万円、町道御水端蕨尾線道路補修工事2,893万円、
追分石小屋地区整備工事2,685万円、西ノ河原川整備工事2,681万円、軽井沢駅エスカレーター
改修工事2,553万円。消防費として、佐久広域連合消防費負担金2億4,096万円。教育費として、
ふるさと寄附金教育応援分補助3億4,867万円、普通教室他空調設備設置工事1億1,793万円、
公益財団法人軽井沢大賀ホール運営費補助 1億 121 万円、ICT用機器借上料（小学校 3校分）
3,543 万円、ICT用機器借上料（中学校分）2,561 万円、アクティブ・ラーニング教員研修支
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援委託（小学校 3校分）2,091 万円、アクティブ・ラーニング教員研修支援委託（中学校分）
1,643 万円。
　各特別会計等への繰出金は、軽井沢病院事業会計へ6億5,554万円（前年度6億5,441万円）、
軽井沢町公共下水道事業特別会計へ 2億 8,932 万円（前年度 3億 2,700 万円）、軽井沢町国民
健康保険事業勘定特別会計へ 2億 3,084 万円（前年度 2億 3,100 万円）、軽井沢町介護保険特
別会計へ 2億 3,980 万円（前年度 2億 2,013 万円）、軽井沢町後期高齢者医療特別会計へ 6,281
万円（前年度 6,296 万円）及び軽井沢町農業集落排水事業特別会計へ 8,050 万円（前年度 4,900
万円）合計 15 億 5,881 万円（前年度 15 億 4,450 万円）で前年度と比較して 1,431 万円増加した。
　公債費は、5億 8,973 万円（前年度 5億 7,399 万円）で前年度より 1,574 万円増加した。
　今後も民生費等への経費増加が予想されることに加え、新型コロナウイルス感染症への対
策も必要となるため、引き続き各事業の歳入確保に努め、より適正な歳出予算の執行管理に
努められたい。

　
⑵　軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計

（単位：円）

　国民健康保険の被保険者は、人口 2万 537 人（令和元年度末現在）のうち 5,831 人で、加
入率は、28.4 パ - セント（前年度 29.9 パーセント）と 1.5 ポイント減少した。加入者は、一
般被保険者 5,830 人、退職被保険者 1人、加入世帯数は 3,674 件である。
　歳入の決算額は、25 億 8,988 万円（前年度 27 億 641 万円）で前年度と比較して 1億 1,653
万円減少した。これは主に諸収入が 1,150 万円増加したが、県支出金が 5,011 万円、国民健
康保険税が 3,484 万円、繰入金が 3,016 万円減少したためである。
　国民健康保険税の収入済額は 6億 2,379 万円（前年度 6億 5,864 万円）、不納欠損額は 641
万円（前年度 1,261 万円）、収入未済額は 2億 1,997 万円（前年度 2億 1,872 万円）である。
　収納率は、現年度課税分が 92.7 パーセント（前年度 92.9 パーセント）で前年度と比較し
て 0.2 ポイント下回った。滞納繰越分は、17.2 パーセント（前年度 20.2 パーセント）で前年
度と比較して3.0ポイント下回った。合計の収納率は73.4パーセント（前年度74.0パーセント）
で前年度と比較して 0.6 ポイント下回る結果となった。
　国民健康保険税は本会計の根幹を成すものであるが、令和元年度は前年度に比べて収納率
が低下している状況であるため、税負担の公平性の確保と財源確保の見地から、滞納整理及
び厳正なる対応措置を講じて、収納率の更なる向上に努められたい。
　歳出の決算額は、25 億 7,822 万円（前年度 26 億 7,944 万円）で前年度と比較して 1億 122
万円減少した。これは主に基金積立金が 1,497 万円増加したが、保険給付費が 4,999 万円、

区　　　　　分 令和元年度 平成30年度 増減率
予 算 現 額 2,834,782,000 2,785,643,000 1.8％

歳 入 決 算 額 2,589,882,783 2,706,405,331 △4.3％

歳 出 決 算 額 2,578,224,015 2,679,436,675 △3.8％

歳 入 歳 出 差 引 額 11,658,768 26,968,656 △56.8％

翌年度へ繰り越すべき財源 0 0 －

翌年度への実質繰越額 11,658,768 26,968,656 △56.8％
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国民健康保険事業費納付金が 2,951 万円、諸支出が 2,243 万円減少したためである。
　歳入歳出差引額（形式収支額）及び翌年度への実質繰越額は、1,166 万円（前年度 2,697 万円）
となっている。
　新型コロナウイルス感染症の状況変化に注視しつつ、病気の早期発見・早期治療のため、
今後も対象者への特定健診受診を促し、受診率をさらに引き上げるよう努められたい。

⑶　軽井沢町駐車場特別会計
	（単位：円）

　歳入の決算額は、1億 3,705 万円（前年度 1億 4,325 万円）で前年度と比較して 620 万円
減少した。これは主に繰越金が 287 万円、駐車場事業収入が 353 万円減少したためである。
令和元年度の利用台数は、前年度と比較して 183 台増加して 35 万 1,137 台となった。
　また、歳出の決算額は、1億 2,664 万円（前年度 1億 3,450 万円）で前年度と比較して 786
万円減少した。これは駐車場費が 786 万円減少したためである。
　歳入歳出差引額（形式収支額）及び翌年度への実質繰越額は 1,041 万円（前年度 875 万円）
となっている。
　前年度と比較して利用台数は増加しているが、駐車場利用料金の収入が減少している状況
である。令和元年度については自然災害等による影響が少なからずもあったと思われる。今
後も駐車場利用料金の収入の向上について検討されたい。

⑷　軽井沢町公共下水道事業特別会計
	（単位：円）

区　　　　　分 令和元年度 平成30年度 増減率
予 算 現 額 135,367,000 139,078,000 △2.7％

歳 入 決 算 額 137,052,920 143,252,623 △4.3％

歳 出 決 算 額 126,639,452 134,501,657 △5.8％

歳 入 歳 出 差 引 額 10,413,468 8,750,966 19.0％

翌年度へ繰り越すべき財源 0 0 －

翌年度への実質繰越額 10,413,468 8,750,966 19.0％

区　　　　　分 令和元年度 平成30年度 増減率
予 算 現 額 702,219,000 824,049,000 △14.8％

歳 入 決 算 額 736,803,585 844,100,584 △12.7％

歳 出 決 算 額 678,492,226 800,393,479 △15.2％

歳 入 歳 出 差 引 額 58,311,359 43,707,105 33.4％

翌年度へ繰り越すべき財源 0 3,236,000 皆減

翌年度への実質繰越額 58,311,359 40,471,105 44.1％
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　歳入の決算額は、7億 3,680 万円（前年度 8億 4,410 万円）で前年度と比較して 1億 730
万円減少した。これは主に使用料及び手数料が 1,319 万円増加したが、国庫支出金が 4,791
万円、繰入金が 3,768 万円、分担金及び負担金が 3,015 万円減少したためである。
　歳出の決算額は、6億 7,849 万円（前年度 8億 39 万円）で前年度と比較して 1億 2,190 万
円減少した。これは災害復旧費が 218 万円増加したが、土木費が 1億 2,408 万円減少したた
めである。
　歳入歳出差引額（形式収支額）及び翌年度への実質繰越額は 5,831 万円（前年度 4,047 万円）
となっている。
　受益者負担金の現年度分の未収金は 41 万円（前年度 15 万円）、滞納繰越分は 432 万円
（前年度 531 万円）で前年度と比較し 99 万円減少した。下水道使用料の未収金の現年度分は
888 万円（前年度 774 万円）で前年度と比較して 114 万円増加、滞納繰越分は 1,195 万円（前
年度 1,345 万円）で前年度と比較して 150 万円減少した。受益者負担金と下水道使用料の未
収金合計は 2,556 万円（前年度 2,665 万円）で 109 万円減少した。
　不納欠損額は、124 万円（前年度 71 万円）で 53 万円増加した。受益者負担の公平性の観
点から滞納者と交渉することにより、今後も未収金の縮減に努められたい。
　平成 30 年度から公共下水道事業の全体計画の見直しを行い、令和元年度に全体計画の見
直しが決定となったことにより、全体計画面積が 694 ヘクタール（前年度 1,040 ヘクター
ル）となった。供用開始面積は前年度と比較して軽井沢処理区が 40.54 ヘクタール増加して
474.98 ヘクタールに、西処理区は整備率 100 パーセントの 164 ヘクタールとなっている。
　公共下水道への接続率は、81.2 パーセント（前年度 80.6 パ - セント）で、前年度より 0.6
ポイント増加した。
　今後も公衆衛生の向上を図るため、下水道未接続者への接続促進に努められたい。また、
下水道施設の適正な機能維持を図り、効率的かつ安定した事業経営を遂行し、自主財源の確
保のため、未収金の縮減に努められたい。

⑸　軽井沢町農業集落排水事業特別会計
（単位：円）

　　　

　歳入の決算額は、9,498 万円（前年度 6,037 万円）で前年度と比較して 3,461 万円増加した。
これは主に分担金及び負担金が 39 万円減少したが、繰入金が 3,150 万円、繰越金が 360 万
円増加したためである。
　歳出の決算額は、8,907 万円（前年度 5,480 万円）で前年度と比較して 3,427 万円増加した。
これは災害復旧費が 3,109 万円、農業水産業費が 319 万円増加したためである。

区　　　　　分 令和元年度 平成30年度 増減率
予 算 現 額 94,524,000 59,835,000 58.0％

歳 入 決 算 額 94,980,776 60,372,287 57.3％

歳 出 決 算 額 89,074,919 54,797,847 62.6％

歳 入 歳 出 差 引 額 5,905,857 5,574,440 5.9％

翌年度へ繰り越すべき財源 0 0 －

翌年度への実質繰越額 5,905,857 5,574,440 5.9％

ー 40ー



　歳入歳出差引額（形式収支額）及び翌年度への実質繰越額は、590 万円（前年度 557 万円）
となっている。
　顧客件数は、227 件（前年度 228 件）で前年度と比較して 1件減少した。その内訳は、発
地地区が 165 件（前年度 165 件）、茂沢地区が 45 件（前年度 45 件）、杉瓜地区が 17 件（前
年度 18 件）となっている。
　施設使用料の未収金は、53 万円（前年度 67 万円）となっている。当該使用料の調定額に
対する収納率は、94.4 パーセント（前年度 93.0 パーセント）である。
　受益者負担の公平性と自主財源の確保を図るため、今後も未収金の更なる縮減について努
められたい。将来的には、発地地区が公共下水道事業へ統合となり、経営状況は厳しいもの
となるが、適正な施設の維持管理と経費の節減に努め健全な経営を図られたい。
	
⑹　軽井沢町介護保険特別会計

（単位 : 円）

　要支援・要介護の認定者数は、760 人（前年度 746 人）であった。
　また、介護サービス受給者数は 766 人（前年度 749 人）でその内訳は、居宅介護サービス
受給者 545 人、地域密着型サービス受給者 93 人、施設介護サービス受給者 128 人となって
いる。
　歳入の決算額は、16 億 1,631 万円（前年度 15 億 8,489 万円）で前年度と比較して 3,142 万
円増加した。これは主に繰越金が 2,114 万円減少したが、繰入金が 1,967 万円、支払基金交
付金が 1,926 万円、県支出金が 1,013 万円増加したためである。
　保険料の未収金は、840 万円（前年度 832 万円）で前年度と比較して 8万円増加している。
　歳出の決算額は、15 億 4,984 万円（前年度 15 億 1,207 万円）で前年度と比較して 3,777 万
円増加した。これは主に基金積立金が 2,995 万円、諸支出が 1,570 万円減少したが、保険給
付費が 8,250 万円、保健福祉事業費が 350 万円増加したためである。
　歳入歳出差引額（形式収支額）及び翌年度への実質繰越額は 6,647 万円（前年度 7,282 万円）
となっている。
　令和元年度は第 7期介護保険事業の中間年度であり、前年に引き続き地域における「医療・
介護・予防・住まい・生活支援」の包括的な支援サービスの提供が行える体制「地域包括ケ
アシステム」を充実させ、広がりのある事業展開を図ることとされている。
　生活支援体制整備事業での外出支援を含め、町全体を活動対象とする協議体により、地域
での助け合いの基盤づくりやネットワークの仕組みを構築され、高齢者が住み慣れた地域で
暮らし続けられるよう更なる高齢者福祉の推進を望む。

区　　　　　分 令和元年度 平成30年度 増減率
予 算 現 額 1,611,342,000 1,582,354,000 1.8％

歳 入 決 算 額 1,616,307,008 1,584,886,012 2.0％

歳 出 決 算 額 1,549,836,945 1,512,066,899 2.5％

歳 入 歳 出 差 引 額 66,470,063 72,819,113 △8.7％

翌年度へ繰り越すべき財源 0 0 －

翌年度への実質繰越額 66,470,063 72,819,113 △8.7％
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⑺　軽井沢町訪問看護事業特別会計
（単位：円）

　年間実利用者数は 27 人（前年度 58 人）で前年度と比較して 31 人減少した。内訳は、医
療保険適用 2人（前年度 12 人）、介護保険適用 25 人（前年度 45 人）、自費が０人（前年度
１人）である。年間延べ訪問回数は、108 回（前年度 1,778 回）で前年度と比較して 1,670
回減少した。
　歳入の決算額は、2,532 万円（前年度 4,624 万円）で前年度と比較して 2,092 万円減少した。
これは主に繰越金が 354 万円、サービス収入が 1,707 万円減少したためである。
　歳出の決算額は、557 万円（前年度 2,206 万円）で前年度と比較して 1,649 万円減少した。
これは総務費が 1,362 万円、サービス事業費が 287 万円減少したためである。
　歳入歳出差引額（形式収支額）及び翌年度への実質繰越額は、1,975 万円（前年度 2,418 万円）
となっている。
　全国的に訪問看護の利用者は増加しているが、当町の訪問看護は職員の退職等により休止
となっている。現在は病院事業のなかで見なし指定訪問看護事業所として訪問看護事業を実
施している状況である。　
　引き続き職員の確保に努め、また職員の負担軽減等についても検討し、早期に訪問看護事
業が再開できるよう体制整備に努められたい。　

⑻　軽井沢町後期高齢者医療特別会計
（単位：円）

　　

　医療給付費の給付件数は、84,932 件（前年度 82,180 件）で前年度と比較して 2,752 件増加
した。費用額は、25 億 1,159 万円（前年度 24 億 4,017 万円）で前年度と比較して 7,142 万円
増加した。１人当たりの医療費は、0.7 パーセント減少して 79 万円であった。
　歳入の決算額は、３億 2,734 万円（前年度３億 1,570 万円）で前年度と比較して 1,164 万

区　　　　　分 令和元年度 平成30年度 増減率
予 算 現 額 25,273,000 45,825,000 △44.8％

歳 入 決 算 額 25,318,806 46,237,490 △45.2％

歳 出 決 算 額 5,573,597 22,058,045 △74.7％

歳 入 歳 出 差 引 額 19,745,209 24,179,445 △18.3％

翌年度へ繰り越すべき財源 0 0 －

翌年度への実質繰越額 19,745,209 24,179,445 △18.3％

区　　　　　分 令和元年度 平成30年度 増減率
予 算 現 額 322,755,000 310,487,000 4.0％

歳 入 決 算 額 327,335,492 315,698,694 3.7％

歳 出 決 算 額 319,231,402 308,955,029 3.3％

歳 入 歳 出 差 引 額 8,104,090 6,743,665 20.2％

翌年度へ繰り越すべき財源 0 0 －

翌年度への実質繰越額 8,104,090 6,743,665 20.2％
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円増加した。これは主に繰越金が 228 万円減少したが、後期高齢者医療保険料が 1,128 万円、
諸収入が 281 万円増加したためである。
　歳出の決算額は、３億 1,923 万円（前年度３億 896 万円）で前年度と比較して 1,027 万円
増加した。これは主に後期高齢者医療広域連合納付金が 613 万円、保健事業費が 190 万円、
諸支出金が 134 万円増加したためである。
　歳入歳出差引額（形式収支額）及び翌年度への実質繰越額は 810 万円（前年度 674 万円）
となっている。
　保険料の未収金は、589 万円（前年度 193 万円）で前年度と比較して 396 万円増加した。
　前年度に比べて保険料の未収金が増加しているため、被保険者に対し制度の趣旨及び内容
等を十分に説明を行い、未収金の回収に力を入れ、財源の確保及び被保険者間の負担の公平
性の確保に努められたい。
　今後も医療費の増加が見込まれる中で、全ての方が安心して医療サービスを受け続けられ
るために、より健全な運営が図られるよう努められたい。

　
⑼　軽井沢町水道事業会計

（税抜き、単位：円）

　令和元年度末の給水件数は、2万 929 件で前年度と比較して 200 件（1.0 パーセント）増
加した。年間配水量は、463 万 2,788 立方メートルで前年度と比較して 110,059 立方メート
ル増加し、有収水量は 345 万 6,698 立方メートルで有収率は 74.6 パーセントとなり前年度と
比較して 2.4 ポイント減少した。有収水量 1立方メ - トル当たりの供給単価は 171 円 56 銭、
給水原価は 132 円 30 銭で、1立方メートル当たりの利益は 39 円 26 銭と前年度と比較して 2
円 26 銭減少した。
　水道事業収益の決算額は、6億 7,377 万円（前年度 6億 6,928 万円）で前年度と比較して
449 万円増加した。そのうち営業収益は、6億 813 万円（前年度 6億 1,024 万円）で前年度
と比較して 211 万円減少、営業外収益は、6,565 万円（前年度 5,904 万円）となり前年度と
比較して 661 万円増加した。
　水道事業費用の決算額は、5億 2,341 万円（前年度 5億 1,850 万円）で前年度と比較して

区　　　　　分 令和元年度 平成30年度 増減率
水 道 事 業 収 益 673,774,182 669,280,663 0.7％

営 業 収 益 608,126,670 610,242,600 △0.3％

営 業 外 収 益 65,647,512 59,038,063 11.2％

特 別 利 益 0 0 －

水 道 事 業 費 用 523,413,955 518,504,917 0.9％

営 業 費 用 498,693,122 481,995,079 3.5％

営 業 外 費 用 24,404,498 30,138,674 △19.0％

特 別 損 失 316,335 6,371,164 △95.0％

予 備 費 0 0 －

損益収支残高 150,360,227 150,775,746 △0.3％
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491 万円増加した。そのうち、営業費用は 4億 9,869 万円（前年度 4億 8,200 万円）で前年
度と比較して 1,669 万円増加、営業外費用は、2,440 万円（前年度 3,014 万円）で前年度と比
較して 574 万円減少した。このため、経常利益は、1億 5,068 万円（前年度 1億 5,715 万円）
と前年度と比較して647万円減少した。特別損失は過年度損益修正損で32万円となっており、
当年度の純利益は、1億 5,036 万円（前年度 1億 5,078 万円）と前年度と比較して 42 万円減
少した。
　前年度繰越利益剰余金を加え、当年度未処分利益剰余金は 4億 4,312 万円（前年度 2億 9,694
万円）で前年度と比較して 1億 4,618 万円増加した。
　令和元年度の主な建設改良工事等は、上水道管理センター改築工事 9,851 万円、上水道管
理センター自家発電機設置工事 7,458 万円、上水道集中監視システム更新機器類購入 4,400
万円、愛宕山配水管布設替工事 3,626 万円、配水管仮設移設古宿 6工区工事 2,358 万円、国
道 18 号バイパス配水管布設替 2工区工事 2,096 万円、県道旧軽井沢軽井沢停車場線配水管
布設替 2工区工事 2,074 万円、町道入山峠線配水管布設替 2工区工事 2,046 万円が実施され、
水道施設の保全、維持管理の効率化が図られた。
　前年度に比べ有収率が 2.4 ポイント減少したことも影響し、営業収益の減少にもつながっ
ている面もあるため、漏水箇所の発見に努めているとのことであるが、有収率減少の原因を
追究し、有収率の向上に努められたい。
　また、今後も施設等の改修も予定されているため、施設の維持管理、長寿命化、水道施設
及び管路の更新・改良等を計画的に行い、引き続き軽井沢の良質で安全な水を安定的に供給
するため、効率的かつ健全な事業運営を行うよう努められたい。
　

⑽　軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計
（税抜き、単位：円）

　入院及び外来の患者数は、入院が 2万 7,831 人で前年度より 331 人増加、外来が 6万 5,434
人で前年度より5,603人減少した。入院の1日平均患者数は76.0人で前年度より0.7人の増加、
外来の 1日平均患者数は 270.4 人で前年度より 20.7 人減少した。
　病床利用率は 78.4 パーセントで前年度より 0.7 ポイント上回った。
　職員数は、令和 2年 3 月 31 日現在 122 名で前年度と比較して 7人増加した。内訳は、医

区　　　　　分 令和元年度 平成30年度 増減率
病 院 事 業 収 益 2,354,592,644 2,365,527,966 △0.5％

医 業 収 益 1,593,098,067 1,593,244,870 0.0％

医 業 外 収 益 757,576,166 772,107,023 △1.9％

特 別 利 益 3,918,411 176,073 2125.4％

病 院 事 業 費 用 2,278,499,828 2,255,524,815 1.0％

医 業 費 用 2,164,088,414 2,204,362,066 △1.8％

医 業 外 費 用 110,347,823 51,107,961 115.9％

特 別 損 失 4,063,591 54,788 7316.9％

損益収支残高 76,092,816 110,003,151 △30.8％
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師 12 名、看護師等 59 名、医療技術員 32 名、事務員 8名、その他職員 11 名となっている。
　入院患者1人当たり1日の診療収入は3万2,122円で前年度と比較して277円増加しており、
外来診療収入は患者 1人当たり 8,844 円で前年度と比較して 427 円増加した。
　総事業収益は、23 億 5,459 万円で前年度と比較して 1,094 万円減少、総事業費用は、22 億
7,850 万円で前年度と比較して 2,298 万円の増加したことにより、当年度純利益が 7,609 万円
となり、前年度に引き続き単年度黒字となった。
　全国的に地域における医師不足・偏在問題は依然として深刻な状況であり、当町でも医師
不足により特定の診療科の外来患者数が減少している状況である。
　令和元年度より総合診療外来が新設され、外来患者の利便性が向上した。引き続き医師の
確保に努め、安全・安心で良質な医療を継続的に提供するとともに、今後も黒字経営となる
よう経営の健全化を図られたい。　

⑾　基金の運用状況
　基金の設置数は 15 基金（前年度 13 基金）で年度末合計金額は、95 億 5,143 万円（前年度
83 億 1,761 万円）で前年度と比較して 12 億 3,382 万円増加した。積立額は元金が 23 億 7,452
万円（前年度 18 億 5,546 万円）、利子が 746 万円（前年度 607 万円）であった。取崩額は、
11 億 4,817 万円（前年度 13 億 84 万円）で前年度と比較して 1億 5,267 万円減少した。
　一般会計の基金の運用状況については、積立額は、各基金の元金及び利子分を含めて 22
億 5,519 万円（前年度 17 億 1,791 万円）で前年度と比較して 5億 3,728 万円増加した。基金
ごとの積立額（元金）の内訳は、財政調整基金へ 14 億 5,000 万円、さわやか軽井沢ふるさ
と基金へ 3億 8,467 万円、庁舎改築周辺整備基金へ 3億円、減債基金へ 1億 700 万円、森林
環境整備基金へ 307 万円、収入印紙等購買基金へ 300 万円、町民福祉施設建設基金へ 75 万
円、芸術・文化振興基金へ 3万円であった。基金ごとの取崩額をみると、財政調整基金が 5
億 9,000 万円、さわやか軽井沢ふるさと基金が 3億 7,081 万円、減債基金が 1億 8,733 万円、
芸術・文化振興基金が 3万円であった。
　国民健康保険事業勘定特別会計の基金の元金及び利子分を含めた令和元年度中の積立額
は、2,005 万円（前年度 508 万円）で前年度と比較して 1,497 万円増加したが、取崩額はなし（前
年度取崩額 3,000 万円）であったため、令和元年度末現在高は前年度より 2,005 万円増加して、
6,429 万円となっている。
　介護保険特別会計の基金の元金及び利子分を含めた令和元年度中の積立額は、2,013 万円
（前年度 5,008 万円）で前年度と比較して 2,995 万円減少した。取崩しはなかった（前年度取
崩しなし）。
　駐車場特別会計の基金の元金及び利子分を含めた令和元年度中の積立額は、8,661 万円（前
年度 8,846 万円）で前年度と比較して 185 万円減少した。取崩しはなかった（前年度取崩し
なし）。
　令和元年度末から拡大し始めた新型コロナウイルス感染症の影響により、基金の取り崩し
が余儀なくされることが考えられる。必要な事業の実施については精査を行い、基金の運用
は安全を優先させ、また効率及び有利性も勘案し的確で計画的な基金の運用に努められたい。
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基金の運用状況一覧表
（単位：円）

令和 2年８月 7日
軽井沢町長　藤　巻　　進　殿
	 	 	 	 	 　　　　　　　監査委員　　長谷川　淳　一
	 	 	 	 	 　　　　　　　監査委員　　利根川　泰　三

基　金　名 前年度末
現在高

元年度中の積立額 元年度中の
取崩額

元年度末
現在高元　金 利　子

一
　
　
般
　
　
会
　
　
計

財 政 調 整 基 金 4,049,699,107 1,450,000,000 3,761,687 590,000,000 4,913,460,794

減 債 基 金 269,469,070 107,000,000 308,755 187,330,000 189,447,825

義 務 教 育 管
理 振 興 基 金 95,783,419 0 98,444 0 95,881,863

農 業 振 興 基 金 32,319,939 0 31,542 0 32,351,481

町 民 福 祉 施
設 建 設 基 金 183,721,404 750,000 111,691 0 184,583,095

下 水 道 建 設
工 事 基 金 831,969,581 0 937,429 0 832,907,010

土 地 開 発 基 金 177,819,995 0 123,460 0 177,943,455

芸 術・ 文 化
振 興 基 金 188,811,000 34,103 18,881 28,518 188,835,466

さわやか軽井沢
ふ る さ と 基 金 371,230,558 384,673,000 486,009 370,809,000 385,580,567

庁 舎 改 築 周
辺 整 備 基 金 1,202,182,719 300,000,000 788,513 0 1,502,971,232

森 林 環 境
整 備 基 金 0 3,066,000 4 0 3,066,004

収 入 印 紙 等
購 買 基 金 0 3,000,000 0 0 3,000,000

小 　 　 　 計 7,403,006,792 2,248,523,103 6,666,415 1,148,167,518 8,510,028,792

国 保
会 計

国民健康保険事
業財政調整基金 44,234,283 20,000,000 50,869 0 64,285,152

介 護
会 計 介 護 保 険 基 金 270,073,020 20,000,000 132,378 0 290,205,398

駐車場
会 計 駐車場整備基金 600,300,835 86,000,000 611,374 0 686,912,209

合　　　計 8,317,614,930 2,374,523,103 7,461,036 1,148,167,518 9,551,431,551
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令和元年度軽井沢町財政健全化及び公営企業会計
経営健全化審査意見書の提出について

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成 19 年法律第 94 号）第 3条第 1項及び第 22
条第 1項の規定により審査に付された、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将
来負担比率（以下「健全化判断比率」という。）及び公営企業会計の資金不足比率並びにそれぞ
れの算定の基礎となる事項を記載した書類について審査したので、その結果について次のとおり
意見書を提出する。

第１　審査の概要
　１　審査の対象
⑴　令和元年度健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類
⑵　令和元年度軽井沢町水道事業会計の資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載
した書類
⑶　令和元年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計の資金不足比率及びその算定の基
礎となる事項を記載した書類
⑷　令和元年度軽井沢町公共下水道事業特別会計の資金不足比率及びその算定の基礎となる
事項を記載した書類
⑸　令和元年度軽井沢町農業集落排水事業特別会計の資金不足比率及びその算定の基礎とな
る事項を記載した書類

　２　審査の期日
　　　令和２年７月 16 日、20 日、21 日、22 日、28 日及び８月３日（６日間）

　３　審査の方法
　健全化判断比率及び資金不足比率（以下「財政指標」という。）並びにその算定の基礎と
なる事項を記載した書類について、法令等に照らし財政指標の算出過程に誤りがないか、法
令等に基づき適切な算定要素が財政指標の計算に用いられているか、財政指標の算定の基礎
となった書類等が適正に作成されているか、客観的事実の妥当性を判断した上で財政指標の
算定を行う場合において、公正な判断が行われているかに主眼をおき、関係職員からの説明
を聴取して審査を行った。

第２　審査の結果
　１　審査の総括的意見
　審査に付された財政指標及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれも適正
に作成されているものと認めた。

　２　審査の個別的意見
　　⑴　令和元年度健全化判断比率について
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　　健全化判断比率の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

	
①　実質赤字比率　一般会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率であるが、
令和元年度の実質赤字比率は、前年度に引き続き黒字のため数値はなく、良好な状態にあ
ると認められる。
②　連結実質赤字比率　全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率である
が、令和元年度の連結実質赤字比率は、前年度に引き続き黒字のため数値はなく、良好な
状態にあると認められる。

③　実質公債費比率　一般会計等が負担する元利償還金及び準元利　償還金の標準財政規模
に対する比率であるが、令和元年度の実質公債費比率は 1.2 パーセント（前年度 1.0 パー
セント）となっており、早期健全化基準の 25.0 パーセントと比較するとこれを下回って
おり、良好な状態にあると認められる。

④　将来負担比率　一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率で
あるが、令和元年度の将来負担比率は前年度に引き続き将来負担額を充当可能財源等が上
回るため数値はなく、良好な状態にあると認められる。

⑵　令和元年度軽井沢町水道事業会計、軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計、軽井沢町
公共下水道事業特別会計、軽井沢町農業集落排水事業特別会計の資金不足比率について

　　公営企業会計資金不足比率の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

　資金不足比率とは、資金不足額（一般会計などの実質赤字に相当する額）が営業収益等に
占める割合であり、令和元年度の各公営企業会計の資金不足比率は、前年度に引き続きそれ
ぞれ資金不足を生じていないため数値はなく、良好な状態にあると認められる。

　３　是正改善を要する事項
　　　特に指摘すべき事項はない。

令和 2年８月 7日
軽井沢町長　藤　巻　　進　殿
	 	 	 	 	 軽井沢町監査委員　　長谷川　淳　一
	 	 	 	 	 軽井沢町監査委員　　利根川　泰　三

健全化判断比率 令和元年度 早期健全化基準 財政再生基準
① 実 質 赤 字 比 率 － 18.25 20.00
② 連結実質赤字比率 － 30.00 30.00
③ 実 質 公 債 費 比 率 1.2 25.0 35.0
④ 将 来 負 担 比 率 － 350.0

公営企業会計 令和元年度 経営健全化基準
軽 井 沢 町 水 道 事 業 会 計 －

20

軽 井 沢 町 国 民 健 康 保 険
軽 井 沢 病 院 事 業 会 計 －

軽井沢町公共下水道事業特別会計 －
軽 井 沢 町 農 業 集 落 排 水
事 業 特 別 会 計 －
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令和元年度　町 の 歳 入 歳 出 決 算 状 況

主　な　事　業

令和元年度　町 税 収 入 状 況

令和元年度　特別会計及び企業会計決算額

○ 道 路・河 川 整 備 事 業 6億	439万円 ○ 下 水 道 建 設 工 事 繰出金 ３億6,982万円
○ 公 園 整 備 事 業 5,310万円 ○ 交 通 安 全 対 策 事 業 8,413万円
○ 合併処理浄化槽設置整備事業補助 9,932万円 ○ 町 営 住 宅 整 備 事 業 6,777万円
○ごみ、し尿処理施設負担金 5億7,678万円 ○じ ん 芥 収 集・処 理 事 業 2億6,317万円
○ 老人福祉事業・老人医療給付事業 5億8,785万円 ○ 児 童 手 当 の 支 給 2億7,136万円
○ 心身障がい者（児）、就学前児童等医療費給付事業 1億	413万円 ○ 身体障がい者等更生施設入所支援費他社会福祉事業 3億9,451万円
○ 老 人 福 祉 施 設 運 営 費 1億2,725万円 ○ 健 康 づ く り 推 進 費 1億6,060万円
○ 軽井沢病院事業会計繰出金 6億5,554万円 ○ 農 林 業 基 盤 整 備 事 業 1億4,455万円
○６ 次 産 業 化 推 進 事 業 　　3,843万円 ○ 商 工 業 振 興 事 業 1億1,607万円
○ 観 光 宣 伝 事 業 7,161万円 ○ 鳥 獣 対 策 事 業 6,898万円
○ 小 中学 校 施 設 整 備 事 業 1億3,105万円 ○ 小中学校教材備品整備事業 1,868万円
○ 社 会 教 育 施 設 整 備 事 業 3,910万円 ○ 大 賀 ホ ー ル 経 費 1億2,004万円
○ 私立幼稚園教育振興補助 2,490万円

科　　　目 調　　定　　額 収　入　済　額 収入割合（％）
町 民 税 30 億 4,685 万円 28 億 2,218 万円 92.63
固 定 資 産 税 68 億 8,396 万円 63 億 4,525 万円 92.17
軽 自 動 車 税 7,054 万円 6,046 万円 85.71
市町村たばこ税 １億 4,763 万円 １億 4,763 万円 100.00
入 湯 税 1 億	691 万円 1 億	691 万円 100.00
都 市 計 画 税 9 億 5,806 万円 8 億 7,068 万円 90.88
合 計 112 億 1,395 万円 103 億 5,311 万円 92.32

会　計　別 歳　　　　　入 歳　　　　　出 差　　　引
国 民 健 康 保 険 25 億 8,988 万円 25 億 7,822 万円 1,166 万円
駐 車 場 1 億 3,705 万円 1 億 2,664 万円 1,041 万円
公 共 下 水 道 7 億 3,680 万円 6 億 7,849 万円 5,831 万円
農 業 集 落 排 水 9,498 万円 8,908 万円 590 万円
介 護 保 険 16 億 1,631 万円 15 億 4,984 万円 6,647 万円
訪 問 看 護 2,532 万円 557 万円 1,975 万円
後期高齢者医療 3 億 2,734 万円 3 億 1,923 万円 811 万円
水 道 6 億 7,377 万円 5 億 2,341 万円 1 億 5,036 万円
軽 井 沢 病 院 23 億 5,459 万円 22 億 7,850 万円 7,609 万円

水道、病院会計は企業会計が適用されるため、上記の金額は収益的収入及び支出を記入。
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歳　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　出

款　　　　別 令和元年度
決	算	額

平成30年度
決	算	額 増　減 款　　　　別 令和元年度

決	算	額
平成30年度
決	算	額 増　減

町 税 1,035,310 926,665 108,645 議 会 費 14,430 14,305 125

地 方 譲 与 税 10,580 10,368 212 総 務 費 416,340 355,339 61,001

利 子 割 交 付 金 340 742 △402 民 生 費 306,442 291,337 15,105

配 当 割 交 付 金 1,500 1,252 248 衛 生 費 130,800 111,651 19,149

株式等譲渡所得割
交 付 金 868 1,038 △170 労 働 費 77 75 2

地 方 消 費
税 交 付 金 40,240 42,481 △2,241 農 林 水 産 業 費 29,302 27,814 1,488

ゴルフ場利用税
交 付 金 9,966 10,617 △651 商 工 費 44,646 48,610 △3,964

自 動 車 取 得 税
交 付 金 1,459 2,471 △1,012 土 木 費 184,772 249,644 △64,872

環 境 性 能 割
交 付 金 354 － 354 消 防 費 31,440 31,294 146

地方特例交付金 6,791 1,189 5,602 教 育 費 156,106 142,529 13,577

地 方 交 付 税 11,305 2,393 8,912 災 害 復 旧 費 11,890 869 11,021

交 通 安 全 対 策
特 別 交 付 金 322 321 1 公 債 費 58,974 57,399 1,575

分 担 金 及
び 負 担 金 7,940 10,453 △2,513

使 用 料 及
び 手 数 料 26,671 26,721 △50

国 庫 支 出 金 61,733 60,078 1,655

県 支 出 金 43,455 43,604 △149

財 産 収 入 2,234 13,550 △11,316 　

寄 附 金 38,546 37,045 1,501 　

繰 入 金 114,817 127,084 △12,267 　

繰 越 金 104,420 90,319 14,101 　

諸 収 入 24,729 26,895 △2,166 　

町 債 0 0 0 　

合　　　計 1,543,580 1,435,286 108,294 合　　　計 1,385,219 1,330,866 54,353

令和元年度　一　般 会 計 決 算 額

※表中の金額は、原則として万円単位未満を四捨五入としましたが、端数調整の都合上これに
　よらないものもあります。

（単位：万円）
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令和２年第１回軽井沢町議会定例会 11 月第 1 回会議

月　日 曜日 会議名 内　　容 開議時間

11月12日 木 本会議 会議期間の決定、議案の上程、提案説明、質疑、討論、
表決 午前 10 時

11 月 第 1 回 会 議 解 説

付　議　事　件
議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

議　案
第70号

軽井沢町一般職の職員の給与に関する条例の一部改正に
ついて 即　決 11/12 原案可決

　令和２年 11 月第１回会議は会議期間１日の日程で開催し、提出された議案は条例改正１件で
原案どおり可決しました。

○条例の一部改正
　町一般職の職員の給与に関する条例　

　長野県人事委員会の勧告に基づき、長野県の一般職の職員及び特別職の職員の給与に関
する条例が改正されることから、軽井沢町における関係条例の期末手当の改定を行うもの
です。
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令和２年第１回軽井沢町議会定例会 12 月会議

付　議　事　件
議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

議　案
第71号

軽井沢町税外収入金督促手数料並びに延滞金徴収条例等
の一部改正について 総務常任委員会 12/18 原案可決

議　案
第72号 指定管理者の指定について（軽井沢観光会館） 総務常任委員会 12/18 原案可決

議　案
第73号 指定管理者の指定について（軽井沢町観光振興センター） 総務常任委員会 12/18 原案可決

議　案
第74号

指定管理者の指定について（軽井沢町地域交流施設くつ
かけテラス） 総務常任委員会 12/18 原案可決

議　案
第75号

指定管理者の指定について（軽井沢町農産物等直売施設
軽井沢発地市庭） 総務常任委員会 12/18 原案可決

議　案
第76号

指定管理者の指定について（軽井沢風越公園アイスアリー
ナ外 6施設） 総務常任委員会 12/18 原案可決

議　案
第77号

指定管理者の指定について（軽井沢町都市施設さわやか
ハット） 総務常任委員会 12/18 原案可決

議　案
第78号 令和 2年度軽井沢町一般会計補正予算（第 8号） 予算決算常任委員会 12/18 原案可決

議　案
第79号

令和 2年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計補正
予算（第 4号） 予算決算常任委員会 12/18 原案可決

月　日 曜日 会議名 内　　容 開議時間

12月	3日 木 本会議 会議期間の決定、議案の上程、提案説明 午前 10 時

12月	7日 月 本会議 一般質問 午前 10 時

12月	8日 火 本会議 一般質問 午前 10 時

12月	9日 水
本会議 議案質疑・議案付託 午前 10 時

委員会 広報広聴常任委員会 午前 10 時 50 分

12月10日 木 委員会 議会活性化特別委員会 午前 10 時

12月11日 金 委員会 議員定数・報酬等調査特別委員会 午前 10 時

12月14日 月 委員会 社会常任委員会 午前 10 時

12月15日 火 委員会 総務常任委員会 午前 10 時

12月16日 水 委員会 予算決算常任委員会 午前 10 時

12月18日 金 本会議 委員長報告、表決、
議案の上程、提案説明、趣旨説明、質疑、討論 午前 10 時
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議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

議　案
第80号 令和 2年度軽井沢町駐車場特別会計補正予算（第 3号） 予算決算常任委員会 12/18 原案可決

議　案
第81号

令和 2年度軽井沢町公共下水道事業特別会計補正予算
（第 2号） 予算決算常任委員会 12/18 原案可決

議　案
第82号

令和 2年度軽井沢町農業集落排水事業特別会計補正予算
（第 3号） 予算決算常任委員会 12/18 原案可決

議　案
第83号 令和 2年度軽井沢町介護保険特別会計補正予算（第 3号） 予算決算常任委員会 12/18 原案可決

議　案
第84号

令和 2年度軽井沢町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第 2号） 予算決算常任委員会 12/18 原案可決

議　案
第85号 令和 2年度軽井沢町水道事業会計補正予算（第 2号） 予算決算常任委員会 12/18 原案可決

議　案
第86号

令和 2年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計補
正予算（第 2号） 予算決算常任委員会 12/18 原案可決

議　案
第87号

軽井沢町国民健康保険軽井沢病院における医療過誤に係
る損害賠償の額を定めることについて 即　決 12/18 原案可決

同　意
第 4 号 風俗審議会委員の選任について 即　決 12/18 原案可決

報　告
第10号

専決処分の報告について（平成 28 年度町単軽井沢町防災
行政無線（同報系）デジタル化工事変更請負契約の締結
について）　　　　　　　　　　　　　

12/3 報　告

請　願
第 1 号

国に対して「不妊治療への保険適用の拡大を求める意見
書」の提出を求める請願 社会常任委員会 12/18 採　択

陳　情
第 7 号

安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を
守るための陳情 社会常任委員会 12/18 採　択

発　委
第 5 号

災害からの復旧・復興及び国土強靭化等に向けた社会資
本整備の促進を求める意見書の提出について 即　決 12/18 原案可決

発　委
第 6 号

不妊治療への保険適用の拡大を求める意見書の提出につ
いて 即　決 12/18 原案可決

発　委
第 7 号

安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を
守るための意見書の提出について 即　決 12/18 原案可決

庁舎改築周辺整備事業検討特別委員会の設置及び委員の
選任について 即　決 12/18 原案可決

総務常任委員会の閉会中の所管事務調査の件について 即　決 12/18 原案可決

社会常任委員会の閉会中の所管事務調査の件について 即　決 12/18 原案可決

予算決算常任委員会の閉会中の所管事務調査の件につい
て 即　決 12/18 原案可決

広報広聴常任委員会の閉会中の所管事務調査の件につい
て 即　決 12/18 原案可決
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12 月 会 議 解 説
　令和 2年 12 月会議は、12 月 3 日に再開し、会議期間は 12 月 18 日までの 16 日間の日程で開
催しました。
　提出された議案は、条例の一部改正 1件、指定管理者の指定 6件、補正予算 9件、人事案件 1件、
その他 1件でいずれも原案通り可決し、報告 1件を受けました。
　議会関係では、請願 1件、陳情 1件を審査し採択としました。また特別委員会の設置、発委で
意見書 3件を提出し原案可決となり、関係機関へ送付しました。
　12 月会議において令和 2年第 1回定例会の会期は 12 月 18 日までとなり、344 日間で閉会とな
りました。

○条例の一部改正
・町税外収入金督促手数料並びに延滞金徴収条例等
　　地方税法が一部改正され、特例基準割合の名称が変更されたことにより、延滞金の特例を
定めている関係条例の特例基準割合の名称を改正するもののほか、所要の改正を行うもので
す。

○指定管理者の指定
・軽井沢観光会館：一般社団法人軽井沢観光協会
・軽井沢町観光振興センター：一般社団法人軽井沢観光協会
・軽井沢町地域交流施設くつかけテラス：株式会社フードサービスシンワ
・軽井沢町農産物等直売施設軽井沢発地市庭：株式会社フードサービスシンワ
・軽井沢風越公園アイスアリーナ外６施設：風越パークコーオペレイション
・軽井沢町都市施設さわやかハット：一般社団法人軽井沢町振興公社

○専決処分の報告
・平成28年度町単軽井沢町防災行政無線（同報系）デジタル化工事変更請負契約の締結

○人事案件
・風俗審議会委員の選任

議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決月日 審議結果

議会活性化特別委員会の閉会中の所管事務調査の件につ
いて 即　決 12/18 原案可決

議員定数・報酬等調査特別委員会の閉会中の所管事務調
査の件について 即　決 12/18 原案可決

議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件について 即　決 12/18 原案可決

庁舎改築周辺整備事業検討特別委員会の閉会中の所管事
務調査の件について 即　決 12/18 原案可決
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　風俗審議会委員に黒川光博氏を選任することに同意しました。任期は令和 2年 9 月 14 日
から令和 3年 6月 29 日です。

○その他
・軽井沢町国民健康保険軽井沢病院における医療過誤に係る損害賠償の額を定めることについ

て

○令和 2 年度補正予算
　【一般会計補正予算（第 8 号）】
　　6,904 万 1,000 円追加　　　総額 180 億 3,876 万 4,000 円

歳入　地方特例交付金 1,012 万 5,000 円の増、さわやか軽井沢ふるさと寄附金 5,400 万円の
増　他

歳出　財政調整基金 2億 9,405 万 6,000 円の増、さわやかふるさと寄附金積立金 5,445 万円
の増　他

　【国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第 4 号）】
　　285 万 4,000 円追加　総額 27 億 6,057 万円

歳入　保険給付費等交付金特別交付金 213 万 5,000 円の減、国保給付費返納金 779 万 2,000
円の増　他

歳出　特定健診結果説明会他委託 205 万 9,000 円の減、令和元年度分償還金 187 万 6,000 円
の増　他

　【駐車場特別会計補正予算（第 3 号）】
　　3,922 万 6,000 円減額　　総額 1 億 48 万 4,000 円

歳入　駐車場使用料 4,000 万円の減、駐車場整備基金・利子分 71 万 2,000 円の増　他
歳出　駐車場整備基金元金分 3,800 万円の減、駐車場整備基金・利子分 71 万 2,000 円の増　

他

　【公共下水道事業特別会計補正予算（第 2 号）】
　　1,300 万円減額　　　総額 6 億 8,218 万 4,000 円

歳入　下水道使用料 2,700 万円の減、一般会計繰入金 2,000 万円の増　他
歳出　公共下水道施設共同整備事業負担金 410 万 5,000 円の減、汚泥再生処理センター運営

費負担金 407 万 6,000 円の減	他

　【農業集落排水事業特別会計補正予算（第 3 号）】
　　150 万円減額　　　総額 7,631 万 9,000 円

歳入　一般会計繰入金 150 万円の減
歳出　発地処理場草刈等委託 21 万円の減　他

　【介護保険特別会計補正予算（第 3 号）】
　　201 万 1,000 円追加　　　総額 17 億 1,846 万 1,000 円

歳入　保険者努力支援交付金 341 万 8,000 円の増　他
歳出　介護予防給付費負担金 1,000 万円の減	他
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　【後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2 号）】
　　1,366 万 5,000 円追加　　　総額 3 億 3,916 万 6,000 円

歳入　特別徴収保険料 306 万円の増、普通徴収保険料 814 万 9,000 円の増　他
歳出　保険料等負担金 1,120 万 9,000 円の増、保険基盤安定負担金 264 万 3,000 円の増	他

　【水道事業会計補正予算（第 2 号）】
　　収益的収入　5,480 万円の減　　総額　6 億 5,245 万 4,000 円

　【軽井沢病院事業会計補正予算（第 2 号）】
　　収益的収入　7,001 万 4,000 円の減　総額　22 億 9,371 万 9,000 円
　　収益的支出　　121 万 1,000 円の増　総額　25 億 1,533 万円
　　資本的収入　1,510 万円の増　　　 総額　3 億 9,421 万円
　　資本的支出　2,900 万円の増　　 　総額　5 億 6,170 万円

○請願
　

○陳情

○議会関係
・災害からの復旧・復興及び国土強靭化等に向けた社会資本整備の促進を求める意見書
　　令和元年東日本台風等の災害により千曲川や支流の氾濫による大きな被害を受け、当町に
おいても中小河川の氾濫や多数の土砂災害による甚大な被害が発生した。被災地の復旧・復
興に向け、継続的な手厚い支援が求められており、また、国土強靭化等に関しては、対策を
要する箇所が未だ多く残されていることに加え、老朽化が進むインフラの計画的な予防保全
や、災害リスクの増大に対応した道路網の整備等が必要である。国において、災害からの早
期の復旧・復興を図るとともに、防災・減災、国土強靭化に向けた社会資本整備を一層進め
るため、特段の措置を講ずるよう意見書を提出しました。
　提出先:衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、国土交通大臣、内閣府特命

担当大臣国土強靭化担当
・不妊治療への保険適用の拡大を求める意見書
　　国において「特定不妊治療助成事業」が創設され、不妊治療への保険適用もされてきた
が、その範囲は不妊の原因調査など一部に限られており、治療を繰り返すことが多いため、

陳情件名 陳情者 審査結果

安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのち
と健康を守るための陳情

地域医療と公立・公的病院を守る
長野県連絡会
長野市若里 1-5-26
長野県保険医協会　
会長　宮沢　裕夫　　他７団体

採　択

請願件名 請願者 審査結果

国に対して「不妊治療への保険適用の拡大を求
める意見書」の提出を求める請願

軽井沢町大字発地 1658 番地
人にやさしい地域づくりの会
「ひまわり 2030」
代表　佐藤　よう子
紹介議員　眞島　聡子

採　択
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不妊治療を行う人々、特に若年層にとっては過重な経済負担となっている。厚生労働省は、
不妊治療の実施件数や費用などの実態調査を10月から始めているが、保険適用の拡大及び所
得制限の撤廃も含めた助成制度の拡充は、治療実績を上げ少子化対策としての効果も期待で
き、解決しなければならない喫緊の課題である。
　　政府において不妊治療を行う人々が、今後も安心して早期に治療を始められるよう意見書
を提出しました。
　　提出先:内閣総理大臣、厚生労働大臣
・安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための意見書
　　新型コロナウイルスによるパンデミックは、日本国内においても大きな影響を広げた。経
済活動や国民生活に深刻な影響を及ぼすと共に、「医療崩壊」などが取りざたされ、国民の
いのちと健康が脅かされる事態となり、感染症病床や集中治療室の大幅な不足、それらを中
心的に担っている公立・公的病院の重要性、医師・看護師・介護職員の人員不足、保健所の
不足問題である。新型コロナウイルス感染症対策の教訓により、国民のいのちと健康、暮ら
しを守るため、また新たなウイルスの感染拡大や自然災害などの事態の際に経済活動への影
響を最小限に抑え込むためにも、医療・介護・福祉、そして公衆衛生施策を拡充し国民が安
心して暮らせる社会を実現するよう意見書を提出しました。
　　提出先:内閣総理大臣、厚生労働大臣、財務大臣、総務大臣
・庁舎改築周辺整備事業検討特別委員会の設置及び委員の選任
　　庁舎改築周辺整備事業に係る調査・検討を目的とし、「庁舎改築周辺整備事業検討特別委
員会」を設置し、議長を除く14人の委員が選任されました。
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特別職等の報酬・給与一覧表（１）
（令和２年 12 月 31 日現在）［単位：円］

職　　　　　　　名
報　　酬

年　額 月　額 日　額
町 長 854,000
副 町 長 700,000
教 育 長 623,000
議 長 365,000
副 議 長 296,000
常 任 委 員 長 278,000
議 会 運 営 委 員 長 278,000
議 員 261,000
教 育 委 員 会 委 員 委 員 35,600

選 挙 管 理 委 員 会
委 員 長 121,400
委 員 101,200

監 査 委 員
代 表 73,100
議 会 42,500

農 業 委 員 会
会 長 506,400
会長代理 356,300
委 員 272,200

固 定 資 産 評 価 審 査 委 員 会 委 員 7,100

長 期 振 興 計 画 審 議 会
会 長 7,100
委 員 6,900

22 世 紀 風 土 フ ォ ー ラ ム
基 本 会 議

会 長 7,100
委 員 6,900

まちづくり活動支援部会
会 長 7,100
委 員 6,900

ス ポ ー ツ 推 進 委 員 6,900

公 文 書 公 開 審 査 会
会 長 7,100
委 員 6,900

個 人 情 報 保 護 審 議 会
会 長 7,100
委 員 6,900

行 政 不 服 審 査 会
会 長 7,100
委 員 6,900

特 別 職 報 酬 等 審 議 会 委 員 6,900
指 定 管 理 者 選 定 審 議 会 委 員 6,900
防 災 会 議 委 員 6,900
防 災 会 議 専 門 委 員 6,900
国 民 保 護 協 議 会 委 員 6,900
民 生 委 員 推 薦 委 員 会 委 員 6,900

福 祉 委 員
委 員 長 147,900
委 員 120,700
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特別職等の報酬・給与一覧表（２）
［単位：円］

職　　　　　　　名
報　　酬

年　額 月　額 日　額

予 防 接 種 健 康 被 害 調 査
委 員 会

会 長 7,100
委 員 6,900

住 宅 対 策 審 議 会 委 員 6,900

災害弔慰金等支給審査会
会 長 7,100
委 員 6,900

国 民 健 康 保 険
運 営 協 議 会

会 長 7,100
委 員 6,900

交 通 安 全 対 策 会 議
会 長 7,100
委 員 6,900

交 通 指 導 員 18,400
風 俗 審 議 会 委 員 6,900

自 然 保 護 審 議 会
会 長 7,100
委 員 6,900

自 然 保 護 審 議 会 専 門 委 員 6,900

農 業 振 興 地 域 整 備　
促 進 協 議 会

会 長 7,100
委 員 6,900

農 地 利 用 最 適 化 推 進 委 員 272,200

国 際 親 善 文 化 観 光　
都 市 計 画 審 議 会

会 長 7,100
委 員 6,900

公 共 下 水 道 事 業 審 議 会
会 長 7,100
委 員 6,900

上 水 道 計 画 審 議 会
会 長 7,100
委 員 6,900

消 防 委 員 会
会 長 34,200
委 員 26,100

消防賞じゅつ等審査委員会
委 員 長 7,100
委 員 6,900

国 民 健 康 保 険
軽 井 沢 病 院 経 営 協 議 会

会 長 7,100
委 員 6,900

社 会 教 育 委 員 6,900
教 育 支 援 委 員 会 委 員 6,900

子ども・子育て会議委員
会 長 7,100
委 員 6,900

文 化 財 審 議 委 員 会
会 長 7,100
委 員 6,900

文 化 財 専 門 委 員 6,900

旧三笠ホテル運営協議会
会 長 7,100
委 員 6,900
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特別職等の報酬・給与一覧表（３）
［単位：円］

職　　　　　　　名
報　　酬

年　額 月　額 日　額

博物館等施設運営協議会
会 長 7,100
委 員 6,900

図 書 館 運 営 協 議 会
会 長 7,100
委 員 6,900

都 市 デ ザ イ ン 室 参 与 232,700
選 挙 長

国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する
法律の基準額に準ずる。

投 ( 開 ) 票 管 理 者
投 ( 開 ) 票 立 会 人
選 挙 立 会 人

消 防 団

団 長 247,300
副 団 長 123,000
分 団 長 61,600
副分団長 49,500
部 長 45,800
班 長 27,600
団 員 18,600

そ の 他 特 別 職 の 職 員 予算の範囲内において、他の職員との均衡を
考慮し任命権者が定める。
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令和 2 年　議会の開催状況
令和 2年 1月 1日〜令和 2年 12 月 31 日１．会期日数・付議事件等

２．請願・陳情

区
　
　
分

会

議

日

数

本

会

議

代
表
・一
般
質
問

傍
聴
者（
本
会
議
）

提　出　者　別　・　種　類　別　
町　長　提　出 議　員　提　出

条
例
制
定

条
例
全
部
改
正

条
例
一
部
改
正

条
例
廃
止

予

算

決

算

契
約
締
結

変
更
契
約
締
結

そ
の
他
事
件

専
決
処
分（
180
）

計
条

例

規

則

意
見
書

決

議

選

挙

そ
の
他
計

本
　
会
　
議

1月第1回 1 1 36 1 1 1 3 0
3月 20 5 9 42 1 4 18 2 1 26 2 1 3 6

4月第１回 1 1 2 1 2 3 0
5月第1回 1 1 1 1 1 0
5月第2回 1 1 1 1 1 0

6月 9 3 10 8 6 1 4 3 22 1 3 4
7月第１回 1 1 4 1 1 0
7月第２回 1 1 4 1 1 0

9月 22 5 11 32 1 4 9 3 2 8 27 1 1
11月第1回 1 1 1 1 1 0

12月 16 5 8 22 1 9 8 1 19 3 11 14
合　　計 74 25 28 155 2 0 20 0 49 3 4 0 22 5 105 0 0 7 0 1 17 25

区
　
　
分

提　出　者　別　・　種　類　別　
町　長　提　出 議　員　提　出 年

間
延
件
数

原
案
可
決

修
正
可
決

否

決

原
案
撤
回

審
議
未
了

継
続
審
議

そ
の
他

計
原
案
可
決

修
正
可
決

否

決

原
案
撤
回

審
議
未
了

そ
の
他

計

本
　
会
　
議

1月第1回 3 3 0 3
3月 25 1 26 4 2 6 32

4月第１回 3 3 0 3
5月第1回 1 1 0 1
5月第2回 1 1 0 1

6月 16 6 22 1 3 4 26
7月第１回 1 1 0 1
7月第２回 1 1 0 1

9月 18 9 27 1 1 28
11月第1回 1 1 0 1

12月 17 2 19 12 2 14 33
合　　計 87 0 0 0 0 0 18 105 18 0 0 0 0 7 25 130

区
　
　
分

受	理	件	数 処　理　状　況 処　理　結　果
新
規
分

前 年 か ら
の 繰 越 分

計
本
会
議
即
決

常
任
委
員
会
審
査

議
運
審
査

特
別
委
員
会
審
査

議
長
預
か
り

そ
の
他

計
採

択

一
部
採
択

主
旨
採
択

不
採
択

取
り
下
げ

審
議
未
了

資
料
配
布

継
続
審
査

そ
の
他

計継
続
審
査

前
年
繰
越

請願 1 1 1 1 1 1

陳情 7 7 5 2 7 4 1 2 7
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３．委員会等開催日数

令和２年

総

　

務

社

　

会

議
会
活
性
化

議

員

定

数
・

報
酬
等
調
査

庁
舎
改
築
周
辺

整
備
事
業
検
討

広

報

広

聴

予

算

決

算

全

　

協

議

　

運

研

　

修

議
員
懇
談
会

合

計

委
員
会
開
催
日
数

1月 1 1 1 2 0 1 1 1 1 9

2月 2 1 1 0 0 1 1 1 0 7

3月 1 1 1 1 2 4 2 2 0 0 14

4月 1 1 0 0 1 0 2 3 0 0 8

5月 0 0 0 0 2 0 2 2 0 0 6

6月 1 1 0 0 2 1 1 1 0 0 7

7月 1 1 1 0 1 0 2 2 0 0 8

8月 0 1 1 0 1 0 1 1 0 0 5

9月 1 2 1 1 1 5 0 1 0 0 12

10月 0 0 0 0 2 0 1 0 0 0 3

11月 0 0 2 0 0 0 1 2 0 0 5

12月 1 1 1 1 1 2 1 1 1 0 0 10

合　　計 9 10 9 3 1 16 11 15 17 2 1 94
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令和２年　議会日誌
	1月	7日（火）		・	広報広聴常任委員会
	 	・	新年あいさつ回り
	 	・	 2020年部落解放同盟佐久地区

協議会旗びらき
	 	・	消防団新年初顔合わせ会
	1月	8日（水）		・	議会運営委員会
	1月	9日（木）		・	賀詞交歓会
	1月10日（金）		・	第1回議会定例会1月会議開会
	 	・	第3回議場コンサート
	1月11日（土）		・	 JOC第43回全日本ジュニアス

ピードスケート選手権大会開
会式

	 	・	町成人式
	1月14日（火）		・	総務常任委員会行政視察研修
	 	・	総務常任委員会
	1月15日（水）		・	スキーバス事故現場献花
	1月16日（木）		・	石川県野々市市議会視察受入
	1月17日（金）		・	議員懇談会
	1月18日（土）		・	第58回軽井沢スケート競技会

開会式（中学生の部）
	 	・	町消防出初式
	1月21日（火）		・	議会活性化特別委員会
	1月22日（水）		・	佐久市・軽井沢町清掃施設組

合議会運営委員会
	 	・	第15回長野県地方自治政策課

題研修会
	1月23日（木）		・	町公共下水道審議会
	 	・	例月出納検査
	 	・	軽井沢ハーフマラソン2020開

催推進会議
	 	・	町社会福祉協議会常任理事会

及び理事会
	1月26日（日）		・	岡山県真庭市議会視察受入
	1月27日（月）		・	広報広聴常任委員会
	 	・	全員協議会
	 	・	社会常任委員会
	 	・	佐久市・北佐久郡環境施設組合

議会運営委員会・全員協議会
	1月28日（火）		・	佐久広域連合議会視察研修

（〜30日）

	1月30日（木）		・	町有害鳥獣被害予防対策協議会
	1月31日（金）		・	県町村議会議長会議会運営研

修会
	2月	3日（月）		・	北佐久郡議会議員研修会
	2月	4日（火）		・	佐久市・北佐久郡環境施設組

合第1回定例会
	2月	5日（水）		・	北佐久郡老人福祉施設組合議

会運営委員会
	 	・	第2回町庁舎改築周辺整備事

業検討委員会
	 	・	町野生動物対策報告会
	2月	6日（木）		・	社会常任委員会
	2月	7日（金）		・	総務常任委員会
	2月	8日（土）		・	第37回全農日本カーリング選

手権大会開会式
	2月10日（月）		・	町遺族会総会
	 	・	議員研修会
	 	・	議会活性化特別委員会
	2月12日（水）		・	浅麓水道企業団正副議長委員

長代表者会議
	 	・	町社会福祉協議会評議員会
	2月13日（木）		・	佐久市・軽井沢町清掃施設組

合議会第1回定例会
	2月14日（金）		・	浅麓環境施設組合議会第1回

定例会
	2月17日（月）		・	山形県舟形町議会視察受入
	 	・	町図書館運営協議会
	2月18日（火）		・	町野菜価格安定対策事業運営

協議会
	 	・	北佐久郡老人福祉施設組合議

会第1回定例会
	2月19日（水）		・	軽井沢国際親善文化観光都市

計画審議会
	2月20日（木）		・	議会運営委員会
	 	・	軽井沢町早稲田大学交流事業

講演会
	 	・	浅麓水道企業団議会第1回定

例会
	2月21日（金）		・	県町村議会議長会第30回定期

総会
	 	・	例月出納検査
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	4月30日（木）		・	議会運営委員会
	5月	1日（金）		・	第1回議会定例会5月第1回会議
	 	・	全員協議会
	5月11日（月）		・	議会運営委員会
	5月13日（水）		・	第1回議会定例会5月第2回会議
	 	・	広報広聴常任委員会
	5月21日（木）		・	議会運営委員会
	5月26日（火）		・	例月出納検査
	5月28日（木）		・	第1回議会定例会6月会議再開
	 	・	全員協議会
	6月	1日（月）		・	社会常任委員会
	6月	2日（火）		・	総務常任委員会
	6月	3日（水）		・	予算決算常任委員会
	 	・	議会運営委員会
	6月	5日（金）		・	第1回議会定例会6月会議散会
	6月	7日（日）		・	小諸消防署新庁舎竣工式
	6月18日（木）		・	広報広聴常任委員会
	6月19日（金）		・	社会福祉協議会常任理事会
	 	・	社会福祉協議会理事会
	6月23日（火）		・	例月出納検査
	6月25日（木）		・	全員協議会
	 	・	佐久平クリーンセンター視察
	6月26日（金）		・	社会福祉協議会評議員会
	6月29日（月）		・	広報広聴常任委員会
	7月	1日（水）		・	議会運営委員会
	 	・	広報広聴常任委員会
	 	・	第6次長期振興計画後期基本計

画策定業務委託プロポーザル
審査会

	7月	2日（木）		・	議会活性化特別委員会
	7月	3日（金）		・	第1回議会定例会7月第1回会議
	 	・	全員協議会
	7月	6日（月）		・	総務常任委員会
	 	・	佐久広域連合議会議員意見交

換会
	 	・	佐久広域連合議会全員協議会

佐久広域連合第2回定例会
	7月	7日（火）		・	社会常任委員会
	7月10日（金）		・	原水爆禁止国民平和大行進
	7月13日（月）		・	北佐久郡老人福祉施設組合議

会運営委員会
	 	・	北佐久郡老人福祉施設組合議

会全員協議会

	2月27日（木）		・	第1回議会定例会3月会議再開
	 	・	全員協議会
	 	・	総務常任委員会
	2月28日（金）		・	「あさま山荘事件」殉職警察官

慰霊式典
	 	・	 G20関係閣僚会合軽井沢町推

進町民会議
	3月	2日（月）		・	本会議
	3月	3日（火）		・	本会議
	3月	4日（水）		・	本会議
	 	・	広報広聴常任委員会
	 	・	町社会福祉協議会常任理事会

及び理事会
	3月	5日（木）		・	議会活性化特別委員会
	3月	6日（金）		・	社会常任委員会
	3月	9日（月）		・	総務常任委員会
	3月10日（火）		・	議会運営委員会
	 	・	予算決算常任委員会
	 	・	信大・東大連携協定事業「軽井

沢健康プロジェクト」説明会
	3月11日（水）		・	予算決算常任委員会
	3月12日（木）		・	予算決算常任委員会
	3月13日（金）		・	予算決算常任委員会
	3月16日（月）		・	議会運営委員会
	3月17日（火）		・	第1回議会定例会3月会議散会
	3月24日（火）		・	北佐久郡議会議長連絡協議会
	3月25日（水）		・	例月出納検査
	3月26日（木）		・	広報広聴常任委員会
	 	・	森泉山財産組合議会第1回定

例会
	3月27日（金）		・	全員協議会
	 	・	佐久広域連合議会全員協議会

佐久広域連合議会第1回定例会
	3月30日（月）		・	広報広聴常任委員会
	4月	2日（木）		・	広報広聴常任委員会
	4月	8日（水）		・	総務常任委員会
	 	・	議会運営委員会
	4月10日（金）		・	第1回議会定例会4月第1回会議
	 	・	全員協議会
	4月14日（火）		・	社会常任委員会
	4月22日（水）		・	議会運営委員会
	 	・	例月出納検査
	4月23日（木）		・	全員協議会
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	 	・	広報広聴常任委員会
	9月	3日（木）		・	議会活性化特別委員会
	9月	4日（金）		・	議員定数・報酬等調査特別委

員会
	9月	7日（月）		・	社会常任委員会
	9月	8日（火）		・	総務常任委員会
	9月	9日（水）		・	予算決算常任委員会
	 	・	議会運営委員会
	9月10日（木）		・	予算決算常任委員会
	9月11日（金）		・	予算決算常任委員会
	9月14日（月）		・	予算決算常任委員会
	9月15日（火）		・	予算決算常任委員会
	9月17日（木）		・	第1回議会定例会9月会議散会
	9月24日（木）		・	例月出納検査
	9月28日（月）		・	県町村議会議長会政務調査会

部会
	9月30日（水）		・	広報広聴常任委員会
10月	1日（木）		・	佐久市・北佐久郡環境施設組

合議会運営委員会
	 	・	佐久市・北佐久郡環境施設組

合議会全員協議会
10月	2日（金）		・	全員協議会
10月	5日（月）		・	広報広聴常任委員会
	 	・	佐久広域連合議会第3回定例会
	 	・	佐久広域連合議会全員協議会
10月	6日（火）		・	佐久市・軽井沢町清掃施設組

合議会運営委員会
10月	8日（木）		・	広報広聴常任委員会
10月12日（月）		・	東信地区人権教育研修会
10月15日（木）		・	浅麓環境施設組合議会議員視

察研修
10月19日（月）		・	佐久市・北佐久郡環境施設組

合議会第2回定例会
10月22日（木）		・	例月出納検査
10月27日（火）		・	町自然保護審議会
10月30日（金）		・	町社会福祉協議会常任理事会

及び理事会
11月	4日（水）		・	佐久市・軽井沢町清掃施設組

合議会第2回定例会・議会運営
委員会・議員説明会

11月	5日（木）		・	全員協議会
	 	・	信大・東大連携協定事業説明会
11月	6日（金）		・	町戦没者合同追悼式

	7月15日（水）		・	浅麓水道企業団正副議長委員
長会議

	7月16日（木）		・	令和元年度町決算審査
	7月20日（月）		・	令和元年度町決算審査
	7月22日（水）		・	浅麓水道企業団第2回議会定

例会
	7月27日（月）		・	議会運営委員会
	 	・	北佐久郡老人福祉施設組合議

会第2回定例会
	7月28日（火）		・	例月出納検査
	 	・	浅麓環境施設組合議会運営委

員会
	 	・	東信地区人権教育スキルアッ

プ講座
	 	・	町消防団退団幹部慰労会
	7月29日（水）		・	第1回議会定例会7月第2回会議
	 	・	全員協議会
	 	・	広報広聴常任委員会
	 	・	軽井沢ウインターフェスティ

バル実行委員会総会
	8月	1日（土）		・	軽井沢ショー祭2020
	8月	3日（月）		・	決算審査まとめ
	 	・	佐久平クリーンセンター火入

れ式
	8月	4日（火）		・	議会活性化特別委員会
	8月	5日（水）		・	社会常任委員会
	8月	7日（金）		・	決算審査報告会
	8月12日（水）		・	浅麓環境施設組合議会第2回

定例会
	8月15日（土）		・	戦没者追悼式
	8月18日（火）		・	旧三笠ホテル保存修理現場視察
	 	・	町自然保護審議会
	8月20日（木）		・	議会運営委員会
	8月21日（金）		・	佐久市・軽井沢町清掃施設組

合議会決算審査・定期監査
	8月25日（火）		・	例月出納検査
	 	・	森泉山財産組合議会第2回定

例会・全員協議会
	8月27日（木）		・	第1回議会定例会9月会議再開
	 	・	全員協議会
	8月31日（月）		・	本会議
	9月	1日（火）		・	本会議
	9月	2日（水）		・	本会議
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11月	7日（土）		・	令和の万葉大茶会
11月	9日（金）		・	議会活性化特別委員会
11月10日（火）		・	議会運営委員会
11月12日（木）		・	第1回議会定例会11月第1回会議
11月13日（金）		・	定期監査
11月14日（土）		・	森泉山財産組合林剝皮防止作業
11月16日（月）		・	第4回町庁舎改築周辺整備事

業検討委員会
11月17日（火）		・	定期監査
	 	・	佐久広域連合議会社会文教委

員会視察研修
	 	・	オンラインミーティング
11月18日（水）		・	町長期振興計画審議会
11月24日（火	）	・	例月出納検査
11月26日（木）		・	議会運営委員会
	 	・	議会活性化特別委員会
11月28日（土）		・	ホワイトクリスマスin軽井沢

オープニングセレモニー
12月	3日（木）		・	第1回議会定例会12月会議再開
	 	・	全員協議会
	 	・	広報広聴常任委員会
12月	6日(日)	 	・	佐久平クリーンセンター竣工式
	 	・	町社会福祉大会
12月	7日（月）		・	本会議
12月	8日（火）		・	本会議
12月	9日（水）		・	本会議
	 	・	広報広聴常任委員会
	 	・	議会だよりモニター懇談会
12月10日（木）		・	議会活性化特別委員会
12月11日（金）		・	議員定数・報酬等調査特別委

員会
12月14日（月）		・	社会常任委員会
12月15日（火）		・	総務常任委員会
12月16日（水）		・	予算決算常任委員会
	 	・	議会運営委員会
12月18日（金）		・	本会議
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藤
　
敏
明

委
員
長�

横
須
賀
桃
子

副
委
員
長�

寺
田
和
佳
子

委
　
　
員�

眞
島
　
聡
子

�

中
澤
　
睦
夫

�

木
内
　
　
徹

�

押
金
　
洋
仁

�

川
島
さ
ゆ
り

�

佐
藤
　
幹
夫

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
国
内
で

発
症
し
て
も
う
１
年
が
経
と
う
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
国
や
県
、
町

が
私
達
を
ど
う
守
っ
て
く
れ
る
の
か
、

何
を
施
し
て
く
れ
る
の
か
、
政
治
を

こ
れ
程
ま
で
身
近
に
感
じ
た
１
年
は

無
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
昨
年
末
、
Z
O
O
M
を
用
い
た
リ

モ
ー
ト
懇
談
会
が
あ
り
、
編
集
委

員
の
方
々
や
他
の
読
者
モ
ニ
タ
ー
の

方
々
と
お
話
し
す
る
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。
メ
デ
ィ
ア
が
紙
面
か
ら
P
C
、

ス
マ
ホ
と
多
様
化
す
る
中
、
ど
う
す

れ
ば
発
信
し
た
も
の
が
町
民
に
伝
わ

る
か
真
剣
に
考
え
ら
れ
て
い
る
様
子

で
し
た
。
大
変
失
礼
で
す
が
意
外
と

S
N
S
等
、
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
に
も

精
通
さ
れ
て
い
る
ご
様
子
。
遠
く
な

い
将
来
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
さ
ら

に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
議
会
だ
よ
り

が
皆
様
の
お
手
元
に
届
く
の
は
間
違

い
な
い
と
感
じ
た
懇
談
会
で
し
た
。

　
私
自
身
は
モ
ニ
タ
ー
を
通
じ
、
議

会
だ
よ
り
が
よ
り
分
か
り
や
す
い
も

の
に
な
る
よ
う
微
力
な
が
ら
お
手
伝

い
で
き
れ
ば
と
考
え
、
こ
の
便
り
を

し
た
た
め
て
い
ま
す
。

 

大
塚
　
寛
之 

（
原
文
マ
マ
）

読
者
モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
お
便
り

　3月会議で取り扱う請願・陳情の提出期限は、2月8日（月）です。
　同日以降に提出された請願・陳情については、翌定例月会議での取り扱いと
なりますので、あらかじめご了承ください。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
大
変
な
年
が
明
け
、

新
年
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
企
画
し
て
い
た
軽
井
沢
高
校
と
の

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
議
場
コ
ン

サ
ー
ト
も
中
止
と
な
り
残
念
で
し
た

が
、
昨
年
は
、
住
民
の
皆
様
や
議
会

だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
と
の
懇
談
会
を
オ

ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
し
て
実

施
。
直
接
皆
様
に
お
会
い
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
多
く
の
貴
重
な
ご
意

見
を
頂
戴
で
き
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
次
の
課
題
を
し
っ
か
り
考
え
る
時

間
を
頂
き
、
今
後
ど
う
皆
様
に
お
応

え
で
き
る
の
か
模
索
し
熟
慮
し
て
参

り
ま
す
。

　
現
委
員
で
の
編
集
も
あ
と
１
回
と

な
り
ま
す
が
、
最
後
ま
で
委
員
長
を

中
心
に
団
結
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

ご
愛
読
の
程
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
川
島
）

再生紙を使用しています。
植物油インキを使用しています。

編
集
後
記

「請願・陳情」の
お知らせ

発行／令和３年１月 25 日
　　　軽井沢町議会
　　　長野県北佐久郡軽井沢町
　　　〒389−0192
　　　☎ 0267（45）8910
電子メール／
gikai@town.karuizawa.nagano.jp
編集／広報広聴常任委員会

　軽井沢町議会
　公式ホームページ

印刷／中澤印刷株式会社
　　　☎ 0268-22-0126

庁舎改築周辺整備事業検討特別委員会の設置

　
新
庁
舎
は
、
今
後
の
町
づ
く
り
や

防
災
の
拠
点
と
な
る
大
切
な
施
設
で

あ
り
、
そ
の
建
設
は
住
民
に
と
っ
て

大
き
な
関
心
ご
と
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
庁
舎

の
改
築
と
周
辺
整
備
事
業
に
係
る
調

査
・
検
討
を
目
的
と
し
、「
庁
舎
改

築
周
辺
整
備
事
業
検
討
特
別
委
員

会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
議
長
を
除
く
全
議
員

14
名
で
す
。
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〔請願第1号〕

請 願 者 件　名 本会議結果

人にやさしい地域づくりの会
「ひまわり 2030」
代表　佐藤　よう子
紹介議員　眞島　聡子

国に対して「不妊治
療への保険適用の拡
大を求める意見書」
の提出を求める請願

全会一致で
採択
国へ提出

（○は賛成、議長は議決には加わりません。）

議　　　　案

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011121314

議決結果
眞
島

　聡
子

福
本

　
　修

赤
井

　信
夫

中
澤

　睦
夫

木
内

　
　徹

寺
田
和
佳
子

押
金

　洋
仁

利
根
川
泰
三

遠
山

　隆
雄

横
須
賀
桃
子

川
島
さ
ゆ
り

土
屋

　好
生

佐
藤

　幹
夫

市
村

　
　守

議案第75号
指定管理者の指定について

（軽井沢町農産物等直売施設軽井沢発地市庭）
○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

（13：1 ）

請願・陳情はこうなりました

〔陳情第７号〕

陳 情 者 件　名 本会議結果

地域医療と公立・公的病院を守る長野県連絡会
　長野県保険医協会　会長　宮沢　裕夫　他７団体

安全・安心の医療・
介護の実現と国民の
いのちと健康を守る
ための陳情

全会一致で
採択
国へ提出

　賛否のわかれた議案

意
見
書
提
出
ほ
か

川
島
さ
ゆ
り
　
確

か
に
議
決
す
る
材
料

が
乏
し
く
課
題
だ
が
、

議
会
で
指
定
管
理
者

制
度
の
条
例
改
正
を

し
、
審
議
会
選
定
委

員
へ
有
識
者
と
公
募

の
第
三
者
が
入
る
よ

う
に
な
っ
た
。
審
議

会
審
査
結
果
も
示
さ

れ
て
い
る
の
で
、
審

議
員
の
判
断
を
尊
重

し
賛
成
す
る
。

反
対
討
論

赤
井
信
夫
　
経
営
の

健
全
性
・
安
定
性
の

評
価
項
目
で
、
日
穀

製
粉
は
フ
ー
ド
サ
ー

ビ
ス
シ
ン
ワ
に
比
べ

２
割
以
上
劣
る
と
採

点
し
て
い
る
が
、
資

料
か
ら
考
え
客
観

的
評
価
と
認
め
難
い
。

５
年
後
に
改
善
で
は

町
民
は
納
得
で
き
な

い
。
説
明
責
任
が
果

た
さ
れ
て
い
な
い
た

め
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

発地市庭の指定管理の指定について賛成
反対 討 論

1　災害からの早期復旧・復興に係る予算を確保し、改良復旧を積極的に推進すること。
2　「防災・減災、国土強靭化のための 3か年緊急対策」終了後も制度の拡充を行い、国土強靭化等のた

めの予算を 5か年以上別枠で確保するとともに、防災・減災に係る事業は、地域の実情を踏まえ、
要件の緩和を行うこと。

3　「信濃川水系緊急治水対策プロジェクト」を推進するとともに、一級河川の、いわゆる「中抜け区間」
等を早期に解消し、国の一元管理とすること。

4　「中部横断自動車道」等の高規格幹線道路の整備事業を推進し、広域道路ネットワークを強化すること。
5　迅速かつ円滑な災害復旧の実施や、地方公共団体に対する人的・技術的支援を継続的に行うため、地

方整備局の人員・体制を拡充・強化すること。

国へ意見書を提出 　12 月 18 日、災害からの復旧・復興及
び国土強靭化等に向けた社会資本整備の
促進を求める意見書を提出しました。
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令和３年１月25日　第129号 16

観
光
会
館
・
観
光
振
興
セ
ン
タ
ー
・
く
つ
か
け
テ
ラ
ス
・
発
地
市
庭
・

風
越
公
園
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
外
６
施
設
・
さ
わ
や
か
ハ
ッ
ト

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

軽
井
沢
観
光
会
館

軽井沢アイスパーク

問
　
今
回
、
５
年
前
は
無

か
っ
た
参
考
資
料
と
し
て
、

審
査
項
目
と
採
点
表
が
公

開
さ
れ
た
が
、
こ
の
よ
う

に
な
っ
た
経
緯
は
。

町
長
　
こ
れ
ま
で
議
会
か

ら
資
料
公
開
と
民
間
か
ら

の
審
査
委
員
登
用
の
要
望

も
あ
っ
た
。
よ
り
透
明
性

が
高
ま
っ
た
か
と
思
う
。

問
　
民
間
か
ら
登
用
さ
れ

た
3
名
、
行
政
書
士
、
税

理
士
、
会
社
経
営
者
、
こ

の
よ
う
な
職
種
の
方
に
依

頼
し
た
狙
い
は
。

副
町
長
　
経
営
面
と
事
務

手
続
き
の
専
門
知
識
、
加

え
て
各
種
団
体
の
役
員
を

務
め
て
い
る
知
識
経
験
か

ら
得
ら
れ
る
視
点
を
期
待

し
た
。

問
　
提
案
説
明
の
中
で
挙

げ
ら
れ
て
い
た
実
績
と
は
。

副
町
長
　
単
に
当
該
施
設

の
管
理
実
績
だ
け
の
問
題

直
近
の
管
理
実
績
が

審
査
に
影
響
し
て
い
な
い
か

指
定
管
理
者
の
選
定
経
過
を
審
議

で
は
な
い
が
、
審
査
結
果

の
全
体
講
評
の
中
に
実
績

と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
町

内
外
に
い
ろ
い
ろ
な
管
理

実
績
を
残
し
て
い
る
と
い

う
意
味
で
、
実
績
が
豊
富

と
い
う
説
明
を
し
た
。
実

績
が
有
る
無
い
と
い
う
視

点
で
は
判
断
し
て
い
な
い
。

問
　
選
定
基
準
の
な
か
に

実
績
を
評
価
す
る
項
目
は

な
い
と
捉
え
て
よ
い
か
。

副
町
長
　
審
査
対
象
に
実

績
を
評
価
す
る
項
目
は
な

い
。
応
募
書
類
の
な
か
に

そ
う
し
た
実
績
が
書
か
れ

て
い
る
会
社
が
あ
っ
た
の

で
、
審
議
委
員
の
中
か
ら

そ
う
い
っ
た
言
葉
が
講
評

の
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
た
。

く
つ
か
け
テ
ラ
ス

問
　
町
内
に
拠
点
を
置
く

事
業
者
に
配
慮
す
る
よ
う

な
措
置
は
な
か
っ
た
か
。

総
務
課
長
　
今
回
は
町
内

の
事
業
者
だ
か
ら
有
利
に

な
る
と
い
う
こ
と
は
な

か
っ
た
。

問
　
直
前
ま
で
管
理
を

担
っ
て
い
た
業
者
が
有
利
、

新
規
参
入
す
る
業
者
が
不

利
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ

た
か
。

町
長
　
今
ま
で
管
理
し
て

い
た
か
ら
必
ず
し
も
有
利

に
な
る
と
は
限
ら
な
い
。

マ
イ
ナ
ス
要
素
と
し
て
評

価
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

新
規
参
入
の
場
合
、
他
の

物
件
で
の
管
理
業
務
を
参

考
に
、
判

断
す
る
こ

と
に
な
る
。

こ
れ
ま
で

何
の
実
績

も
な
け
れ

ば
、
何
を

も
っ
て
そ

の
業
者
に

任
せ
ら
れ
る
の
か
、
審
議

委
員
と
す
れ
ば
難
し
い
選

択
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

問
　
各
業
者
、
団
体
の
設

立
時
期
と
い
う
の
は
審
査

に
影
響
し
な
い
の
か
。

総
務
課
長
　
設
立
時
期
は

影
響
し
な
い
。
あ
く
ま
で

も
提
出
書
類
や
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
か
ら

の
判
断
で
あ
る
。

発
地
市
庭

問
　
審
査
項
目
の
う
ち
経

営
の
健
全
性
・
安
定
性
の

評
価
点
で
、
次
点
と
な
っ

た
会
社
の
ほ
う
が
全
国
的

に
知
ら
れ
て
お
り
、
規
模
、

資
本
金
に
お
い
て
評
価
が

高
く
な
る
は
ず
だ
が
。

総
務
課
長
　
法
令
等
を
遵

委員会リポート

総 務
常任委員会

守
し
た
経
営
が
行
わ
れ
て

い
る
か
、
財
務
状
況
に
問

題
は
な
い
か
と
い
う
視
点

で
評
価
し
て
お
り
、
各
審

議
委
員
の
判
断
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

問
　
㈱
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

シ
ン
ワ
か
ら
示
さ
れ
た
地

元
野
菜
を
使
っ
た
農
業
振

興
等
の
具
体
策
は
。

観
光
経
済
課
長
　
霧
下
野

菜
を
使
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
、
ソ
バ
打
ち
教
室
、

発
地
マ
ル
シ
ェ
開
催
、
農

産
物
宅
配
サ
ー
ビ
ス
、
静

岡
県
牧
之
原
と
の
産
地
交

流
の
５
つ
が
示
さ
れ
た
。

令和 3年度から
各施設の指定管理者となる団体
施設名 指定管理者となる団体名

観光会館・観光振興センター（一社）軽井沢観光協会

くつかけテラス・発地市庭（株）フードサービスシンワ

風越公園アイスアリーナ外 6施設 風越パークコーオペレイション

さわやかハット （一社）軽井沢町振興公社
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令和３年１月25日　第129号15

議
会
Q
&
A

議会Q&A 議会ってどんなところ？
わかりづらく、とっつきにくいイメージがある議会ですが、このコーナーでは議会の基本的なしくみ
をやさしくわかりやすく解説しながら、皆さまの疑問にお答えしていきたいと思います。

議会だよりができるまで

議会ってどんなところ？

担当委員は会議録音CDから
原稿を起こします。

レイアウト・ページ割・内容確認・原稿校正を行います。
記事に見合った写真や資料の掲載について協議をし、撮影に行ったり
町から提供してもらいます。

（700字以内で写真やキャプションも
  自分達で用意します）

議会だより発行 議会だ
より

議会だ
より

令和2年
127

4～74～7

P2

 新庁舎建設に関する提言書を提出

P8

急務！ コロナ対策

議会はこう動いた

検索

軽井沢
町議会

表紙：
おおき

くなあ
れ保育

園

議会だより 令和2年

128

7・97・9

検索軽井沢町議会

議会だより 令和2年

128

7・97・9

検索軽井沢町議会

P20

P2

P18

オンラインミーティングを開催します

令和元年度 決算審査
広くなる湯川橋 鳥井原で工事開始

表紙：森のようちえんぴっぴ

129令和2年1212

議会だより
議会だより
議会だより

表紙：新しい公共交通「ほっとタクシー」はじまる‼

1 2

3 4

5

6

1

2

議会だよりの編集は議会広報広聴常任委員会が担当しています。

すべての原稿を事務局で確認
→校了→印刷

朝刊新聞折込、郵送のほか、公共施設等へは委員全員で配布します。

　なお、議会ホームページからも閲覧できます。
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令和３年１月25日　第129号 14

「東御市の就農トレーニングセンター」
家族向け住宅もあり３年間は入居可能

一
般
質
問

一 般 質 問

就農者を増やす対策が
　　　　　　必要ではないか
観光経済課長

相談、研修場所の周知をしている
中澤 睦夫

問
　
当
町
へ
の
就
農
希
望

者
が
７
人
い
た
が
、
営
農

計
画
が
明
確
で
な
く
断
念

し
た
。
当
町
だ
け
で
な
く

全
国
的
に
も
農
業
者
が

減
っ
て
い
る
。
一
方
、
軽

井
沢
産
野
菜
の
需
要
は
県

外
ス
ー
パ
ー
も
含
め
増
え

て
い
る
。
作
り
手
を
増
や

す
た
め
に
も
農
業
技
術
と

農
地
、
住
居
が
必
要
だ
が

相
談
体
制
の
充
実
は
。

観
光
経
済
課
長
　
県
の
農

業
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー
、

町
農
業
委
員
会
と
と
も
に

就
農
相
談
を
受
け
て
い
る
。

町
内
に
３
名
い
る
農
業
里

親
制
度
の
農
家
で
研
修
し
、

２
名
が
就
農
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

問
　
農
機
具
も
置
け
る
家

探
し
の
た
め
の
空
き
家
バ

ン
ク
の
導
入
、
総
務
省
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
の

就
農
支
援
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

観
光
経
済
課
長
　
空
き
家

バ
ン
ク
は
、
町
の
人
口

増
、
民
間
の
情
報
提
供
が

あ
り
現
在
は
考
え
て
い
な

い
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊

は
、
農
業
委
員
会
や
認
定

農
業
者
の
声
を
聞
く
中
で

検
討
し
て
い
く
。

学
校
給
食
に
　
　

地
場
産
利
用
で
　

食
育
効
果
を

問
　
地
場
産
の
農
畜
産
物

を
学
校
給
食
に
使
い
、
食

育
に
も
役
立
て
る
自
治
体

が
各
地
に
あ
る
。
当
町
は
、

昨
年
は
実
施
で
き
て
い
る

が
、
今
後
も
継
続
的
に
実

施
す
る
た
め
に
は
、
発
地

市
庭
な
ど
関
係
者
で
協
議

し
て
作
付
け
や
供
給
の
年

間
計
画
を
作
っ
た
ら
ど
う

か
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
給
食

を
通
じ
て
食
文
化
や
農
業

を
は
じ
め
地
域
産
業
の
理

解
、
生
産
者
へ
の
感
謝
の

心
を
育
む
こ
と
は
食
育
に

通
じ
、
重
要
だ
。
平
成
30

年
度
に
「
地
元
農
産
物
を

学
校
給
食
に
納
入
す
る
た

め
の
準
備
会
」
を
立
ち
上

げ
た
。
発
地
市
庭
関
係
者

な
ど
と
本
格
的
な
導
入
に

向
け
、「
学
校
給
食
応
援

隊
」
発
足
の
準
備
を
進
め

て
い
く
。

国
有
林
伐
採
後
の

植
林
計
画
は

問
　
林
野
庁
が
町
内
国
有

林
の
保
育
間
伐
を
し
た
が
、

植
林
は
10
年
以
上
し
な
い

と
い
う
。
申
し
入
れ
は
し

な
い
の
か
。

観
光
経
済
課
長
　
千
曲
川

上
流
森
林
計
画
は
５
年
ご

と
に
見
直
す
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
際
、
早
め

の
植
林
を
申
し
入
れ
る
。

一口
メモ

「保育間伐」とは…人工林の中で材木として利用できる木を選び、適度な空間が
確保されるよう、周囲の育成不良の木を伐採することです。

作り手が減っている

一口
メモ
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令和３年１月25日　第129号13

一
般
質
問

一 般 質 問

一口
メモ

アンコンシャスバイアス
    を無くす取り組みは

生涯学習課長
何でも意見が言い合える、指摘できる、
話し合える、そんな環境づくりが大切赤井 信夫

問
　
町
人
権
総
合
計
画
等

を
推
進
す
る
た
め
の
職
員

研
修
等
は
座
学
が
主
体
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
人
権
感

覚
に
つ
い
て
、
自
分
も
無

意
識
の
偏
見
を
持
っ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、
座
学
だ
け

で
な
く
、
参
加
者
が
具
体

的
に
考
え
ら
れ
る
内
容
と

し
て
い
き
た
い
。

問
　
職
員
の
気
づ
き
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
と
い
っ
た
点

に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な

考
え
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
職
員
対

象
の
人
権
教
育
研
修
で
は
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
等
を
通
じ
て

自
身
を
振
り
返
り
、
気
づ

き
、
日
常
の
業
務
で
の
行

動
を
変
え
て
い
く
と
い
う

一
連
の
流
れ
を
繰
り
返

し
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で

同
僚
同
士
の
行
動
に
気
づ

き
、
見
直
し
を
促
し
て
い

く
。
そ
う
し
た
職
場
づ
く

り
を
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
職
員
の
資
質
向
上

に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

そ
う
し
た
こ
と
を
気
軽
に

お
互
い
に
指
摘
で
き
る
よ

う
な
職
場
環
境
、
何
で
も

意
見
が
言
い
合
え
る
、
指

摘
で
き
る
、
話
し
合
え
る

そ
ん
な
環
境
づ
く
り
が
大

切
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。

問
　
気
づ
き
に
く
い
、
も

し
く
は
気
づ
い
て
も
人
が

面
と
向
か
っ
て
は
言
い
づ

ら
い
こ
と
や
、
軋あ

つ
轢れ
き

や
衝

突
が
あ
る
。

そ
の
解
決
の
た
め
に
は
、

そ
れ
を
後
ろ
盾
す
る
ツ
ー

ル
等
の
仕
組
み
が
必
要
。

グ
ー
グ
ル
を
は
じ
め
多
く

の
企
業
が
ア
ン
コ
ン
シ
ャ

ス
バ
イ
ア
ス
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
日
常
の
業
務
の
中
で

短
時
間
取
り
入
れ
て
い
く

と
い
う
こ
と
が
進
ん
で
い

る
が
、
そ
う
し
た
も
の
を

役
場
の
日
常
業
務
の
中
に

組
み
入
れ
て
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

総
務
課
長
　
ま
ず
は
特
別

な
時
間
を
と
る
の
で
は
な

く
、
週
一
度
行
っ
て
い
る

朝
礼
な
ど
に
お
い
て
、
各

課
の
中
で
そ
う
い
う
意
識

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

一口
メモ

「アンコンシャスバイアス」とは…無意識・無自覚のため気づきにくい差別や偏
見のことです。
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令和３年１月25日　第129号 12

一
般
質
問

一 般 質 問

インフルエンザワクチンの
　　　　　　　十分な確保は
病院事務長

軽井沢病院では、昨年より多く確保できる見込み
佐藤 幹夫

問
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
希
望
者
が
例
年
よ

り
多
く
な
る
と
予
想
さ
れ

る
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
確
保

は
で
き
て
い
る
の
か
。

病
院
事
務
長
　
前
年
に
比

べ
全
国
で
約
３
６
２
万
本

多
く
製
造
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
軽
井
沢
病
院
に
お

い
て
も
昨
年
よ
り
多
く
確

保
で
き
る
見
込
み
。

問
　
予
防
接
種
は
原
則
と

し
て
高
齢
者
等
を
優
先
的

に
接
種
す
る
よ
う
指
針
が

出
て
い
る
が
、
現
在
一
般

の
方
も
接
種
が
で
き
る
の

か
。

病
院
事
務
長
　
軽
井
沢
病

院
で
は
、
10
月
よ
り
実
施

し
て
い
る
が
、
今
年
は
早

い
時
期
か
ら
接
種
希
望
者

が
大
勢
お
り
、
現
在
は
ワ

ク
チ
ン
の
入
荷
を
待
っ
て

接
種
を
実
施
し
て
い
る
。

入
荷
状
況
に
つ
い
て
は
、

病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

電
話
で
案
内
を
し
て
い
る
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は

問
　
木
も
れ
陽
の
里
職
員

や
保
育
士
等
、
介
護
・
保

育
に
関
わ
る
職
員
等
の
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
す
る
予

定
は
な
い
か
。

保
健
福
祉
課
長
　
本
来
検

査
す
べ
き
人
の
検
査
が
遅

れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
職
員
等
に
関
す
る

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
に
つ

い
て
は
現
時
点
で
は
予
定

し
て
い
な
い
。

問
　
一
般
の
方
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
受
け
た
い
場
合
、

軽
井
沢
病
院
で
は
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
る
か
。

病
院
事
務
長
　
発
熱
等
の

症
状
が
あ
る
方
は
病
院
へ

電
話
を
い
た
だ
き
た
い
。

無
症
状
の
方
及
び
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
目
的
の

方
に
つ
い
て
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
は
実
施
し
て
い
な
い
。

問
　
現
在
感
染
が
疑
わ
れ

て
い
る
人
や
濃
厚
接
触
者

な
ど
に
、
保
健
所
や
医
師

が
必
要
と
判
断
し
て
お
こ

な
う
行
政
検
査
は
全
額
公

費
負
担
だ
が
、
任
意
で
検

査
を
お
こ
な
う
場
合
は
、

町
で
一
部
負
担
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

保
健
福
祉
課
長
　
本
来
検

査
す
べ
き
人
の
検
査
が
遅

れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
費
用
の
一
部
負
担

に
つ
い
て
は
予
定
し
て
い

な
い
。

発熱者の診察をするために設置
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令和３年１月25日　第129号11

一
般
質
問

一 般 質 問

感染防止対策の取り組みと
　　　　　その情報発信は
観光経済課長
情報をいち早く提供し、
感染防止策への協力を仰いでいる福本 修

問
　
長
期
化
を
見
据
え
た

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
対

策
が
重
要
だ
。
現
在
は
Ｇ

ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

効
果
が
大
き
い
事
業
者
が

い
る
一
方
、
学
生
の
合
宿

向
け
宿
泊
施
設
で
は
、
前

年
対
比
９
割
減
と
い
う
事

業
者
も
あ
る
。
感
染
拡
大

防
止
は
非
常
に
重
要
な
命

題
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は

生
活
に
窮
す
る
世
帯
も
出

る
。
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
消

費
者
の
価
値
観
は
変
化
し

観
光
地
の
選
択
に
当
た
っ

て
安
全
安
心
を
重
視
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
町
の
取

組
み
と
そ
の
情
報
発
信
は
。

観
光
経
済
課
長
　
町・
国・

県
か
ら
の
感
染
症
対
策
に

関
す
る
情
報
を
い
ち
早
く

提
供
し
、
感
染
防
止
策
へ

の
協
力
を
仰
い
で
い
る
。

問
　
当
町
観
光
客
の
多
く

が
日
帰
り
だ
が
、
不
特
定

多
数
を
多
く
受
け
入
れ
る

よ
り
も
、
人
数
は
減
っ
て

も
消
費
額
の
面
で
は
勝
る

と
も
劣
ら
な
い
、
長
期
滞

在
を
す
る
観
光
客
を
よ
り

多
く
得
る
努
力
を
進
め
る

べ
き
だ
と
考
え
る
。
こ
れ

は
感
染
症
対
策
に
な
る
ほ

か
、
繁
忙
期
の
交
通
渋
滞

対
策
に
も
な
る
。
町
の
見

解
と
施
策
は
。

観
光
経
済
課
長
　
会
議
都

市
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

軽
井
沢
を
ハ
ブ
に
し
た
長

期
滞
在
に
よ
る
周
遊
観
光

づ
く
り
等
を
推
進
し
た
い
。

信
大
軽
井
沢
キ
ャ
ン

パ
ス
設
置
に
向
け
　

町
の
対
応
は

問
　
信
大
・
東
大
連
携
協

定
事
業
で
は
信
大
学
長
が

軽
井
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
を
設

置
す
る
方
向
性
を
示
し
た

よ
う
だ
が
、
町
と
し
て
歓

迎
す
る
旨
を
信
大
に
伝
え

る
何
ら
か
の
ア
ク
シ
ョ
ン

を
起
こ
し
て
は
ど
う
か
。

総
合
政
策
課
長
　
信
大
は

今
後
情
報
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
分
野
を
強
化
し
、
地

域
フ
ィ
ー
ル
ド
デ
ー
タ
を

活
用
し
な
が
ら
地
域
貢
献

す
る
方
向
で
改
革
を
進
め

る
予
定
。
軽
井
沢
キ
ャ
ン

パ
ス
設
置
も
視
野
に
入
れ

取
り
組
み
を
進
め
る
考
え

が
あ
る
と
聞
く
。
キ
ャ
ン

パ
ス
設
置
は
国
の
助
成
の

状
況
や
町
の
負
担
な
ど
の

動
向
も
見
据
え
、
大
学
と

も
調
整
の
上
で
判
断
し
た

い
。

写真はイメージです
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令和３年１月25日　第129号 10

感染リスクが高まる「５つの場面」
場面① 飲酒を伴う懇親会等
● 飲酒の影響で気分が高揚すると同時に注意力が低下する。
また、聴覚が鈍麻し、大きな声になりやすい。

● 特に敷居などで区切られている狭い空間に、
長時間、大人数が滞在すると、感染リスクが
高まる。

● また、回し飲みや箸などの共用が
感染のリスクを高める。

場面② 大人数や長時間におよぶ飲食
● 長時間におよぶ飲食、接待を伴う飲食、深夜のはしご酒では、短時間の食事に
比べて、感染リスクが高まる。

● 大人数、例えば５人以上の飲食では、大声になり飛沫が飛びやすくなるため、
感染リスクが高まる。

場面③ マスクなしでの会話 場面④ 狭い空間での共同生活

場面⑤ 居場所の切り替わり

● マスクなしに近距離で会話をすることで、飛沫感染
やマイクロ飛沫感染での感染リスクが高まる。

● マスクなしでの感染例としては、昼カラオケなど
での事例が確認されている。

● 車やバスで移動する際の車中でも注意が必要。

● 狭い空間での共同生活は、長時間にわたり閉鎖空間が
共有されるため、感染リスクが高まる。

● 寮の部屋やトイレなどの共用部分での感染が疑われる
事例が報告されている。

● 仕事での休憩時間に入った時など、居場所が切り
替わると、気の緩みや環境の変化により、感染
リスクが高まることがある。

● 休憩室、喫煙所、更衣室での感染が疑われる事例が
確認されている。

一
般
質
問

一 般 質 問

シトラスリボン
 プロジェクトの普及推進は

町長
大事なプロジェクトであり
普及啓発に努めなければならない

問
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
賛

同
し
た
町
と
し
て
、
普
及

推
進
の
取
り
組
み
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
情
報
提

供
や
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
企

業
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
な
ど

を
始
め
た
。
ま
た
、
社
協

で
は
リ
ボ
ン
作
成
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
感

染
症
に
係
る
差
別
等
防
止

の
啓
発
活
動
と
並
行
し
て

推
進
し
て
い
く
。

町
長
　
感
染
者
や
医
療
従

事
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
暮
ら

し
の
場
で
差
別
さ
れ
な
い

社
会
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
知
ら
な
い
方
も
多

い
の
で
、
啓
発
に
努
め
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
対
策
は

問
　
感
染
防
止
策
と
し
て

で
き
る
こ
と
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
基
本
的

な
感
染
予
防
と
接
触
確
認

ア
プ
リ
の
導
入
が
有
効
な

手
段
で
あ
る
。

問
　
国
は
G
o
T
o
ト
ラ

ベ
ル
登
録
宿
泊
業
者
へ
感

染
対
策
の
立
ち
入
り
調
査

を
実
施
し
た
が
、
町
の
観

光
業
界
の
感
染
予
防
策
は
。

観
光
経
済
課
長
　
町
は
情

報
提
供
を
行
い
、
事
業
者

は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
推
進

宣
言
等
を
掲
出
し
感
染
防

止
策
を
実
践
し
て
い
る
。

問
　
医
療
・
検
査
体
制
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
県
で
約

3
5
0
人
の
入
院
と
約

2
5
0
人
の
宿
泊
療
養
体

制
を
維
持
。
5
3
7
か
所

が
診
察
・
検
査
医
療
機

関
に
指
定
さ
れ
、
1
日

4
6
0
0
件
の
検
査
が
可

能
で
あ
り
、
妊
婦
希
望
者

は
無
料
で
検
査
を
行
え
る
。

問
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
可

能
と
な
っ
た
場
合
の
接
種

体
制
や
周
知
方
法
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
詳
細
が

分
か
り
次
第
対
応
し
、
対

象
者
へ
個
別
通
知
を
す
る

ほ
か
、
広
報
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
周
知
す
る
予
定
。

町
の
少
子
化
対
策
は

問
　
少
子
化
に
対
す
る
町

の
見
解
は
。

町
長
　
少
子
化
は
逃
れ
ら

れ
な
い
事
実
で
国
力
が
損

な
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
る

問
題
で
あ
る
た
め
、
一
自

治
体
で
対
応
で
き
る
問
題

で
は
な
い
が
、
町
と
し
て

で
き
る
対
策
は
実
施
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
　
国
が
推
進
す
る
結
婚

新
生
活
支
援
事
業
は
。

総
合
政
策
課
長
　
現
在
実

施
す
る
考
え
は
な
い
。

問
　
出
産
一
時
金
の
増
額

は
。

住
民
課
長
　
国
の
動
向
で

判
断
す
る
。

眞島 聡子
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令和３年１月25日　第129号9

一
般
質
問

一 般 質 問

大型生ごみ処理機設置で
　　　　　　　生ごみ削減を
環境課長

今後調査研究をした上で、導入の判断をしていく

問
　
生
ご
み
削
減
の
た
め

大
型
生
ご
み
処
理
機
を
じ

ん
芥
処
理
場
に
設
置
し
、

事
業
者
や
家
庭
の
生
ご
み

を
堆
肥
化
で
き
な
い
か
。

環
境
課
長
　
経
費
、
搬
入

想
定
量
、
処
理
能
力
や
住

民
の
搬
入
方
法
、
他
の
処

理
法
等
、
検
討
が
必
要
。

今
後
、
調
査
研
究
の
上
で

判
断
を
し
て
い
く
。

問
　
小
中
学
校
に
設
置
さ

れ
て
い
る
大
型
生
ご
み
処

理
機
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
環
境

教
育
に
貢
献
し
て
い
る
が
、

他
の
公
的
施
設
へ
の
設
置

は
。

環
境
課
長
　
木
も
れ
陽
の

里
、
軽
井
沢
病
院
へ
の
導

入
は
今
後
検
討
し
て
い
く
。

問
　
今
後
、
町
が
取
り
組

む
ご
み
削
減
策
は
。

環
境
課
長
　
紙
ご
み
を
集

中
的
に
削
減
す
る
。
家
庭

や
事
業
者
か
ら
の
コ
ピ
ー

用
紙
を
町
で
回
収
す
る
制

度
設
計
を
し
て
い
る
。
９

月
よ
り
庁
舎
内
の
機
密
性

の
高
い
紙
は
シ
ュ
レ
ッ

タ
ー
処
理
し
、
機
密
性
の

な
い
も
の
は
そ
の
ま
ま
無

料
回
収
し
て
い
る
。
今
後

は
、
町
内
事
業
者
も
対
象

に
し
、
一
般
家
庭
ま
で
拡

大
さ
せ
ご
み
減
量
化
を
行

う
。

問
　
鳥
取
県
伯ほ

う
耆き

町ち
ょ
うで
は
、

使
用
済
み
紙
お
む
つ
を
ペ

レ
ッ
ト
化
し
、
町
直
営
温

泉
施
設
で
燃
や
す
こ
と
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

を
し
て
い
る
が
。

環
境
課
長
　
今
後
の
動
向

に
留
意
し
調
査
研
究
し
て

い
く
。

問
　
浅
麓
汚
泥
再
生
セ
ン

タ
ー
に
搬
入
し
堆
肥
化
さ

れ
た
浅
麓
エ
コ
コ
ン
ポ
を

循
環
型
社
会
の
一
環
と
し

て
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
苗

と
共
に
配
布
し
て
は
。

環
境
課
長
　
浅
麓
エ
コ
コ

ン
ポ
を
活
用
し
環
境
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
く
。

お
悔
や
み
コ
ー
ナ
ー

設
置
は

問
　
遺
族
に
寄
り
添
っ
た

お
悔
や
み
コ
ー
ナ
ー
は
。

住
民
課
長

　新
庁
舎
建
築

時
に
、
各
種
相
談
が
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
を
要
望
し
て

い
く
。

問
　
役
場
手
続
き
だ
け
で

な
く
、
そ
の
他
の
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
作
成
は
。

住
民
課
長
　
作
成
し
手
続

時
に
配
布
す
る
と
と
も
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
も
掲
載

す
る
。

鳥取県伯
ほう
耆
き
町
ちょう

使用済み紙おむつが
ペレット燃料に !?

川島 さゆり
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令和３年１月25日　第129号 8

一
般
質
問

一 般 質 問

一口
メモ

利根川 泰三

環境課長
自粛については住民の方に歓迎されていると
認識している

夏期工事の自粛は
厳しすぎでは

「建築確認申請書類」とは…新築・増改築時に、建築物が建築基準法・条例等に
適合しているかのチェックを受ける書類のことです。

問
　
夏
期
工
事
の
自
粛
は

い
つ
か
ら
、
何
が
き
っ
か

け
で
始
ま
っ
た
か
。

環
境
課
長
　
き
っ
か
け
は
、

町
の
善
良
な
る
風
俗
を
維

持
す
る
た
め
の
要
綱
に
規

定
す
る
「
静
穏
の
保
持
」

に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
現

在
の
自
粛
期
間
は
自
然
保

護
対
策
要
綱
取
扱
要
領
を

制
定
し
た
平
成
8
年
10
月

1
日
よ
り
適
用
し
て
い
る
。

問
　
工
事
自
粛
の
周
知
や

指
導
・
助
言
は
。

環
境
課
長
　
町
広
報
誌
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
。

建
築
確
認
申
請
書
類
返
却

時
に
指
導
し
て
い
る
。

問
　
ト
ラ
ブ
ル
も
踏
ま
え

て
規
制
し
て
い
る
の
か
。

環
境
課
長
　
ト
ラ
ブ
ル
に

な
る
こ
と
を
承
知
し
た
う

え
で
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
規
制
し
過
ぎ
で
は
と

い
う
声
を
聞
く
が
。

環
境
課
長
　
住
民
の
方
に

工
事
の
自
粛
に
つ
い
て
は

歓
迎
さ
れ
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。

問
　
自
粛
は
建
築
業
者
に

と
っ
て
死
活
問
題
で
は
。

環
境
課
長
　
軽
井
沢
の
静

穏
に
魅
力
を
感
じ
別
荘
を

建
て
た
い
と
い
う
方
が
い

る
こ
と
で
、
建
築
業
者
に

も
長
い
目
で
み
れ
ば
利
益

に
な
る
と
考
え
る
。

問
　
要
綱
・
要
領
の
見
直

し
な
ど
規
制
緩
和
の
時
期

に
来
て
い
る
と
思
う
が
。

環
境
課
長
　
工
事
自
粛
期

間
に
よ
り
静
穏
が
保
た
れ
、

別
荘
地
と
し
て
伝
統
の
積

み
重
ね
が
今
の
姿
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
要
綱
の
改
正

の
予
定
は
な
い
。

軽
井
沢
駅
自
由
通

路
に
広
告
看
板
を

出
す
に
は

問
　
選
定
基
準
と
掲
載
期

間
は
。

地
域
整
備
課
長
　
使
用
許

可
基
準
の
規
定
に
基
づ
き

選
定
、
期
間
は
4
月
1
日

〜
翌
年
3
月
31
日
で
あ
る
。

問
　
新
た
な
掲
載
希
望
者

が
で
た
場
合
は
。

地
域
整
備
課
長
　
現
在
新

た
な
申
請
は
な
い
が
、
申

請
が
あ
っ
た
場
合
、
掲
載

し
て
い
る
業
者
と
の
調
整

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
点

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
掲
載
期
間
を
定
め
公

募
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

地
域
整
備
課
長
　
状
況
に

応
じ
て
検
討
す
る
。

発
地
市
庭
内
㈱
　

直
売
所
の
家
賃
・
　

光
熱
水
費
は

問
　
現
在
ま
で
5
年
間
猶

予
し
て
い
る
が
、
今
後
ど

う
し
て
い
く
の
か
。

観
光
経
済
課
長
　
3
年
度

か
ら
納
入
し
て
い
く
事
と

な
っ
た
。

一口
メモ

夏期は自粛の建設現場
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令和３年１月25日　第129号7

一
般
質
問

一 般 質 問

一口
メモ

子どもを性暴力から守る
　　　　ＣＡＰ教育の導入を
こども教育課長
小中学校でのCAPの実施、または
その趣旨を取り込めないかを考えていきたい

問
　
子
ど
も
の
心
を
ズ
タ

ズ
タ
に
引
き
裂
く
だ
け
で

な
く
、
深
い
傷
を
心
に
残

し
一
生
苦
し
む
こ
と
も
あ

る
性
的
虐
待
の
未
然
防
止

策
と
し
て
、
教
職
員
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
指
導
・

研
修
を
実
施
し
て
い
る
か
。

教
育
長
　
毎
月
、
教
育
委

員
会
と
校
長
と
の
連
絡
会

に
て
非
違
行
為
の
根
絶
と

規
律
や
秩
序
に
つ
い
て
指

示
・
伝
達
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
教
職
員
ひ
と
り
一

人
が
自
分
ご
と
と
し
て
根

絶
に
向
け
て
の
意
識
を
高

め
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

問
　
研
修
に
は
医
師
や
研

究
者
な
ど
、
わ
い
せ
つ
防

止
に
係
る
有
識
者
の
視
点

が
含
ま
れ
て
い
る
か
。

教
育
長
　
含
ま
れ
て
い
る
。

問
　
町
で
は
県
内
外
に
お

い
て
免
職
処
分
を
受
け
た

教
員
の
情
報
も
把
握
し
て

い
る
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
現
状

で
は
他
県
で
免
職
処
分
を

受
け
た
教
員
の
情
報
は
把

握
で
き
な
い
が
、
今
後
、

文
部
科
学
省
よ
り
他
県
で

の
免
職
処
分
と
な
っ
た
教

員
の
検
索
ツ
ー
ル
が
提
供

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

問
　
検
索
ツ
ー
ル
開
始
ま

で
の
確
認
方
法
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
履
歴

書
の
空
白
期
間
の
有
無
に

て
確
認
・
判
断
し
て
い
る
。

問
　
子
ど
も
が
様
々
な
暴

力
か
ら
自
分
を
守
る
た
め

の
予
防
教
育
の
実
施
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
性
教

育
・
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
講

演
会
等
を
実
施
し
て
い
る
。

問
　
そ
の
他
に
子
ど
も
が

怖
が
ら
ず
に
学
べ
る
予
防

教
育
「
Ｃ
Ａ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
実
施
で
き
な
い
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
必
要

に
応
じ
て
そ
の
趣
旨
を
取

り
込
め
る
か
考
え
た
い
。

問
　
県
の
わ
い
せ
つ
行
為

根
絶
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

は
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
な
ど
外
部
の

人
を
活
用
し
て
子
ど
も
の

相
談
に
対
応
し
、
児
童
・

生
徒
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
受
け
止

め
る
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
明
確

に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
教

育
委
員
会
の
認
識
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
既
に

予
防
教
育
は
行
っ
て
い
る

と
い
う
認
識
で
あ
る
。

問
　
生
涯
学
習
の
観
点
か

ら
、
人
権
学
習
と
し
て
実

施
で
き
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
必
要
だ

と
判
断
す
れ
ば
考
え
る
。

「県のわいせつ行為根絶のガイドライン」とは…　被害者が自らを責めたりする可
能性のある情報は非公表とした上で、再発防止につながる「わいせつ行為の新たな
公表のあり方」を示したガイドラインです。

一口
メモ

横須賀 桃子
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令和３年１月25日　第129号 6

一
般
質
問

町への提言 !

一般
質問

1 日目 2日目

横須賀 桃子 （7ページ）

●子どもを性暴力から守るCAP教育の導入を

利根川 泰三 （8ページ）

●夏期工事の自粛は厳し過ぎでは
●軽井沢駅自由通路に広告看板を出すには
●発地市庭内 (株 ) 直売所の家賃・光熱水費は

川島 さゆり （9ページ）

●大型生ごみ処理機設置で生ごみ削減を
●お悔やみコーナー設置は

眞島 聡子 （10ページ）

●シトラスリボンプロジェクトの普及推進は
●新型コロナウイルス感染対策は
●町の少子化対策は

福本 修 （11ページ）

●感染防止対策の取り組みとその情報発信は
●信大軽井沢キャンパス設置に向け町の対応は

佐藤 幹夫 （12ページ）

●インフルエンザワクチンの十分な確保は
● PCR検査は

赤井 信夫 （13ページ）

●アンコンシャスバイアスを無くす取り組みは

中澤 睦夫 （14ページ）

●就農者を増やす対策が必要ではないか
●学校給食に地場産利用で食育効果を
●国有林伐採後の植林計画は

 一般質問  一般質問

検索軽井沢町議会一般質問は一問一答方式で 1時間以内となっています。
内容に関しては要約して掲載しています。
議事録は議会ホームページで閲覧できます。

質問者席には飛沫防止のアクリル板を設置してい
るのでマスクの着用は任意です。
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令和３年１月25日　第129号5

　読者の視点を議会だよりの
紙面づくりや、効果的な広報活
動に生かすことを目的に導入
した議会だよりモニターの方
と、懇談会を持ちました。今回
も多様化する広報の手段など
の貴重な意見をいただきまし
たので一部を紹介いたします。

　以上のような意見があり、ＳＮＳによる広報活動も含め、今後検討してまいります。
モニターの皆さん、ありがとうございました。

「議会だより軽井沢」は、新聞折込みのほか、図書館や公民館などの公共施設や
大型スーパーなどに置いてあります。また、郵送することもできますので議会事務
局までお申し込みください。

●議会だよりを議員が作成しているとは思
わなかった。その上、ＳＮＳを始めると
なれば議員の負担が大きく大変だろう。

●議会の今後の予定、スケジュールも
載せるとよい。

●議会だよりを今後どうしたいのか、
何を誰にどの程度伝えたいのかを
明確にすべきだ。

●紙面とＳＮＳは、それぞれ
メリットがあるので併用が
望ましい。

●目次があればよいと思う。関心のある記
事をすぐに見つけることができるし、他
の記事を読むことにもつながる。

●周りで議会だよりを読んでいる人はあまりいない。
どれほど読まれているかデータが必要ではないか。
自己満足にならないようにして欲しい。

申し込み先

▲

議会事務局 45-8910

今回採用 !!

テーマ  　トークde対面➡

オンライン

令和２年12月９日㈬

議会だよりモニターの皆さんと
広報広聴常任委員会との懇談会

議会では各種団体・
グループと意見交換会を

開催しています。

テ
ー
マ
　
　
ト
ー
ク

de
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令和３年１月25日　第129号 4

オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催

　現在「議会とまちづくりを語る会」
を開催できず、活動に関する発信は一
方通行になっており、コロナ禍ではな
おさら、その傾向を強く感じています。
　今後新しい議会の広報広聴に取り組
む必要があると考え、情報発信・広聴
をテーマに今回初めてオンラインミー
ティングを開催しました。

オンラインミーティング
を開催 !!

初めての
試み

参加者からの意見や提案を紹介

●広報紙の編集が議員本来の仕事かどうか疑問で
す。広報紙は外注し、議員はもっと議員活動の内
容を充実することに時間を割くべきでは。
●住民の関心が高いテーマを「議会だより」に取り
上げ、もっと広報紙を読んでもらう努力をする必
要があるのでは。

●広聴のツールとしてオンライン会議を活用するこ
とは大歓迎なので、もっと頻繁に開催しては。
●子ども達ともオンラインミーティングを行えば、
子どもにとって議会がもっと身近な存在になるの
では。
●子ども達との懇談で出てきたテーマを政策に生か
すことで、子どもが政治に関心を持つキッカケに
なるのでは。
●コロナ後は、対面型の「議会とまちづくりを語る
会」とオンライン会議を併用して開催してほしい。
●議員が区の集まりに出向いての広聴活動をすると
良いのでは。
●別荘住民の意見も聞くべきでは。

●議員が SNS を活用し、議員個人の意見を発信し
たり、議会からの情報発信・収集もしてほしい。

情報発信は
今後こんなふうにすると
良いのでは…

広聴は、
こんなことを
試しては…

その他

令和２年11月17日㈫

議会からの情報発信・広聴についてテーマ
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議
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
発
生
に
よ

り
、
私
た
ち
は
未
曽
有

の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
、

当
町
に
お
い
て
も
皆
さ

ま
の
生
活
に
多
大
な
る

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
住
民
の
皆
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の

よ
う
な
厳
し
い
環
境
の

中
、「
新
し
い
生
活
様
式
」

の
徹
底
な
ど
、
感
染
拡

大
防
止
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
医
療
現
場
な

ど
の
最
前
線
で
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ

ま
に
は
心
か
ら
敬
意
を

表
す
る
次
第
で
す
。

　
町
議
会
で
は
、
昨
年

4
月
に
危
機
対
策
室
を

立
ち
上
げ
、
感
染
症
拡

大
防
止
に
向
け
町
と
連

携
・
協
力
の
も
と
対
策

を
講
じ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
議
会
運
営
に
お
き

ま
し
て
も
、
会
議
時
間

の
短
縮
、
傍
聴
の
制
限
、

議
場
の
飛
沫
防
止
用
板

の
設
置
な
ど
、
で
き
る

限
り
の
対
策
を
行
っ
て

お
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
昨

年
12
月
に
当
町
議
会
議

員
2
名
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感

染
し
て
い
た
こ
と
が
公

表
さ
れ
、
皆
さ
ま
に
は

大
変
ご
迷
惑
と
ご
心
配

を
お
か
け
し
ま
し
た
こ

と
、
改
め
て
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
私
た
ち
の
仲
間

が
感
染
し
た
こ
と
に
よ

り
、
改
め
て
こ
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
誰
も
が
感
染
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
痛

感
い
た
し
ま
し
た
。

　
残
念
な
こ
と
に
全
国

で
は
、
陽
性
患
者
や
そ

の
家
族
、
関
係
者
、
医

療
従
事
者
等
へ
の
偏

見
、
差
別
や
誹
謗
中
傷

が
生
じ
て
い
る
事
例
が

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ま
に

は
、
国
、
県
や
町
等
が

発
表
す
る
公
式
な
情
報

に
基
づ
き
、
冷
静
か
つ

思
い
や
り
の
あ
る
行
動

住
民
の
皆
さ
ま
へ

 

議
長

　佐
藤
　敏
明

を
お
願
い
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　　
町
議
会
で
は
、
今
後
、

従
来
の
対
策
に
加
え
、

更
な
る
感
染
予
防
策
を

講
じ
な
が
ら
、
議
会
運

営
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
町
と
の
連
携
・

協
力
の
も
と
、
皆
さ
ま

の
安
全
を
確
保
し
、
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町議会では今回の事態を受け、
感染症防止のため更なる対策を講じていきます

●会議出席前の体温測定、健康チェック（発熱、せき、鼻水等）の徹底
●議員各々が行動履歴を記録
●本人、同居する家族等に発熱などの症状がある場合の会議等への出席自粛
●マスク着用の徹底（特に会話をする際のマスク着用）
●感染防止のための議会運営（会議方法や場所の見直し等）
●各所に手指消毒液を設置
●会議中の換気の徹底　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

感染予防策の主なもの
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　議案審議

もくじ

検索軽井沢町議会

　表紙のことば
　高齢者らの外出機会を増やすことを目的に、相乗り
のタクシー「ほっとタクシー」が昨年 10月より試行
的にスタートしました。
　今のところ行き先は、町内の病院・医院、地域通貨
「ルイザ券」の使えるお店、町内のスーパーマーケッ
ト、通いの場、木もれ陽の里です。利用を希望する方
は、社会福祉協議会の「安心ほっと会員」の登録が必
要になります。
お問い合わせ先：町社会福祉協議会……45-8113
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表紙：新しい公共交通「ほっとタクシー」はじまる‼
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こ
の
地
を
終
の
住
処
と
定
め
、
所

決
ま
り
移
住
し
て
か
ら
8
年
に
な
り

ま
す
。
そ
の
間
に
、
こ
の
町
の
こ
と

も
少
し
ず
つ
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
初
め
て
モ
ニ
タ
ー
の
依
頼

を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
少
々
不
安
も
覚
え
て
い
ま
す
。

私
自
身
、
議
会
に
つ
い
て
無
知
で

あ
り
傍
聴
も
で
き
な
い
の
で
す
が
、

多
く
の
町
民
に
と
っ
て
こ
の
様
な
議

会
だ
よ
り
が
発
行
さ
れ
る
こ
と
は
、

今
、
何
が
ど
の
よ
う
に
議
会
で
話
し

合
わ
れ
決
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
知

る
貴
重
な
機
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
紙
面
の
中
に
、
議
会
の

様
子
を
わ
か
り
や
す
く
コ
ン
パ
ク

ト
に
表
現
す
る
の
は
至
難
の
わ
ざ
で

し
ょ
う
ね
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
工
夫

と
努
力
を
重
ね
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
、

た
よ
り
の
随
所
に
感
じ
ら
れ
敬
服
し

て
い
ま
す
。
こ
の
議
会
だ
よ
り
が
さ

ら
に
多
く
の
方
に
読
ま
れ
、
町
民
と

町
政
の
良
き
橋
わ
た
し
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

岩
越
　
陽
子

（
原
文
マ
マ
）

読
者
モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
お
便
り

議
　
　
長�

佐
藤
　
敏
明

委
員
長�

横
須
賀
桃
子

副
委
員
長�

寺
田
和
佳
子

委
　
　
員�

眞
島
　
聡
子

中
澤
　
睦
夫

木
内
　
　
徹

押
金
　
洋
仁

川
島
さ
ゆ
り

佐
藤
　
幹
夫

　12月会議で取り扱う請願・陳情の提出期限は、11月16日（月）です。
　同日以降に提出された請願・陳情については、翌定例月会議での取り扱いと
なりますので、あらかじめご了承ください。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
や

リ
モ
ー
ト
等
ネ
ッ
ト
回
線
を
介
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
日
常
的
に

な
り
ま
し
た
。

　「
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
」
と
い
う

言
葉
を
時
折
耳
に
し
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
利
用
者
の
好
み
や
思

想
に
合
わ
せ
た
情
報
ば
か
り
が
作
為

的
に
表
示
さ
れ
る
現
象
で
す
。
便
利

な
面
も
あ
り
ま
す
が
、
興
味
関
心
に

合
う
も
の
以
外
は
遮
断
し
て
し
ま
う

負
の
側
面
も
指
摘
さ
れ
ま
す
。
耳
ざ

わ
り
の
良
い
情
報
だ
け
に
馴
れ
き
っ

て
い
な
い
か
、
都
合
の
悪
い
情
報
に

は
耳
を
塞
い
で
い
な
い
か
、
読
者
モ

ニ
タ
ー
の
皆
様
や
地
域
社
会
か
ら
の

率
直
な
声
に
対
し
て
、
扉
を
常
に
大

き
く
開
け
て
お
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
押
金
）

再生紙を使用しています。
植物油インキを使用しています。

編
集
後
記

11 月 17日（火）19時から 20時まで
20名（申込先着順）
　※軽井沢にお住まいの方、別荘をお持ちの方、職場がある方を対象とします。
下記の必要事項を記入のうえ Eメールにてお申込みください。
　氏名・住所・電話番号・Eメールアドレス
　※お申込みは Eメールのみとなりますのでご注意ください。
軽井沢町議会事務局
gikai@town.karuizawa.nagano.jp
10 月 26日（月）から 11月 9日（月）まで
　※申込期間終了後に、議会事務局より会議用の ID等をメールで連絡いたし

ます。

日　時
定　員

申込方法

申込先

申込期間

あなたにとって

議会は
 身近な存在

 でしょうか？

ワークショップ

形式で意見交換

を行います

「請願・陳情」の
お知らせ

議会からの
情報発信・広聴について

テーマ「オンラインミーティング」を
開催します !!

オンライン会議用アプリのZoomを使用します。
参加にあたっては事前にアプリをダウンロードしてください。

申込先QR

発行／令和 2年 10月 25日
　　　軽井沢町議会
　　　長野県北佐久郡軽井沢町
　　　〒389−0192
　　　☎ 0267（45）8910
電子メール／
gikai@town.karuizawa.nagano.jp
編集／広報広聴常任委員会

　軽井沢町議会
　公式ホームページ

印刷／中澤印刷株式会社
　　　☎ 0268-22-0126
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議
会
Q
&
A
・
意
見
書
提
出

議会って

どんなところ
？

「全員」って
誰が出席するの？

どんなことを
行ってるの？

Q1

Q2

A

A

議会Q&A議会Q&A
とかくわかりづらく、とっつきにくいイメージがある議会ですが、このコーナーでは議会の基本的な
しくみをやさしくわかりやすく解説しながら、皆さまの疑問にお答えしていきたいと思います。

行政職員や議員の間では「全協」という言い方をよく使いますが、
「全協」とは全員協議会の略称のことです。

　文字どおり全議員が出席します。
　議長は、町長、副町長、教育長、各課長などに
も出席を求め協議事項について説明を受けます。
　一部例外を除き、原則的には傍聴することもで
きます。

①議会内の行事や運営・課題について議員どうし
で話し合いをします。
②町（長）側から議会に提案することなどについて、
スムーズに話し合いが進むよう前もって説明を
受けます。

　9月の全協では、新しく始まる外出支援関連事業
の説明が町からありました。
　議員間では、審議会などへ参加した議員からの
報告、決算審査の手順について話し合いが持たれ
ました。

全協(全員協議会)ってなあに？

1　地方の安定的な財政運営に必要な地方税等の一般財源総額を確保・充実すること。
2　令和 2年度の地方税収が大幅に減少することが予想されることから、万全の減収補填措置を講じるこ
と。

3　税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系の構築に努めるとともに、国税・地方税の政策税
制については、積極的な整理合理化を図り、新設・拡充・継続に当たっては、有効性・緊急性等を厳
格に判断すること。

4　特に、固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直しは、家屋・
償却資産を含め、断じて行わないこと。また、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として講じら
れた特例措置は、本来国庫補助金等により対応すべきものであり、今回限りの措置として、期限の到
来をもって確実に終了すること。

国へ意見書を提出 9 月 17日、新型コロナウイルス感染症の影響
に伴う地方財政の急激な悪化に対し、地方税
財源の確保を求める意見書を提出しました。

ー 86ー



令和２年10月25日　第128号 18

議
案
審
議
・
補
正
予
算

議案
審議

　
現
在
の
湯
川
橋
は
車
道

の
幅
が
4
ｍ
で
す
が
、
新

し
い
橋
で
は
5
・
5
ｍ
の

車
道
に
加
え
、
幅
1
・
7

ｍ
の
歩
道
も
設
置
さ
れ
、

車
両
の
す
れ
違
い
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
り
歩
行
者
も

安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
工
事
期
間
は
令
和
2
年

11
月
か
ら
令
和
4
年
7
月

ま
で
と
な
り
、
こ
の
期
間

は
全
面
通
行
止
め
と
な
り

ま
す
。

問

鳥
井
原
の
湯
川
橋
工

事
を
、
1
期
2
期
に
工
期

を
分
け
た
理
由
は
。

地
域
整
備
課
長

1
期
の

下
部
工
事
は
土
木
工
事
、

2
期
の
上
部
工
事
は
鋼
構

造
工
事
で
あ
る
。

　
二
つ
に
分
け
る
こ
と
に

よ
り
、
建
設
業
許
可
の
関

係
で
土
木
工
事
の
許
可
の

み
を
保
有
す
る
地
元
業
者

に
も
発
注
す
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
。

問

通
学
路
に
も
な
っ
て

い
る
が
、
迂
回
路
な
ど
の

近
隣
説
明
会
は
。

地
域
整
備
課
長

塩
沢
区

は
回
覧
板
で
告
知
を
行
い
、

鳥
井
原
区
は
区
役
員
に
対

し
て
工
事
内
容
の
説
明
を

既
に
行
っ
た
。

学
校
に
対
し
て
も
説
明

を
行
い
、
工
事
開
始
時
に

は
、
近
隣
各
戸
に
対
し
て

も
業
者
が
説
明
に
赴
く
予

定
で
あ
る
。

通
学
路
は
「
リ
ゾ
ー
ト

イ
ン
グ
リ
ー
ン
軽
井
沢
」

か
ら
バ
イ
パ
ス
に
出
る

ル
ー
ト
を
考
え
て
い
る
。

公
共
交
通
事
業
者
支
援
給

付
金

　
　1
0
0
0
万
円

問

公
共
交
通
の
バ
ス
や

タ
ク
シ
ー
へ
の
給
付
金
と

の
こ
と
だ
が
、
対
象
と
な

る
事
業
者
や
台
数
は
。

答

町
内
に
事
業
所
を
有

す
る
バ
ス
事
業
者
5
社
・

タ
ク
シ
ー
事
業
者
5
社
で
、

バ
ス
72
台
・
タ
ク
シ
ー

1
3
6
台
を
見
込
ん
で
い

る
。（
バ
ス
1
台
10
万
円・

タ
ク
シ
ー
1
台
2
万
円
）

問

代
行
タ
ク
シ
ー
は
含

ま
れ
て
い
る
の
か
。

答

誰
も
が
利
用
す
る
公

共
交
通
機
関
で
は
な
い
の

で
、
支
援
の
対
象
で
は
な

い
。 補正

予算
7
月
第
２
回
会
議

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
緊
急
包
括
支
援
補
助

40
万
円

問
「
お
お
き
く
な
あ
れ

保
育
園
」
以
外
に
補
助
の

対
象
と
な
る
園
は
な
か
っ

た
の
か
。

答
県
の
条
件
に
あ
う
保
育

施
設
は
1
園
の
み
で
あ
っ
た
。

生
ご
み
処
理
機
等
設
置
補
助

40
万
円
増
額

問

年
度
途
中
で
増
額
と

な
っ
た
理
由
は
。

答

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
か
、
家
庭
で
の

ご
み
処
理
の
意
識
が
高
ま

り
、
当
初
見
込
ん
で
い
た

よ
り
多
く
の
申
請
が
あ
っ

た
た
め
。

財
政
調
整
基
金
積
立

8
億
3
0
0
0
万
円

問

基
金
残
高
は
ど
の
く

ら
い
に
な
る
か
。

答

8
億
3
千
万
円
を
積

み
立
て
、
9
月
補
正
後
の

基
金
残
高
は
41
億
9
3
8

6
万
5
千
円
と
な
る
。

9
月
会
議

　鳥
井
原
で
工
事
開
始

広
く
な
る
湯
川
橋

橋脚がなくなる新しい橋は増水時に流木が引っ掛かからず安全性にも期待
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一 般 質 問

押金 洋仁
発表は遅かったが、実際の支援実施は他市町村に
遅れをとったわけではない。

総合政策課長

非常時の判断に
もっとスピード感を

問

3
月
の
法
改
正
に
よ

り
、
平
成
26
年
に
策
定
し

た
、「
軽
井
沢
町
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行

動
計
画
」
を
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
も
適

用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

情
報
提
供
、
生
活
関
連
物

資
の
価
格
の
安
定
、
物
資

の
備
蓄
等
の
面
で
計
画
は

有
効
に
活
用
さ
れ
た
か
。

総
務
課
長

す
べ
て
計
画

通
り
に
で
き
た
わ
け
で
は

な
い
が
、
一
定
の
指
針
に

は
な
っ
た
。
マ
ス
ク
や
消

毒
液
等
が
不
足
し
た
時
期

に
は
売
惜
し
み
、
買
占
め

を
し
な
い
よ
う
啓
発
を
す

べ
き
で
あ
っ
た
か
と
思
う
。

問

計
画
で
は
ウ
イ
ル
ス

未
発
生
期
で
も
必
要
な
医

薬
品
等
を
確
保
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
。

総
務
課
長

全
て
を
手
探

り
で
や
っ
て
き
た
。
手
に

入
る
段
階
で
そ
の
都
度
用

意
し
て
き
た
。

問

感
染
症
蔓
延
時
期
に

は
全
国
の
自
治
体
か
ら

様
々
な
支
援
策
が
打
ち
出

さ
れ
た
が
、
当
町
の
場
合

は
ど
の
よ
う
な
判
断
に
よ

る
も
の
で
あ
っ
た
か
。

総
合
政
策
課
長

何
か
に

特
化
す
る
よ
り
も
、
支
援

を
必
要
と
す
る
全
て
の

方
々
に
行
き
渡
る
施
策
を
、

そ
の
都
度
検
討
し
た
。
近

隣
市
町
村
の
状
況
も
勘
案

し
な
が
ら
検
討
し
て
お
り
、

他
の
自
治
体
と
比
べ
て
遜

色
な
い
事
業
展
開
が
で
き

た
と
自
負
し
て
い
る
。

問

非
常
時
に
は
も
っ
と

ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
判
断
が

あ
っ
て
も
良
か
っ
た
が
。

総
合
政
策
課
長

議
会
の

議
決
と
い
う
過
程
を
経
な

い
と
公
に
で
き
な
い
。
発

表
す
る
の
は
遅
か
っ
た
か

も
し
れ
な
い
が
、
実
際
の

支
給
に
至
る
ま
で
そ
れ
ほ

ど
他
市
町
村
に
大
き
く
遅

れ
を
取
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。

問

追
分
宿
か
ら
全
国
へ

伝
播
し
て
い
っ
た
と
い
わ

れ
る
追
分
節
や
熊
野
皇
大

神
社
に
伝
わ
る
太
々
神
楽

等
、
音
楽
や
舞
踊
の
よ
う

な
無
形
に
当
た
る
も
の
は
、

後
継
者
育
成
を
促
す
意
味

で
も
条
例
改
正
な
ど
を
し
、

町
文
化
財
と
し
て
登
録
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長

関
係
条

例
の
改
正
を
行
い
、
文
化

財
審
議
会
の
意
見
を
聞
い

た
上
で
、
指
定
の
手
続
を

行
い
た
い
。

自治体ごとの違いはどうしても感じてしまった

郷土に寄せる想いも町の財産

一口
メモ

「無形文化財」とは…昔から守り伝えられてきた伝統的な演劇・音楽・工芸分野
においての技術や芸能で、歴史上または芸術上価値の高いものを指します。

一口
メモ

日本世論調査会の調査から作成（6〜 7月実施）

新型コロナウイルス感染拡大を受けた全国世論調査

町
と
し
て
無
形
文

化
財
の
指
定
を

一
般
質
問
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一
般
質
問

一 般 質 問

ふるさと納税返礼品で
協議体を設置しては

観光経済課長
発地市庭の管理運営協議会を母体にして協議した
い 中澤 睦夫

問

発
地
市
庭
の
野
菜
は

評
判
が
よ
く
、
農
薬
残
留

検
査
も
し
て
い
る
。
味
が

良
い
軽
井
沢
産
ソ
バ
の
半

生
製
品
も
あ
る
。
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
町
の
観

光
協
会
や
商
工
会
な
ど
も

返
礼
品
に
協
力
す
る
と
い

う
。
発
地
市
庭
で
協
議
体

を
設
置
し
て
は
。

観
光
経
済
課
長

野
菜
が

安
全
・
安
心
と
い
う
情
報

は
積
極
的
に
発
信
し
た
い
。

発
地
市
庭
に
は
管
理
運
営

協
議
会
が
あ
る
。
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
の
設
計
が

整
っ
た
ら
、
こ
れ
を
母
体

に
返
礼
品
の
協
議
を
し
た

い
。保

険
証
の
未
交
付

は
解
消
し
た
の
か

問

3
月
会
議
で
質
問
し

た
が
、
国
民
健
康
保
険
証

の
未
交
付
は
2
0
1
9
年

1
月
現
在
2
0
3
世
帯

あ
っ
た
。
保
険
証
が
な
い

と
受
診
抑
制
と
な
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と

し
て
も
問
題
だ
。
解
消
は

ど
こ
ま
で
進
ん
だ
の
か
。

住
民
課
長

納
税
相
談
を

行
い
、
今
年
5
月
ま
で
に

93
世
帯
に
減
少
し
た
。
8

月
の
保
険
証
切
り
替
え
で

98
世
帯
が
加
わ
り
、
現
時

点
で
1
9
1
世
帯
に
な
る

が
、
連
絡
や
折
衝
を
す
る
。

18
歳
以
下
に
は
短
期
保
険

証
を
交
付
し
て
い
る
。

生
活
福
祉
資
金
や
生

活
保
護
へ
の
対
策
は

問

緊
急
に
10
万
円
を
無

利
子
で
借
り
ら
れ
る
生
活

福
祉
資
金
の
利
用
者
が
8

月
13
日
現
在
、
1
2
8
人

と
な
り
増
え
て
い
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
で
影
響
を
受
け

た
人
と
思
わ
れ
る
。
生
活

福
祉
資
金
や
生
活
保
護
を

受
け
や
す
く
す
る
対
策
を

と
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

保
健
福
祉
課
長

相
談
窓

口
と
し
て
、
町
や
社
会
福

祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
広
報
か
る
い
ざ
わ
で

案
内
を
し
て
い
る
。

台
風
19
号
の
教
訓

を
も
と
に
し
た
水

害
対
策
は

問

昨
年
の
台
風
19
号
で

は
、
町
が
管
理
す
る
小
さ

な
水
路
が
土
石
流
と
な
り
、

道
路
の
冠
水
や
床
下
浸
水

を
引
き
起
こ
し
た
。
住
民

に
と
っ
て
切
実
な
問
題
だ
。

消
防
団
は
土
の
う
を
緊
急

に
積
ん
だ
。
危
険
箇
所
の

情
報
を
も
と
に
、
水
害
対

策
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い

る
の
か
。

地
域
整
備
課
長

道
路
河

川
関
係
の
55
か
所
の
う
ち

43
か
所
は
工
事
が
完
成
し

た
。
細
か
い
水
路
の
箇
所

は
何
百
件
も
あ
り
、
随
時

対
応
し
て
い
る
。

冠水した発地の町道、側溝に車が落ちた

返礼品として期待される「軽井沢発地そば」
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一 般 質 問

コロナ禍での
避難所の収容人数は

総務課長

密を避けることが必要で、少ない収容人数となる
眞島 聡子

問
　
地
域
防
災
計
画
で
は
、

風
越
公
園
総
合
体
育
館
で

2
5
0
7
名
の
避
難
者
受

け
入
れ
予
定
。
コ
ロ
ナ
禍

で
の
避
難
所
設
置
訓
練
内

容
と
避
難
所
収
容
人
数
は
。

総
務
課
長

体
育
館
と
中

央
公
民
館
大
講
堂
で
、
テ

ン
ト
と
間
仕
切
り
ボ
ー
ド

を
用
い
て
居
住
す
る
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
、
避
難
所

レ
イ
ア
ウ
ト
を
確
認
。
収

容
人
数
は
体
育
館
が
約

1
6
0
人
、
中
央
公
民
館

大
講
堂
は
36
人
が
見
込
め

る
。
密
を
避
け
る
必
要
が

あ
り
他
の
指
定
避
難
所
も

少
な
い
収
容
人
数
と
な
る
。

問

避
難
者
を
多
く
受
け

入
れ
る
た
め
に
宿
泊
施
設

の
活
用
は
。

総
務
課
長

厚
労
省
及
び

観
光
庁
か
ら
災
害
時
の
被

災
者
へ
の
宿
泊
施
設
の
提

供
に
関
す
る
協
力
依
頼
が

発
出
さ
れ
、
協
力
回
答
の

あ
っ
た
3
施
設
と
現
在
協

定
の
締
結
に
向
け
協
議
中
。

問

民
宿
や
旅
館
経
営
者

は
、
地
域
で
活
動
し
て
い

る
方
も
多
い
が
連
携
は
。

総
務
課
長

具
体
的
な
連

携
は
し
て
い
な
い
が
多
く

の
避
難
所
が
必
要
と
な
る
。

協
力
い
た
だ
け
る
と
大
変

あ
り
が
た
い
。

問

宿
泊
施
設
を
活
用
す

る
場
合
、
避
難
者
の
優
先

順
位
の
考
え
方
は
。

総
務
課
長

小
さ
な
お
子

さ
ん
連
れ
の
方
、
高
齢
の

方
、
持
病
を
お
持
ち
の
方
、

妊
産
婦
な
ど
の
皆
様
を
優

先
的
に
案
内
す
る
と
考
え

る
。
体
に
障
が
い
を
お
持

ち
の
方
、
介
助
が
必
要
な

方
は
、
福
祉
避
難
所
を
補

完
す
る
。

問

防
災
計
画
の
中
に
あ

る
収
容
人
数
や
避
難
所
、

分
散
避
難
の
考
え
方
に
つ

い
て
今
後
見
直
す
考
え
は
。

総
務
課
長

コ
ロ
ナ
禍
で

様
々
な
課
題
も
あ
る
。
必

要
に
応
じ
て
見
直
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
に
備
え
た
検
査

体
制
強
化
は

問

政
府
は
、
検
査
体
制

を
抜
本
的
に
拡
大
し
、
季

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流

行
に
も
備
え
る
と
し
た
が
。

保
健
福
祉
課
長

県
で
検

査
処
理
能
力
を
確
保
し
検

査
体
制
を
構
築
。
県
の
要

請
に
応
じ
協
力
を
考
え
る
。

18
歳
以
下
へ
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
接
種
費
用
助
成
は

問
　
必
要
性
と
見
解
は
。

保
健
福
祉
課
長

発
病
の

予
防
や
発
病
後
の
重
症
化
、

死
亡
を
予
防
す
る
一
定
の

効
果
が
あ
る
。
今
後
予
防

接
種
法
に
規
定
さ
れ
た
場

合
、
公
費
負
担
を
考
え
る
。

三密を避けての避難所設置訓練

一
般
質
問
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一
般
質
問

一 般 質 問

一口
メモ

ニューノーマルの道
みち

標
しるべ

SDGs の町づくりを
総合政策課長
住民ひとり一人が可能な範囲で取り組めるガイド
ライン等を発信したい 横須賀 桃子

「ニューノーマル」とは…新型コロナウイルス感染症が社会に大きな影響を与え
たことにより、今まで当たり前だった日常・常識が普通でなくなり、新しい日常・
常識が定着する状態のことです。

問

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
社

会
に
お
け
る
S
D
G
s
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
、
17
あ

る
テ
ー
マ
の
中
で
町
が
大

切
と
考
え
る
目
標
と
は
。

総
合
政
策
課
長

こ
の
よ

う
な
時
代
こ
そ
S
D
G
s

が
必
要
で
あ
り
、
今
後

「
軽
井
沢
版
S
D
G
s
」

を
策
定
す
る
。
優
先
的
に

取
り
組
み
た
い
事
業
は
環

境
・
社
会
・
経
済
で
あ
る
。

問

住
民
に
対
し
て
町
長

の
思
い
を
動
画
メ
ッ
セ
ー

ジ
な
ど
で
示
す
べ
き
だ
が
。

町
長

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
必

要
で
あ
れ
ば
発
信
す
る
。

問

3
つ
の
テ
ー
マ
を
実

現
す
る
鍵
は
、
行
政
・
企

業
・
住
民
が
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
構
築
す
る
こ
と

で
あ
る
。
S
N
S
を
活
用

し
て
目
標
ロ
ゴ
を
掲
載
す

る
な
ど
周
知
す
べ
き
で
は
。

総
合
政
策
課
長

良
い
と

思
う
が
、
違
っ
た
発
信
形

態
も
使
っ
て
進
め
た
い
。

問

社
会
的
課
題
の
解
決

と
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
に
向
け
、
自
治
体
間
の

連
携
を
図
る
と
共
に
、
企

業
や
学
校
、
そ
し
て
住
民

と
連
携
し
て
推
進
す
る

「
S
D
G
s
日
本
モ
デ
ル
」

の
普
及
啓
発
は
。

総
合
政
策
課
長

町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
て
い

る
が
、
今
後
は
積
極
的
な

普
及
啓
発
に
努
め
る
。

問

宣
言
の
み
に
し
な
い

た
め
、
S
N
S
を
活
用
し

て
住
民
か
ら
は
困
り
ご
と
、

企
業
か
ら
は
ノ
ウ
ハ
ウ
を

募
り
、
町
が
マ
ッ
チ
ン
グ

す
る
こ
と
で
普
及
啓
発
に

な
る
。
実
施
で
き
な
い
か
。

総
合
政
策
課
長

S
N
S

で
普
及
を
進
め
な
が
ら
、

町
内
1
0
0
以
上
の
事
業

所
が
加
入
す
る
「
軽
井
沢

環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で

の
協
議
を
検
討
し
た
い
。

町
長

日
本
モ
デ
ル
の
普

及
啓
発
は
非
常
に
重
要
だ
。

問

未
来
を
創
っ
て
い
く

子
ど
も
達
も
S
D
G
s
の

意
義
を
理
解
す
る
こ
と
が

重
要
だ
が
、
取
り
組
み
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長

子
ど

も
の
主
体
性
を
重
視
し
た

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問

持
続
可
能
な
町
づ
く

り
を
目
指
す
S
D
G
s
の

課
題
と
は
。

総
合
政
策
課
長

住
民
と

行
政
が
協
働
し
て
い
く
こ

と
が
課
題
だ
が
、
住
民
ひ

と
り
一
人
が
可
能
な
範
囲

で
取
り
組
め
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
等
を
発
信
し
た
い
。取り組もう‼子どもの未来を守る「SDGs」

一口
メモ
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一 般 質 問

町長メッセージは
議会と共有する方が良いが

総合政策課長

即時性を考えると現状以上の対応は難しい
寺田 和佳子

問

情
報
の
種
類
に
は
発

信
の
速
さ
を
重
視
す
る
も

の
と
、
速
さ
よ
り
も
届
け

た
い
内
容
を
重
視
す
る
も

の
が
あ
る
。
今
回
の
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
町
長
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
、
特
に
内
容
が

重
視
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
発
信

し
た
内
容
は
議
会
と
共
有

す
る
方
が
良
か
っ
た
の
で

は
。

総
合
政
策
課
長

町
長

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
感
染

拡
大
へ
の
緊
迫
し
た
状
況

の
中
で
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を

図
り
注
意
喚
起
を
行
っ
た
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中

の
自
粛
に
つ
い
て
は
動
画

に
て
分
か
り
や
す
い
文
章

を
用
い
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
性

を
高
め
た
。
即
時
性
を
考

え
る
と
現
状
以
上
の
対
応

は
難
し
い
。

問

で
は
、
角
度
を
変
え

て
お
話
し
す
る
と
、
共
に

話
し
合
い
を
持
ち
た
か
っ

た
事
柄
に
つ
い
て
は
、
県

内
外
か
ら
の
観
光
客
の
受

け
入
れ
に
つ
い
て
と
か
、

別
荘
所
有
者
へ
の
対
応
に

つ
い
て
、
自
粛
要
請
に
従

わ
な
い
宿
泊
業
者
等
が
い

た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
、

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
ッ
セ
ー
ジ

を
町
長
が
出
す
場
合
、
議

会
へ
も
十
分
に
思
い
を

語
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
、

共
に
重
荷
を
分
か
ち
合
う

こ
と
も
で
き
、
町
民
の
納

得
度
も
上
が
る
こ
と
と
思

う
が
い
か
が
か
。

町
長

コ
ロ
ナ
禍
は
誰
も

の
想
像
を
超
え
、
行
政
も

手
探
り
で
対
応
策
に
追
わ

れ
て
き
た
。
6
月
議
会
で

は
一
般
質
問
を
自
粛
す
る

と
い
う
議
会
か
ら
の
配
慮

も
あ
り
、
コ
ロ
ナ
対
策
に

充
て
る
時
間
を
確
保
で
き

た
。
ま
た
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
声
も
届
け
て
い
た
だ

い
た
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

対
策
や
考
え
方
を
課
長
な

ど
と
論
議
す
る
こ
と
も
多

く
あ
っ
た
が
、
私
個
人
の

判
断
も
多
か
っ
た
。
別
荘

所
有
者
の
方
を
守
る
こ
と

も
行
政
の
役
目
で
あ
る
と

い
う
個
人
的
な
考
え
を
庁

内
に
伝
え
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
即
時
性
と
い
う
観
点

か
ら
し
て
も
自
分
の
責
任

で
進
め
て
き
た
の
が
現
状

で
あ
る
。

町長の思いを議会にも、
町民にも語ってほしい町ホームページより

一
般
質
問
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問

一 般 質 問

一口
メモ

テレワーク推進には
意識改革が重要では

総務課長
行政職ではなじむ業務が限られており、セキュリ
ティの問題もあり、テレワーク実施の予定はない 赤井 信夫

「財政調整基金」とは…　財源不足や緊急の支出が生じた場合に備えるためのもの
で、いわば自治体における貯金です。昨年の豪雨災害やコロナ禍により大きく取り
崩し、令和2年9月現在は約42億円の残高となっています。※7・18ページ参照

問

鎌
倉
市
は
テ
レ
ワ
ー

ク
推
進
に
は
意
識
改
革
が

重
要
と
考
え
、
課
長
級
か

ら
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
を
進

め
て
い
る
が
い
か
が
か
。

総
務
課
長

な
じ
む
業
務

が
限
ら
れ
て
お
り
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題
も
あ

り
、
実
施
の
予
定
は
な
い
。

問

学
校
配
置
P
C
を
貸

し
出
せ
な
い
の
は
、
学
び

を
止
め
か
ね
な
い
の
で
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長

児
童

生
徒
の
1
割
が
ネ
ッ
ト
環

境
な
し
、
2
割
が
通
信
機

器
な
し
。
2
百
人
以
上
の

端
末
や
通
信
機
器
を
現
時

点
で
用
意
で
き
な
い
。

問

中
学
3
年
生
だ
け
で

も
貸
し
出
せ
な
い
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長

必
要

に
応
じ
て
プ
リ
ン
ト
を

配
っ
た
り
し
て
対
応
す
る
。

臨
時
交
付
金
の
配

分
は

問

不
交
付
団
体
で
あ
る

当
町
へ
の
配
分
が
少
な
い

の
で
は
。

総
合
政
策
課
長

国
か
ら

の
臨
時
交
付
金
は
約
1
億

1
千
万
円
。
小
諸
市
5
億

8
千
万
円
、
御
代
田
町
2

億
5
千
万
円
に
比
べ
て
少

な
い
。

問

町
独
自
の
支
援
額
と

財
政
調
整
基
金
取
り
崩
し

額
は
。

総
務
課
長

補
正
13
億
5

千
万
円
、
財
政
調
整
基
金

取
り
崩
し
10
億
6
千
万
円
。

ふ
る
さ
と
納
税
の

地
場
産
品
活
用
は
い

つ
か
ら

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
3
億

8
千
万
円
の
大
半
は
I
S

A
K
へ
の
寄
附
金
だ
が
、

地
場
産
品
の
販
売
機
会
増
、

税
収
増
へ
の
活
用
は
。

総
合
政
策
課
長

来
年
度

に
向
け
て
今
準
備
し
て
い

る
。宿

泊
税
の
検
討
は

問

観
光
振
興
費
の
財
源

確
保
へ
の
検
討
は
。

税
務
課
長

全
国
3
都
府

県
、
3
政
令
指
定
都
市
、

2
市
町
が
導
入
。
検
討
し

た
経
過
は
あ
る
が
、
理
解

を
得
る
の
は
困
難
と
し
て

見
送
っ
た
。

I
T
企
業
な
ど
の
誘

致
は
で
き
な
い
か

問

日
南
市
が
若
者
流
出

対
策
で
I
T
企
業
誘
致
を

行
い
、
雇
用
と
人
口
増
の

効
果
を
出
し
て
い
る
例
な

ど
参
考
に
す
る
の
は
。

観
光
経
済
課
長

非
常
に

効
果
的
と
考
え
る
。

町
長

町
に
適
し
た
産
業

誘
致
を
真
剣
に
考
え
て
い

く
。

問

企
業
誘
致
に
産
官
学

と
し
て
信
大
・
東
大
包
括

的
連
携
協
定
の
活
用
は
。

総
合
政
策
課
長

病
院
医

師
確
保
の
取
り
組
み
中
な

の
で
今
は
難
し
い
。

一口
メモ
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一 般 質 問

発地市庭で再委託
のガイドラインを作っては

観光経済課長

そのような仕組みができるか研究したい
福本 修

問

国
の
持
続
化
給
付
金

事
業
で
は
委
託
先
団
体
が

事
業
を
再
委
託
し
、
こ
れ

が
中
抜
き
で
は
な
い
か
と

多
く
の
国
民
が
不
信
感
を

持
っ
た
。
当
町
の
指
定
管

理
者
制
度
は
町
民
に
不
信

感
を
持
た
れ
て
は
な
ら
な

い
。
発
地
市
庭
で
は
業
務

の
再
委
託
は
な
い
か
。

観
光
経
済
課
長

㈱
直
売

所
な
ど
の
各
店
舗
は
指
定

管
理
者
よ
り
利
用
許
可
を

受
け
て
運
営
し
て
い
る
。

事
業
の
再
委
託
に
な
る
と

は
考
え
て
い
な
い
。

問

自
分
が
作
っ
た
も
の

を
発
地
市
庭
で
売
る
の
は

す
っ
き
り
し
た
形
だ
が
、

㈱
直
売
所
は
発
地
市
庭
に

出
品
で
き
る
事
業
者
を
選

定
す
る
権
限
を
有
し
、
レ

ジ
を
管
理
し
、
自
身
が
選

定
し
た
事
業
者
か
ら
販
売

手
数
料
を
得
て
お
り
、
管

理
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る

印
象
を
受
け
る
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

観
光
経
済
課
長

㈱
直
売

所
に
つ
い
て
の
苦
情
は
町

に
は
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

も
し
あ
れ
ば
指
導
し
た
い
。

問

事
業
の
再
委
託
を
悪

い
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

指
定
管
理
者
の
裁
量
で
単

純
業
務
を
別
の
事
業
者
に

委
託
す
る
事
が
あ
っ
て
良

い
。
し
か
し
再
委
託
事
業

者
に
町
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能

が
働
か
な
い
こ
と
は
問
題

だ
。
指
定
管
理
者
は
毎
年

町
の
評
価
を
受
け
る
が
、

大
き
な
権
限
を
持
っ
て
い

る
事
業
者
が
町
の
チ
ェ
ッ

ク
を
何
も
受
け
ず
に
町
の

施
設
を
使
え
ば
チ
ェ
ッ
ク

が
利
か
な
い
。
自
身
が
生

産
し
た
も
の
以
外
を
管
理

す
る
立
場
の
場
合
は
再
委

託
と
位
置
づ
け
し
、
再
委

託
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
つ

く
っ
て
透
明
性
を
保
つ
仕

組
み
が
良
い
と
考
え
る
が
。

観
光
経
済
課
長

そ
の
よ

う
な
仕
組
み
が
で
き
る
か
、

こ
れ
か
ら
研
究
し
た
い
。

問

㈱
直
売
所
が
農
家
か

ら
徴
収
す
る
販
売
手
数
料

の
15
％
は
農
家
の
生
活
に

直
結
す
る
と
考
え
る
が
妥

当
な
の
か
。
例
え
ば
14
％

に
下
げ
る
余
地
は
な
い
の

か
。

観
光
経
済
課
長
　
町
が

15
％
を
決
め
た
わ
け
で
は

な
い
。
妥
当
か
は
、
㈱
直

売
所
が
会
員
の
意
見
を
吸

い
上
げ
る
中
で
判
断
し
て

い
く
べ
き
事
項
だ
。

発地市庭の朝、開店前に生産者の
みなさんが商品を並べている様子

一
般
質
問
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一
般
質
問

一 般 質 問

一口
メモ

新型コロナ感染者が
� 利用した施設の公表は
保健福祉課長

町独自での公表はしない
利根川 泰三

「クラスター」とは…疫学、感染症においては、「感染者の集団」や「集団感染」
などを指す言葉として使われています。

問
　
感
染
者
が
利
用
し
た

と
確
認
で
き
た
施
設
を
公

表
す
る
予
定
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
町
独
自

で
の
公
表
は
し
な
い
。
県

が
公
表
し
た
内
容
に
基
づ

き
公
表
す
る
。

問
　
ク
ラ
ス
タ
ー
感
染
が

発
生
し
た
施
設
に
対
し
、

感
染
防
止
策
の
た
め
の
金

銭
的
な
補
助
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
補
助
に

つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

問
　
感
染
者
が
誹
謗
中
傷

に
よ
る
自
殺
者
と
な
ら
な

い
よ
う
町
独
自
の
取
り
組

み
は
し
て
い
る
か
。

保
健
福
祉
課
長
　
誰
も
が

社
会
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ

と
な
く
希
望
、
誇
り
や
生

き
が
い
を
持
ち
続
け
る
地

域
づ
く
り
に
向
け
、
業
務

に
努
め
て
い
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
労
働
者

の
現
状
と
雇
用
確

保
は

問
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
町

内
の
事
業
所
の
廃
業
や
倒

産
の
確
認
は
。

観
光
経
済
課
長
　
廃
業
、

倒
産
の
状
況
に
つ
い
て
は

把
握
し
て
い
な
い
。

問
　
雇
用
創
出
や
確
保
の

取
り
組
み
は
。

観
光
経
済
課
長
　
町
に
お

い
て
早
々
に
失
業
者
が
増

え
て
い
く
と
は
捉
え
て
い

な
い
が
、
関
係
団
体
と
連

携
を
密
に
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

観
光
事
業
の
再
生
は

問
　
安
全
に
お
客
様
を
呼

び
込
む
た
め
、
首
都
圏
に

対
し
全
力
で
感
染
防
止
に

取
り
組
ん
で
い
る
な
ど
明

確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

観
光
経
済
課
長
　
別
荘
滞

在
の
際
、
不
要
不
急
の
外

出
や
混
雑
時
の
買
い
物
の

回
避
、
手
洗
い
、
う
が
い

の
徹
底
な
ど
「
緑
の
お
た

よ
り
」
の
号
外
の
発
行
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
S
N
S

で
周
知
し
て
い
る
。

問
　
観
光
客
に
対
し
て
は
。

観
光
経
済
課
長
　
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
他
、
観
光
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
観

光
客
に
も
周
知
し
て
い
る
。

問
　
町
で
実
施
す
る
「
宿

泊
プ
レ
ミ
ア
ム
ク
ー
ポ
ン

券
事
業
」
実
施
は
、
感
染

リ
ス
ク
を
高
め
る
の
で
は

と
心
配
し
て
い
る
事
業
者

が
い
る
が
。

観
光
経
済
課
長
　
一
方
で

は
町
内
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
の
で
あ
り
が
た

い
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

受
入
側
の
感
染
防
止
対
策

を
し
っ
か
り
講
じ
、
町
内

経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

一口
メモ

令和 2年 5月 5日午後 4時頃の旧軽井沢銀座通り
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一 般 質 問

このまま開発が続けば
当町も都市化が進むが

町長
人が増えれば緑も後退するが今後の推移を見守り
たい木内 徹

問

最
近
、
ホ
テ
ル
建
設

に
よ
る
大
規
模
な
開
発
が

行
わ
れ
た
り
、
歴
史
的
建

造
物
で
あ
る
シ
ョ
ー
記
念

礼
拝
堂
の
横
に
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
が
進
ん
で
い
る
。

こ
の
ま
ま
開
発
が
続
け
ば
、

当
町
が
都
市
化
さ
れ
た
他

の
自
治
体
と
何
ら
変
わ
ら

な
い
、
俗
化
し
た
市
街
地

に
変
容
し
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
。
日
本
一
厳
し

い
と
い
わ
れ
る
自
然
保
護

の
た
め
の
条
例
等
が
あ
る

が
、
も
う
一
度
自
然
豊
か

な
保
養
地
と
し
て
の
原
点

に
立
ち
返
る
べ
き
で
あ
る
。

超
長
期
的
な
観
点
か
ら
の

町
長
の
見
解
は
。

町
長

全
国
の
自
治
体
で

人
口
減
少
が
続
く
中
、
幸

い
に
も
当
町
は
人
口
、
世

帯
数
と
も
に
増
加
し
て
い

る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
建

設
よ
り
も
圧
倒
的
に
住
宅

が
急
増
し
た
。
そ
の
た
め

山
林
原
野
が
切
り
開
か
れ

た
。
き
れ
い
で
住
み
よ
い

町
で
あ
る
か
ら
こ
そ
人
は

増
え
、
緑
も
後
退
し
て
い

く
。
都
市
の
宿
命
と
も
い

え
る
。
こ
う
し
た
時
代
の

推
移
を
見
守
り
な
が
ら
慎

重
に
判
断
し
て
参
り
た
い
。

問

こ
れ
以
上
の
マ
ン

シ
ョ
ン
や
ホ
テ
ル
の
建
設
、

別
荘
地
造
成
は
抑
制
す
べ

き
で
あ
る
が
。

環
境
課
長

こ
れ
ま
で
開

発
動
向
に
合
わ
せ
て
、
幾

度
か
自
然
保
護
対
策
要
綱

を
改
正
し
て
対
応
し
て
き

た
。
こ
れ
以
上
の
制
限
は

難
し
い
。

問

現
在
の
要
綱
等
で
は

限
界
が
あ
る
の
で
、
そ
の

見
直
し
に
つ
い
て
自
然
保

護
審
議
会
に
諮
れ
な
い
か
。

環
境
課
長

現
在
で
も
法

律
を
上
回
る
基
準
を
設
け
、

厳
し
い
規
制
を
し
て
い
る

の
で
審
議
会
に
諮
る
予
定

は
な
い
。

問

ホ
テ
ル
等
の
建
設
で

植
栽
計
画
や
そ
の
確
認
を

ど
う
行
っ
て
い
く
の
か
。

環
境
課
長

自
然
保
護
協

定
ど
お
り
の
植
栽
か
ど
う

か
現
地
確
認
を
行
う
。

問

あ
る
ス
ー
パ
ー
の
沿

道
に
植
栽
が
さ
れ
、
景
観

上
好
ま
し
く
思
っ
て
い
る
。

新
し
く
店
舗
や
住
宅
建
設

の
際
に
も
沿
道
緑
化
と
し

て
指
導
し
て
ほ
し
い
が
。

環
境
課
長

店
舗
の
新
築

や
宅
地
分
譲
の
際
は
植
栽

計
画
を
提
出
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。
積
極
的
に
指
導

し
て
い
く
。

景観上好ましい沿道緑化

一
般
質
問
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令和2年10月25日　第128号 8

一
般
質
問

一 般 質 問

一口
メモ

川島 さゆり

総合政策課長
既に進めているが、今後、マイナポータルを利用
しオンライン申請を整備していく

行政手続きオンライン化を
進めるべきでは

「トラストサービス」とは…従来の押印に替わるもので、電子文書の作成者を証
明する「電子署名」や「社印」の電子板に相当する「ｅシール」などがあり、政
府が普及に向け検討をしています。

問

千
葉
市
は
、「
市
役

所
に
行
か
な
く
て
い
い
、

待
た
な
く
て
い
い
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
行
政
手
続
き

オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
加
速
さ

せ
る
が
、
当
町
も
オ
ン
ラ

イ
ン
化
を
さ
ら
に
進
め
る

べ
き
時
で
は
な
い
か
。

総
合
政
策
課
長

税
、
戸

籍
、
保
険
、
年
金
、
福
祉

の
申
請
手
続
き
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
郵
送
申
請
可

能
。
な
が
の
電
子
申
請

サ
ー
ビ
ス
で
会
員
に
関
す

る
各
種
手
続
き
、
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
送
付
申
請
を

展
開
。
８
月
よ
り
水
道
使

用
者
変
更
届
、
水
道
用
途

変
更
届
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
を
開
始
。
今
後
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
率
を

上
げ
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
の
整
備
を
し
て
い
く
。

問

今
後
国
は
、
押
印
制

度
の
見
直
し
を
す
る
が
、

送
信
元
の
な
り
す
ま
し
や

デ
ー
タ
改
ざ
ん
を
防
ぐ

「
ト
ラ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
」

に
つ
い
て
町
の
見
解
は
。

総
務
課
長

今
後
、
法
令

や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
デ
ー

タ
へ
の
信
頼
性
の
担
保
等

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
率
と
今
後
の
目

標
や
取
り
組
み
は
。

住
民
課
長

８
月
９
日
現

在
、
交
付
枚
数
は
４
４
０

５
枚
。
交
付
率
は
、
21
・

６
％
。
当
面
50
％
を
め
ざ

す
。
予
約
制
サ
ポ
ー
ト
窓

口
の
周
知
も
し
て
い
く
。

問

千
葉
市
は
個
々
に
同

意
を
得
て
情
報
提
供
を
し
、

市
の
無
料
通
信
ア
プ
リ

「
ラ
イ
ン
」
ア
カ
ウ
ン
ト

で
各
種
手
当
や
健
康
診
査

等
受
給
漏
れ
を
防
ぐ
プ
ッ

シ
ュ
型
通
知
を
行
う
。
町

で
も
情
報
基
本
計
画
の
中

に
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
導

入
と
あ
る
が
。

保
健
福
祉
課
長
　
現
在
、

関
係
部
署
と
製
品
情
報
収

集
や
保
護
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
等
行
い
検
討
し
て

い
る
。

総
合
政
策
課
長

ラ
イ
ン

等
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
併

せ
さ
ら
な
る
整
備
を
進
め

て
い
く
。

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
―

タ
―
の
配
備
は

問

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
で

の
自
宅
療
養
や
宿
泊
施
設

療
養
中
で
の
配
備
は
。

保
健
福
祉
課
長

県
で
宿

泊
療
養
者
に
準
備
、
自
宅

療
養
者
に
も
検
討
中
。症状悪化をすぐ察知！

行政オンライン化にはマイナンバーカードが必要、みなさんも今すぐ取得を！！

一口
メモ
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令和2年10月25日　第128号7

一 般 質 問

一
般
質
問

遠山 隆雄

財政調整基金の
考え方と望ましい基金残高は
総務課長
災害復旧・財源不足等生じた際の財源とし、町財政を
1年間維持できる 100億円程度の確保が望ましい

問

近
年
の
財
政
調
整
基

金
残
高
は
過
去
と
比
較
し

減
少
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

禍
対
応
の
た
め
経
費
も
必

要
と
な
る
中
、
財
政
調
整

基
金
の
基
本
的
な
考
え
は
。

総
務
課
長

一
般
的
に
は

災
害
復
旧
な
ど
財
源
不
足

が
生
じ
た
際
の
基
金
と
し

て
、
標
準
財
政
規
模
の
10

〜
20
％
が
適
正
と
言
わ
れ

て
い
る
。
基
本
的
に
は
自

然
災
害
へ
の
対
応
や
、
景

気
悪
化
に
よ
る
税
収
の
減

額
補
填
等
、
や
む
を
得
な

い
理
由
に
よ
り
生
じ
る
経

費
へ
の
財
源
に
充
て
る
。

問

一
般
の
自
治
体
で
あ

れ
ば
税
収
が
減
っ
て
も
7

割
程
度
は
国
が
補
填
し
て

く
れ
る
。
地
方
交
付
税
不

交
付
団
体
の
町
と
し
て
、

今
後
の
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対

応
や
災
害
対
応
等
も
考
慮

し
、
最
低
限
確
保
し
た
い

財
政
調
整
基
金
の
額
は
。

総
務
課
長

町
の
一
般
財

源
及
び
補
助
金
だ
け
で
賄

う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

災
害
時
の
対
応
も
考
慮
し

た
理
想
的
な
残
高
は
、
一

年
間
の
町
財
政
を
維
持
で

き
る
1
0
0
億
円
程
度
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の

活
用
は

問

ふ
る
さ
と
納
税
に
コ

ロ
ナ
支
援
の
寄
附
金
メ

ニ
ュ
ー
を
追
加
す
る
考
え

は
。

総
合
政
策
課
長

メ
ニ
ュ
ー

は
増
や
さ
ず
返
礼
品
で
の

事
業
者
支
援
を
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
返
礼
品
を
地

場
産
品
と
し
、
贈
る
だ
け

で
は
な
い
参
加
・
体
験
型

も
含
め
業
者
と
協
議
し
て

い
る
。

新
年
度
の
町
税
収

入
と
予
算
編
成
は

問

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
り
経
済
状
況
は
厳
し
い

と
感
じ
る
が
、
来
年
度
の

町
税
収
入
の
見
込
を
ど
う

予
見
し
、
予
算
編
成
へ
の

影
響
を
ど
う
考
え
る
か
。

税
務
課
長

観
光
客
の
入

り
込
み
が
大
き
く
減
少
し
、

7
月
ま
で
の
入
湯
税
は

53
％
減
少
し
て
い
る
。
7

月
ま
で
の
徴
収
猶
予
件
数

も
2
1
2
件
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
状
況
か
ら
町
民
税
、

国
保
税
等
の
減
収
も
避
け

ら
れ
ず
、
町
税
全
体
の
収

納
率
低
下
が
想
定
さ
れ
る
。

総
務
課
長

コ
ロ
ナ
の
影

響
が
長
期
化
し
た
場
合
、

次
年
度
の
予
算
編
成
は
極

め
て
厳
し
い
状
況
に
な
る

と
考
え
る
。
国
庫
・
県
支

出
金
や
、
借
入
を
控
え
て

き
た
起
債
の
活
用
等
、
予

算
を
絞
り
込
む
こ
と
で
歳

出
削
減
に
も
努
め
て
い
く
。

一般会計分の基金の状況 （単位 : 万円）

年度�
区分 平成 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

財政調整基金 584,657� 619,591� 609,524� 597,982� 499,122� 371,462�

減 債 基 金 31,759� 31,477� 31,225� 32,897� 13,941� 17,425�

その他目的基金 507,889 548,931 583,421 594,998 555,244 537,532

合 計 1,124,305� 1,199,999� 1,224,170� 1,225,877� 1,068,307� 926,419�

年度�
区分 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 令和元年度

財政調整基金 382,523� 328,598� 355,210� 393,145� 404,969� 491,346�

減 債 基 金 28,555� 28,645� 36,833� 32,957� 26,946� 18,944�

その他目的基金 318,115 183,805 228,861 269,492 308,385 340,712

合 計 729,193� 541,048� 620,904� 695,594� 740,300� 851,002�

一口
メモ

「財政調整基金」とは…　財源不足や緊急の支出が生じた場合に備えるためのもの
で、いわば自治体における貯金です。昨年の豪雨災害やコロナ禍により大きく取り崩
し、令和2年9月現在は約42億円の残高となっています。※12・18ページ参照

一口
メモ
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令和2年10月25日　第128号 6

一
般
質
問

町への提言 !一般
質問

1 日目 2日目

遠山 隆雄 （7ページ）

●財政調整基金の考え方と望ましい基金残高は
●ふるさと納税の活用は
●新年度の町税収入と予算編成は

川島 さゆり （8ページ）

●行政手続きオンライン化を進めるべきでは
●パルスオキシメ―タ―の配備は

木内 徹 （9ページ）

●このまま開発が続けば当町も都市化が進むが

利根川 泰三 （10ページ）

●新型コロナ感染者が利用した施設の公表は
●コロナ禍の労働者の現状と雇用確保は
●観光事業の再生は

福本 修 （11ページ）

●発地市庭で再委託のガイドラインを作っては

赤井 信夫 （12ページ）

●テレワーク推進には意識改革が重要では
●臨時交付金の配分は
●ふるさと納税の地場産品活用はいつから
●宿泊税の検討は
● IT企業などの誘致はできないか

寺田 和佳子 （13ページ）

●町長メッセージは議会と共有する方が良いが

横須賀 桃子 （14ページ）

●ニューノーマルの道標 SDGs の町づくりを

眞島 聡子 （15ページ）

●コロナ禍での避難所の収容人数は
●新型コロナ感染拡大に備えた検査体制強化は
● 18歳以下へのインフルエンザワクチン接種
　費用助成は

中澤 睦夫 （16ページ）

●ふるさと納税返礼品で協議体を設置しては
●保険証の未交付は解消したのか
●生活福祉資金や生活保護への対策は
●台風 19号の教訓をもとにした水害対策は

押金 洋仁 （17ページ）

●非常時の判断にもっとスピード感を
●町として無形文化財の指定を

 一般質問  一般質問

検索軽井沢町議会一般質問は一問一答方式で 1時間以内となっています。
内容に関しては要約して掲載しています。
議事録は議会ホームページで閲覧できます。

質問者の前に飛沫防止のアクリル板を設置してい
るのでマスクの着用は任意です。

西部小運動会（保護者より提供）
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令和２年10月25日　第128号5

住民の皆さんに
聞いてみました

軽井沢ゆうすげの集い
事業

農業次世代人材投資事業
経営開始型補助

軽井沢高校学習センター
関連事業

インバウンド推進
海外誘客宣伝事業

初めての参加でしたが、近隣市町村のブースもあり
楽しかったです。しかし、途中の演奏に耳を傾けて
いる方が少なく残念でした。           （参加者より）

軽井沢はブランド力があり、農業を営むうえでの条
件は良いです。

（新規就農者より）

通うようになって学習への意識が変わり、将来に向
け必要なものに注力できるようになりました。

（生徒より）

毎年アジア中心に誘客宣伝を行ってきましたが、元
年度はカナダでプロモーションを行いました。
まずは、名前から知ってもらいましょう！

403万円

150万円

1,650万円

1,129万円

こんなところに使われました

決
算
審
査

　基幹系業務システムに係る費用については、
自治体クラウドなどの共同利用システムへの
移行を積極的に図ると共に、契約は一者随意
契約を極力減らし、複数者による入札等を行
うなど、導入価格の抑制に努められたい。
　住民への情報提供手段として、町ホームペー
ジの役割は今後も重要性を増していくと思わ
れる。そこで新しい技術や規格に目を配りつ
つ、求める情報が容易に手に入る工夫が一層
望まれる。
　小中学校に導入したＩＣＴ機器を有効に活
用するため、非常時にはタブレット端末を学
校以外でも使用できるよう配慮すべきである。
　児童発達支援センターの開設は設計のみに

とどまり、改修につながらなかったが、設計
の段階で得られた知見が無駄にならぬよう、
今後の庁舎周辺整備事業の中で活かされるよ
う努められたい。
　近年の災害・感染症に揺れる人類社会の中
で、財政状況は今後大変厳しいものになると
想定できる。このような現状を踏まえると、
町民の安定した暮らしのため、自然災害等不
測の事態に対する備えと、限られた財源を無
駄なく活かすことがまず求められる。それを
実行するためには、現在行っている公共サー
ビス事業の効果検証を各課で丁寧に行い、今
後の人口動向や社会構造を見極めつつ、改善
に努めていくことが必要である。

意　　見

さまざまな角度から審査し、決算を認定。
同時に以下の意見を町へ提出しました。意見を

提出
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令和２年10月25日　第128号 4

決
算
審
査

試験運転が始まった佐久平クリーンセンター

環
境
課

ご
み
再
資
源
化
の

対
策
は
　

問

令
和
元
年
度
の
資
源

物
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は

22
・
15
％
と
前
年
度
に
比

べ
下
が
っ
て
い
る
が
理
由

は
。新

し
い
ご
み
処
理
施
設

の
稼
働
後
も
ご
み
の
減
量

は
必
要
に
な
る
が
、
対
策

は
。

答

一
部
の
地
区
や
ス
ー

パ
ー
で
も
資
源
物
を
回
収

し
て
い
る
こ
と
が
、
低
下

の
一
因
と
考
え
ら
れ
る
。

ご
み
減
量
対
策
と
し
て

は
事
業
所
の
シ
ュ
レ
ッ

ダ
ー
ご
み
を
資
源
と
し
て

回
収
で
き
な
い
か
、
業
者

と
交
渉
中
で
あ
る
。

観
光
経
済
課

観
光
w
i-

F
i
の

設
置
状
況
は

問

屋
外
w
i-

F
i
の

設
置
工
事
は
何
件
か
。
受

信
エ
リ
ア
は
ど
こ
ま
で
広

が
っ
た
か
。

答
　
令
和
元
年
は
4
か
所

設
置
し
た
。
湯
川
橋
、
観

光
振
興
セ
ン
タ
ー
な
ど
大

型
看
板
が
あ
る
場
所
を
優

先
し
た
。
看
板
か
ら
お
よ

そ
50 

m
以
内
で
あ
れ
ば
無

料
で
受
信
で
き
る
。

G 

20
関
係
閣
僚
会

合
の
経
済
効
果
は

問

G 

20
の
関
係
閣
僚
会

合
を
誘
致
し
た
が
、
経
済

効
果
の
検
証
は
。

答

シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
算

出
し
た
経
済
効
果
は
11

億
2
4
0
0
万
円
と
な
っ

た
。「
リ
ゾ
ー
ト
会
議
都

市
軽
井
沢
」
と
し
て
、
世

界
に
軽
井
沢
を
広
め
る
こ

と
が
で
き
た
。

冬
期
野
菜
の
栽
培

実
験
の
結
果
は

問

木
材
チ
ッ
プ
の
発
酵

熱
を
利
用
し
た
冬
期
野
菜

栽
培
実
験
の
結
果
を
ど
の

よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。

答

3
年
間
の
結
果
を
ま

と
め
、
報
告
会
を
開
催
し
、

活
用
に
つ
い
て
は
、
農
業

者
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
る
。

軽
井
沢
農
業
の

担
い
手
育
成
策
は

問

新
規
就
農
助
成
制
度

を
受
け
て
い
る
人
は
何
人

か
。
就
農
相
談
体
制
は
。

農
協
な
ど
で
就
農
指
導
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答

助
成
を
受
け
て
い
る

就
農
者
は
1
人
。
昨
年
は

7
人
の
就
農
希
望
者
が
あ

り
、
町
の
農
業
委
員
会
、

県
の
普
及
指
導
員
に
相
談

し
た
が
、
全
員
断
念
し
て

い
る
。
農
協
に
よ
る
就
農

指
導
の
状
況
に
つ
い
て
は

把
握
し
て
い
な
い
。

こ
ど
も
教
育
課

南
地
区
複
合
施
設
へ

の
意
見
聴
取
は

問

発
地
公
民
館
と
南
地

区
児
童
館
の
改
築
に
併
せ

計
画
し
て
い
る
複
合
施
設

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

人
か
ら
意
見
を
聞
い
た
か
。

答

区
の
役
員
や
児
童
館

の
母
親
ク
ラ
ブ
と
の
懇
談

で
、
ト
イ
レ
な
ど
設
備
の

他
ど
の
よ
う
な
施
設
が
良

い
か
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
　
　

ラ
ー
ニ
ン
グ
に
　
　

対
す
る
教
員
研
修
は

問

１
年
間
ど
の
よ
う
な

内
容
で
取
り
組
ん
で
き
た

の
か
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍

の
今
年
１
月
か
ら
３
月
ま

で
の
間
は
、
遠
隔
に
よ
る

教
員
へ
の
研
修
は
あ
っ
た

の
か
。

答

小
学
校
で
は
、
新
学

習
指
導
要
領
に
対
応
し
た

英
語
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

な
ど
の
研
修
を
行
っ
た
。

今
年
の
１
月
か
ら
３
月
に

関
し
て
は
、
研
修
方
法
や

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
実
施

に
向
け
、
先
生
方
に
で
き

る
こ
と
を
模
索
し
て
い
た
。

生
涯
学
習
課

図
書
館
長
の
勤
務

条
件
は

問
　
館
長
の
報
酬
は
そ
の

働
き
や
勤
務
状
況
に
見

合
っ
た
妥
当
な
金
額
な
の

か
。

答

館
長
は
非
常
勤
特
別

職
の
た
め
、
勤
務
時
間
は

決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
開

館
時
間
に
は
出
勤
し
助
言

等
を
し
て
い
る
。
毎
月
の

朗
読
会
や
文
化
講
演
会
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
い

報
酬
以
上
の
働
き
を
し
て

い
る
と
考
え
る
。

軽
井
沢
病
院

総
合
診
療
科
の
　

効
果
は

問

軽
井
沢
病
院
の
総
合

診
療
科
が
昨
年
新
設
さ
れ

た
。
そ
の
効
果
は
ど
う
か
。

答

患
者
の
心
や
体
、
家

族
関
係
な
ど
を
含
め
総
合

的
に
診
察
し
て
お
り
、
患

者
の
満
足
度
は
高
い
と
認

識
し
て
い
る
。

一口
メモ

一口
メモ

「アクティブラーニング」とは…教員による一方向的な教育とは異なり、児童・
生徒がグループ・ワークなどを通して主体的に課題を解決しようとする参加型の
学習方法です。
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令和２年10月25日　第128号3

決
算
審
査

一般会計決算内訳

多
世
代
同
居
支
援

補
助
の
効
果
は

問

補
助
29
件
の
う
ち
、

新
た
に
多
世
代
同
居
と

な
っ
た
4
世
帯
の
補
助
金

の
内
容
は
。

答

住
宅
取
得
2
件
と
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
が
2
件
。

問

当
事
業
が
き
っ
か
け

と
な
り
多
世
代
同
居
に

至
っ
た
事
例
は
。

答

制
度
を
始
め
て
3
年

に
な
り
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
制

度
が
き
っ
か
け
と
な
り
多

世
代
同
居
に
な
っ
た
と
の

結
果
が
で
て
い
る
。

住
民
課

町
営
住
宅
の
使
用

年
数
は

問

借
宿
団
地
は
築
40
年

近
く
経
っ
て
い
る
。
今
回

の
長
寿
命
化
工
事
に
よ
り

ど
の
程
度
ま
で
使
用
す
る

予
定
か
。

答
　
今
の
時
点
で
は
、
工

事
後
10
年
間
は
利
用
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

し
な
の
鉄
道
代
替

輸
送
負
担
金
の
　

詳
細
は

問
　
詳
し
い
内
容
は
。

答

昨
年
の
台
風
19
号

の
影
響
で
約
1
か
月
間
運

休
と
な
っ
た
際
、
代
替

輸
送
が
必
要
と
判
断
さ

れ
、
バ
ス
に
よ
る
代
替

輸
送
が
行
わ
れ
た
。
費

総務費
41億6,340万円

町税
103億5,311万円民生費

30億6,442万円

衛生費
13億　800万円

土木費
18億4,772万円

教育費
15億6,106万円

災害復旧費 1億1,890万円

地方譲与税・交付金 8億3,724万円

県支出金
4億3,456万円

消防費
3億1,440万円

公債費（借金返済）
5億8,974万円

分担金及び負担金 7,940万円

使用料及び手数料
2億6,671万円

国庫支出金
6億1,733万円

議会費
1億4,430万円

労働費 77万円

農林水産業費
2億9,302万円

商工費
4億4,646万円

財産収入・寄附金・繰入金
15億5,596万円

繰越金 10億4,420万円

諸収入 2億4,729万円

歳 入
154億

3,580万円

歳 出
138億

5,219万円

用
総
額
6
2
2
8
万
5
千

円
を
国
、
県
、
沿
線
市
町

で
分
担
し
、
町
は
91
万

2
千
円
を
負
担
し
た
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

利
便
性
は

問

過
去
の
情
報
を
閲
覧

で
き
る
ア
ー
カ
イ
ブ
機
能

が
見
当
た
ら
な
い
が
。

答

ア
ー
カ
イ
ブ
は
な
い
。

各
課
が
設
定
す
る
公
開
期

間
が
過
ぎ
た
も
の
は
削
除

さ
れ
る
。
今
後
閲
覧
者
等

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

近
隣
自
治
体
の
状
況
も
見

て
考
え
た
い
。

問

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
版

や
パ
ソ
コ
ン
版
な
ど
、
閲

覧
者
の
環
境
に
合
わ
せ
表

示
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

答

今
後
改
善
し
て
い
く

方
向
で
検
討
し
た
い
。

上
下
水
道
課

台
風
19
号
で
故
障

し
た
排
水
処
理
　

施
設
は

問

昨
年
の
台
風
19
号
で

故
障
し
た
下
発
地
の
集
落

排
水
施
設
の
対
策
は
。

答

停
電
の
た
め
マ
ン

ホ
ー
ル
内
の
真
空
弁
が
故

障
し
、
排
水
機
能
が
働
か

な
く
な
っ
た
。
今
後
の
災

害
に
備
え
、
復
旧
用
の
予

備
品
を
購
入
し
た
。

これから壁と屋根を直してまだまだ使います

借宿団地
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令和２年10月25日　第128号 2

決
算
審
査

を認定

情
報
シ
ス
テ
ム
系
全
般

経
費
減
少
の
要
因
は

問

昨
年
度
と
比
較
し
て

２
億
4
千
万
円
減
少
の
要

因
は
。

答

大
規
模
改
修
等
が
な

か
っ
た
の
が
一
番
の
要
因
。

シ
ス
テ
ム
の
入
れ
替
え
も

国
か
ら
仕
様
が
示
さ
れ
て

い
る
も
の
に
つ
い
て
、
入

札
を
行
う
こ
と
で
減
額
で

き
た
。
修
正
を
I
T
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
随
時
相

談
し
、
設
計
を
組
み
直
す

努
力
も
し
た
。

問

県
共
同
管
理
シ
ス
テ

ム
に
切
り
替
え
て
い
る
が

効
果
は
。

答

切
り
替
え
た
こ
と
に

よ
り
業
務
量
と
経
費
が
削

減
で
き
、
そ
の
結
果
、
各

課
の
残
業
時
間
が
削
減
で

き
て
い
る
と
考
え
る
。

総
合
政
策
課

22
世
紀
風
土
フ
ォ
ー

ラ
ム
住
民
参
画
推
進

の
効
果
は

問

風
土
フ
ォ
ー
ラ
ム
基

本
会
議
の
成
果
と
し
て
、

今
後
の
方
向
性
や
住
民
参

画
に
よ
る
会
議
の
持
ち
方

に
つ
い
て
助
言
及
び
提
案

を
受
け
た
と
し
て
い
る
が
、

町
の
施
策
に
反
映
で
き
た

も
の
は
。

答

令
和
元
年
度
に
反
映

で
き
て
は
い
な
い
が
、
他

自
治
体
の
事
例
や
必
要
な

情
報
を
風
土
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
議
論
の
中
で
生
か
し
て

い
き
た
い
。

問

住
民
主
体
と
な
っ
た

新
し
い
取
り
組
み
と
は
。

答

中
軽
井
沢
と
新
軽
井

沢
に
出
向
き
、
そ
れ
ぞ
れ

年
5
回
、
エ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
の
検
討
会
議
を
は
じ
め

て
い
る
。

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
は

問
　
活
用
事
例
は
。

答

観
光
P
R
の
た
め
の

動
画
撮
影
、
防
災
面
の
確

認
に
利
用
し
た
。
昨
年
の

台
風
19
号
で
は
、
被
災
し

た
農
地
・
道
路
を
上
空
か

ら
撮
影
し
、
現
状
を
確
認

す
る
な
ど
有
効
活
用
で
き

た
。

各会計の決算状況
歳　入 歳　出 差引残額

一 般 会 計 154 億 3,580 万円 138 億 5,219 万円 15 億 8,361 万円

特
別
会
計

国民健康保険事業勘定 25 億 8,988 万円 25 億 7,822 万円 1,166 万円
駐車場 1 億 3,705 万円 1 億 2,664 万円 1,041 万円
公共下水道事業 7 億 3,680 万円 6 億 7,849 万円 5,831 万円
農業集落排水事業 9,498 万円 8,908 万円 590 万円
介護保険 16 億 1,631 万円 15 億 4,984 万円 6,647 万円
訪問看護事業 2,532 万円 557 万円 1,975 万円
後期高齢者医療 3 億 2,734 万円 3 億 1,923 万円 811 万円

小　　　計 209 億 6,348 万円 191 億 9,926 万円 17 億 6,422 万円
 企業会計（収益的収支：税抜）

水 道 事 業 6 億 7,377 万円 5 億 2,341 万円 1 億 5,036 万円
病 院 事 業 23 億 5,459 万円 22 億 7,850 万円 7,609 万円
合　　　計 239 億 9,184 万円 220 億   117 万円 19 億 9,067 万円

※表中の金額は、原則として万円単位未満を四捨五入としましたが、端数調整の都合上これによらないものもあります

令和元年度
決算審査

239億9,184 万円

220 億    117 万円

歳入
総額

歳出
総額

　
決
算
審
査
に
は
、
予
算
を
適
正
に
執
行
し
た
の
か
、
事
業
の
成
果
は
確
実
に
上
が
っ
て
い
る

か
、
改
善
す
べ
き
こ
と
は
な
い
か
等
の
視
点
か
ら
、
住
民
に
代
わ
っ
て
行
政
効
果
を
評
価
す
る
重

要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　
予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
は
、
９
月
10
日
・
11
日
・
14
日
・
15
日
の
４
日
間
に
わ
た
り
、
町
側

に
説
明
を
求
め
、
税
金
が
ど
う
使
わ
れ
た
か
を
審
査
し
ま
し
た
。

崩落現場をドローンで確認
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議会だより 令和2年

128

7・97・9

検索軽井沢町議会

議会だより 令和2年

128

7・97・9

検索軽井沢町議会

P20

P2

P18

オンラインミーティングを
開催します

令和元年度 決算審査
広くなる湯川橋 鳥井原で工事開始

表紙：森のようちえんぴっぴ
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　前号ページの「民生児童委員への交付金は」の文中、答弁に「活動費は県から年間12万円程度で
ている。」と記載がありますが、正しくは「活動費は県から年間5万9千円でている。」です。
掲載内容に誤りがありましたことをお詫び申し上げ、訂正いたします。

「第126号 議会だより軽井沢」の内容訂正について

再生紙を使用しています。
植物油インキを使用しています。

　
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
う
っ
と

う
し
い
梅
雨
の
時
期
に
読
者
の
皆
様

は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
今
号
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
特
集

号
の
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
。
な
ん

と
新
年
度
に
入
っ
て
５
回
の
本
会
議

が
開
か
れ
、
そ
の
対
策
に
約
35
億
円

の
補
正
が
組
ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
難
し
い
行
政
用
語
を

ど
の
よ
う
に
分
か
り
や
す
く
表
現
す

る
か
、
こ
の
編
集
も
大
変
な
作
業
に

な
り
ま
し
た
。

　
見
や
す
く
、
読
み
や
す
く
、
分
か

り
や
す
く
を
心
掛
け
て
、今
後
も「
読

ん
で
頂
け
る
」
議
会
だ
よ
り
に
な
る

よ
う
、努
め
て
ま
い
り
ま
す
。（
木
内
）
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再生紙を使用しています。
植物油インキを使用しています。

編
集
後
記

議
　
　
長�

佐
藤
　
敏
明

委
員
長�

横
須
賀
桃
子

副
委
員
長�

寺
田
和
佳
子

委
　
　
員�

眞
島
　
聡
子

�

中
澤
　
睦
夫

�

木
内
　
　
徹

�

押
金
　
洋
仁

�

川
島
さ
ゆ
り

�

佐
藤
　
幹
夫

　９月会議で取り扱う請願・陳情の提出期限は、８月７日（金）です。
　同日以降に提出された請願・陳情については、翌定例月会議での取り扱いとなりますので、あら
かじめご了承ください。

「請願・陳情」のお知らせ

　
議
会
だ
よ
り
の
モ
ニ
タ
ー
を
し
て
頂
け
ま
せ
ん
か
と
言
わ
れ
、
私
に
出

来
る
で
し
ょ
う
か
と
恐
る
恐
る
お
引
き
受
け
し
て
早
く
も
一
年
が
経
ち
ま

し
た
。

　
モ
ニ
タ
ー
は
十
名
の
幅
広
い
年
齢
層
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
議
会
だ

よ
り
の
読
者
も
い
ろ
い
ろ
な
年
齢
の
方
が
お
ら
れ
る
の
で
ど
の
年
齢
に
も

通
じ
る
配
慮
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
最
初
に
モ
ニ
タ
ー
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
が
届
い
た
時
の
質
問
に
は
「
字

が
多
す
ぎ
な
い
か
」「
専
門
的
な
用
語
が
多
く
わ
か
り
づ
ら
く
な
い
か
」「
表

紙
の
写
真
は
ど
う
思
う
か
」
等
と
細
部
に
わ
た
っ
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
モ
ニ
タ
ー
は
年
齢
毎
の
感
じ
方
を
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に

記
入
し
て
ゆ
き
ま
す
。
又
、
モ
ニ
タ
ー
か
ら
は
議
会
だ
よ
り
の
内
容
に
対

し
て
「
読
者
に
分
か
り
や
す
い
見
出
し
を
工
夫
し
て
」
と
か
「
若
い
世
代

に
も
読
ん
で
頂
け
る
よ
う
若
者
の
活
動
情
景
の
写
真
を
」
等
提
案
が
あ
る

と
編
集
委
員
の
方
は
直
ぐ
に
次
回
発
行
の
議
会
だ
よ
り
に
反
映
さ
せ
て
下

さ
い
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
を
少
し
で
も
多
く
の
方
に
読
ん
で
頂
け
る
よ
う
こ
れ
程
ま

で
に
細
部
に
注
意
を
払
っ
て
編
集
し
て
下
さ
っ
て
い
る
こ
と
が
良
く
分
か

り
ま
し
た
。

　
こ
の
町
で
は
議
場
コ
ン
サ
ー
ト
等
企
画
さ
れ
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
始
ま
る

前
に
は
議
会
を
傍
聴
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
町
民
と
議
会
が
も
っ
と
身

近
な
も
の
に
な
り
議
会
だ
よ
り
を
通
し
て
町
の
「
今
」
を
知
っ
て
頂
け
る

様
今
後
も
陰
な
が
ら
応
援
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

H
・
Y

�

（
原
文
マ
マ
）

読
者
モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
お
便
り
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令和2年7月25日　第127号13

政
務
活
動
費

政務活動費を使った有意義な研修会

　政務活動費には、このほかに会議費、資料作成費、
事務所費と人件費がありますが、令和元年度は該当
がありませんでした。

■令和元年度 政務活動費

調
査
研
究
費

◦
会
派
や
議
員
が
行
う
町

の
事
務
、
地
方
行
財
政

等
に
関
す
る
調
査
研
究

（
視
察
を
含
む
）
及
び

調
査
委
託
に
要
す
る
経

費
。

研
修
費

①
会
派
や
議
員
が
行
う
研

修
会
、
講
演
会
等
の
実

施（
共
同
開
催
を
含
む
）

に
要
す
る
経
費
。

②
団
体
等
が
開
催
す
る
研

修
会
（
視
察
を
含
む
）

講
演
会
等
へ
の
会
派
や

議
員
及
び
会
派
や
議
員

が
雇
用
す
る
職
員
の
参

加
に
要
す
る
経
費
。

会派・議員名
収入 支出

返金額政務
活動費

調査
研究費 研修費 広報・

広聴費
要請陳情
等活動費

資料
購入費 事務費 支出合計

公明党（2名） 182,600 30,980 53,767 84,747 97,853
日本共産党（1名） 91,300 19,763 1,540 21,303 69,997
立憲民主党（1名） 請求なし
福本　　修 91,300 36,540 46,984 10,983 94,507 0
赤井　信夫 91,300 24,490 40,911 65,401 25,899
寺田和佳子 91,300 31,070 49,150 9,030 89,250 2,050
押金　洋仁 91,300 6,710 17,960 24,670 66,630
利根川泰三 91,300 43,280 11,474 54,754 36,546
遠山　隆雄 91,300 68,960 25,654 94,614 0
横須賀桃子 91,300 13,670 47,198 5,500 66,368 24,932
土屋　好生 91,300 7,700 7,700 83,600
佐藤　幹夫 91,300 99,517 7,700 107,217 0
市村　　守 91,300 17,930 17,930 73,370
佐藤　敏明 91,300 108,189 108,189 0

（単位 : 円）

議員に交付する政務活動費の説明

　令和元年 5月から令和 2年 3月までの政務活動費として、議員 1人につき月額 8,300 円× 11か月で、
9万 1,300 円が交付されました。
　（詳細は、軽井沢町議会ホームページをご覧になるか、議会事務局までお問い合わせ下さい。）

※交付額を超過した政務活動費は、会派・議員が自己負担しています。

公開します!  全議員の政務活動費

広
報
・
広
聴
費

◦
会
派
や
議
員
が
行
う
活

動
の
広
報
・
広
聴
活
動

に
要
す
る
経
費
。

要
請
陳
情
等
活
動
費

◦
会
派
や
議
員
が
行
う
要

請
陳
情
活
動
、
住
民
相

談
等
の
活
動
に
要
す
る

経
費
。

資
料
購
入
費

◦
会
派
や
議
員
が
行
う
活

動
の
た
め
に
必
要
な
図

書
、
資
料
等
の
購
入
、

利
用
等
に
要
す
る
経
費
。

事
務
費

◦
活
動
に
係
わ
る
事
務
の

遂
行
に
要
す
る
経
費
。

令和元年度政務
活動費収支報告書
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令和2年7月25日　第127号 12

議
会
Q
&
A

議会って

どんなところ
？

町議会危機対策室
ってなに？

Q1

対策室では
どんなことをするの？

Q2

災害時には
他の市町村議会も
危機対策室等を
設けるの？

Q3

A

A

A

議会Q&A
　とかくわかりづらく、とっつきにくいイメージのある議会ですが、このコーナーでは議会ってどんなと
ころなのか、やさしくわかりやすく解説しながら、皆さまの疑問にお答えしていきます。

　地震、噴火、台風などの災害や感染症等、生活の中で不
安定で危険な状況が起きた時に、議会として町の対策本部
と連携し、いち早く対策がとれるよう設置される議会内の
組織です。町に対策本部が設置された時など、議会危機対
策室をつくることができます。正副議長が、正副対策室長、
他全議員が対策室員となります。

4 月 10日
に設置！

①室長が、町からの情報を室員に伝えたり、室員からの情
報を集め町へ伝えます。また対策室会を開き、話し合い
を行います。
②災害地、避難所等の調査を行います。
③被害を最小限に抑えるための検討をし、国、県、町等に
要望等を行います。
④他、対策室長が必要と認めることを行います。

　例えば小諸市、立科町では、「新型コロナウイルス感染
症対策会議」、東御市では「災害対策委員会」という名称
で設置されています。

※ 2ページ参照

町災害
対策本部

対策への要望等

対策などの報告等

町議会
危機対策室

議会Q&A

町議会危機対策室ってなあに？
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令和2年7月25日　第127号11

陳
情
は
こ
う
な
り
ま
し
た

〔陳情第2号〕

陳 情 者 件　名 要　旨 本会議結果

長野県医療労働
組合連合会
執行委員長
小林吟子

医師養成定員を減ら
す政府方針の見直し
を求める陳情書

2022 年度以降の医師養成定員減という
方向を見直し、医療現場と地域の実態を
踏まえ、医師数をＯＥＣＤ平均以上の水
準に増やす事を求める

賛成多数で
採択

関係機関に
意見書を
提出

（○は賛成、議長は議決には加わりません。）

議　　　　案

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

議決結果
眞
島

　聡
子

福
本

　
　修

赤
井

　信
夫

中
澤

　睦
夫

木
内

　
　徹

寺
田
和
佳
子

押
金

　洋
仁

利
根
川
泰
三

遠
山

　隆
雄

横
須
賀
桃
子

川
島
さ
ゆ
り

土
屋

　好
生

佐
藤

　幹
夫

市
村

　
　守

陳情第2号
医師養成定員を減らす政府方針の見直しを求める陳情 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○

採択
（12：2 ）

眞
島
聡
子

　
陳
情
内
容
は
政
府

方
針
を
誤
認
し
て
い

る
。

　
政
府
は
医
師
の
地

域
偏
在
や
診
療
科
の

偏
在
を
解
決
す
べ
く
、

県
が
地
元
医
大
に
地

域
枠
や
地
元
出
身
者

枠
の
拡
大
等
を
要
請

で
き
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　
適
正
配
置
を
鑑
み

コ
ロ
ナ
終
息
を
待
ち

意
見
書
を
出
す
べ
き
。

反
対
討
論

中
澤
睦
夫

　
日
本
は
人
口
当
た

り
の
医
師
の
数
が
先

進
国
で
は
少
な
い
方

だ
。

　
政
府
の
方
針
は
、

医
師
の
長
時
間
労
働

を
前
提
に
し
て
い
る
。

　
病
院
ベ
ッ
ド
数
を

減
ら
す
政
府
の
地
域

医
療
構
想
は
批
判
が

多
く
、
今
後
も
新
た

な
感
染
症
の
発
症
な

ど
を
考
え
る
と
、
若

い
医
師
の
養
成
の
必

要
性
も
あ
る
。

賛
成
討
論

陳情はこうなりました

陳 情 者 件　名 要　旨 本会議結果

〔陳情第3号〕

◦軽井沢町商工会
　会長　金澤明美
◦軽井沢旅館組合
　組合長　鈴木健夫
◦（一社）軽井沢観光協会
　会長　土屋芳春
◦軽井沢フードアソシエーション
　会長　福永光治
◦（一社）佐久法人会軽井沢支部
　支部長　古越道夫
◦軽井沢町青色申告会
　会長　中島英樹

新型コロナウイルス
感染拡大に伴う緊急
要望書

休業要請等に応じた事業者
に対して支払われる協力金
等に上乗せの給付を求め
る。また、支援対象から漏
れる者への独自の支援給付
の検討も求める。

全会一致で
採択

〔陳情第4号〕 軽井澤銀座商店会
会長　吉田博

新型コロナウイルス
拡大に伴う緊急
要望書

①休業要請等に応じた事業
者に対して支給対象者か
ら漏れる者への独自の支
援給付、もしくは業種に
関係なく一律の給付金を
求める。

②店舗家賃負担が大きいの
で、貸主の固定資産税減
額ではなく借主への支援
給付を求める。

全会一致で
一部採択
（①を採択）
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令和2年7月25日　第127号 10

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

自
然
保
護
審
議
会

意
見
に
よ
り
条
例

改
正
へ

問
　
改
正
前
の
手
続
き
で

行
っ
て
い
た
経
緯
は
。

環
境
課
長
　
平
成
22
年
に

今
回
の
改
正
と
同
様
の
内

容
で
議
会
に
提
案
し
た
際

に
、
議
会
か
ら
修
正
案
が

提
出
さ
れ
、
改
正
前
の
手

続
き
と
な
っ
た
。

　
今
回
実
際
に
公
表
事
例

が
あ
り
、
審
議
会
か
ら
、

事
業
者
の
意
見
を
聞
か
ず

し
て
判
断
で
き
な
い
と
の

意
見
が
あ
っ
た
。

　
改
正
後
は
、
公
表
す
る

旨
の
通
知
を
し
た
後
に
事

業
者
か
ら
の
意
見
陳
述
を

付
し
、
審
議
会
に
諮
問
す

る
と
い
う
手
順
に
な
る
。

問
　
問
題
が
あ
り
改
正
し

た
と
思
う
が
具
体
的
に
は
。

環
境
課
長
　
個
別
事
案
な

の
で
詳
細
は
言
え
な
い
が
、

現
行
の
手
順
で
手
続
き
を

進
め
た
。

　
し
か
し
、
審
議
会
に
よ

る
１
回
目
の
諮
問
で
、
事

業
者
の
意
見
を
聴
い
て
い

な
い
状
態
で
の
話
し
合
い

の
た
め
議
事
が
ス
ム
ー
ズ

に
い
か
ず
、
改
正
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

 改正前

改正後

❶ 

違
反
者
へ
助
言
又
は
指
導

❶ 

違
反
者
へ
助
言
又
は
指
導

❷ 

違
反
者
へ
勧
告

❷ 

違
反
者
へ
勧
告

❹ 

違
反
者
へ
公
表
を
事
前
通
知

❼ 

町
掲
示
板
告
示
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表

❸ 

自
然
保
護
審
議
会
へ
違
反
内

容
・
指
導
経
過
の
み
説
明

　 （
諮
問
1
回
目
）

❸ 

違
反
者
へ
公
表
を
事
前
通
知

❻ 

自
然
保
護
審
議
会
へ
意
見
陳

述
の
結
果
を
報
告
す
る
と
と

も
に
、
対
策
会
議
で
の
決
定

方
針
を
説
明

❻ 

町
掲
示
板
告
示
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表

❺ 

違
反
者
は
、
町
自
然
保
護
対

策
会
議
に
て
意
見
陳
述

❺ 

自
然
保
護
審
議
会
へ
違
反
内

容
・
指
導
経
過
を
説
明
。
さ

ら
に
、
違
反
者
の
意
見
陳
述
・

庁
内
決
定
方
針
を
説
明

❹ 

違
反
者
は
、
町
自
然
保
護
対

策
会
議
に
て
意
見
陳
述

諮
問
　違
反
者
の
意
見
を
聴
い
た

上
で
、
公
表
の
可
否
に
つ
い
て
判
断

を
仰
ぐ

諮
問
2
回
目
　違
反
者
の
意
見
を

聴
い
た
上
で
、
再
度
公
表
の
可
否

を
仰
ぐ

委員会リポート

社 会
常任委員会

一口
メモ

「自然保護審議会」とは…専門家や団体代表者等から構成され、
自然環境保全に関して審議する、町長の諮問機関です。

「町自然保護対策会議」とは…自然保護対策要綱を適切・公正
に運用するため、関係課長等で構成された庁内組織です。

一口
メモ

一口
メモ

　
町
は
「
自
然
保
護
の
た

め
の
土
地
利
用
行
為
の
手

続
き
等
に
関
す
る
条
例
」

に
基
づ
き
、
正
当
な
理
由

な
く
勧
告
に
応
じ
な
い
土

地
利
用
行
為
者
に
対
し
て

そ
の
旨
を
公
表
で
き
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
公
表
に
あ
た
り
、
自
然

保
護
審
議
会
が
判
断
す
る

前
に
違
反
者
の
意
見
を
聞

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

自
然
保
護
の
た
め
の
　
　
　
　
　
　

土
地
利
用
行
為

の
手
続
き
等
に
　
　

関
す
る
条
例
の
　
　

一部
改
正
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委
員
会
リ
ポ
ー
ト

赤
井
信
夫

　
中
間
サ
ー
バ
ー
コ

ネ
ク
タ
以
外
は
型
番

が
判
る
汎
用
品
で
あ

り
、
過
去
の
更
新
時

に
は
見
積
も
り
を
何

社
か
ら
も
取
っ
て
い

た
。

　
し
か
し
今
回
、
更

新
ま
で
５
年
あ
っ
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
そ

れ
さ
え
も
行
わ
な

か
っ
た
。

　
そ
の
た
め
、
随
意

契
約
と
い
う
方
法
を

と
っ
た
理
由
と
し
て

は
合
理
性
や
説
得
力

に
欠
け
る
。

反
対
討
論

委員会リポート

総 務
常任委員会

　
団
体
内
統
合
宛
名
シ
ス

テ
ム
・
中
間
サ
ー
バ
ー
接

続
端
末
機
器
類
と
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
安
全

に
運
用
す
る
た
め
の
シ
ス

テ
ム
で
、
自
治
体
が
保
有

し
て
い
る
個
人
情
報
を
統

合
し
、
個
人
を
特
定
で
き

る
番
号
を
付
け
、
自
治
体

が
他
自
治
体
と
の
間
で
情

報
を
連
携
・
照
会
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

　
こ
の
機
器
類
購
入
を
一

般
競
争
入
札
で
は
な
く
、

随
意
契
約
で
行
い
ま
し

た
。 団

体
内
統
合
宛
名
　
　
　
　
　
　

シ
ス
テ
ム
・
　
　
　

中
間
サ
ー
バ
ー
　

接
続
端
末
機
器
類

購
入
契
約

問
　
随
意
契
約
が
で
き
る

財
産
の
買
入
れ
は
80
万
円

ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
今

回
の
買
入
れ
は
7
9
0
万

円
余
り
で
あ
る
が
、
随
意

契
約
と
し
た
理
由
は
。

総
務
課
長
　
地
方
自
治
法

施
行
令
で
「
そ
の
性
質
ま

た
は
目
的
が
競
争
入
札
に

適
さ
な
い
も
の
を
す
る
と

き
」
を
理
由
と
し
て
随
意

契
約
と
し
て
い
る
。

問
　
特
殊
な
技
術
あ
る
い

は
ノ
ウ
ハ
ウ
を
所
有
し
て

い
て
、
他
の
業
者
に
代
え

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
理
由
が
な
い
と
、
1
者

随
意
契
約
と
い
う
の
は
成

り
立
た
な
い
と
思
う
が
。

総
務
課
長
　
現
在
既
存
の

個
人
番
号
系
シ
ス
テ
ム
と
、

今
回
の
団
体
内
統
合
宛
名

シ
ス
テ
ム
中
間
サ
ー
バ
ー

と
は
密
接
に
関
連
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
会

社
か
ら
の
購
入
が
効
率
的

で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
時

も
、
責
任
の
所
在
が
は
っ

き
り
す
る
と
い
う
こ
と
も

あ
る
の
で
、
今
回
は
随
意

契
約
と
し
た
。

問
　
予
定
価
格
を
設
定
し

て
い
た
の
か
。

総
合
政
策
課
長
　
予
算
を

計
上
す
る
に
あ
た
っ
て
積

算
を
し
、
そ
れ
に
基
づ
い

て
発
注
し
入
札
し
た
。

問
　
今
後
は
1
者
独
占
と

い
う
随
意
契
約
で
は
な
く
、

競
争
入
札
は
で
き
な
い
か
。

総
合
政
策
課
長
　
数
者
よ

り
見
積
り
を
取
る
の
は
可

能
な
の
で
進
め
て
い
き
た

い
。

問
　
今
回
の
中
間
サ
ー

バ
ー
は
５
台
中
の
１
台

で
あ
る
と
思
う
が
、
こ

の
保
守
委
託
料
が
年
間

５
９
４
万
円
と
聞
い
て
い

る
が
、
こ
れ
は
１
台
の
も

の
か
、
全
体
の
費
用
か
。

総
合
政
策
課
長
　
中
間

サ
ー
バ
ー
の
接
続
端
末
４

台
を
含
め
て
、
関
連
端

末
、
団
体
内
統
合
宛
名
シ

ス
テ
ム
の
中
間
サ
ー
バ
ー
、

フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
全
て

を
合
わ
せ
た
金
額
で
あ
る
。

（○は賛成、議長は議決には加わりません。）

議　　　　案

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

議決結果
眞
島

　聡
子

福
本

　
　修

赤
井

　信
夫

中
澤

　睦
夫

木
内

　
　徹

寺
田
和
佳
子

押
金

　洋
仁

利
根
川
泰
三

遠
山

　隆
雄

横
須
賀
桃
子

川
島
さ
ゆ
り

土
屋

　好
生

佐
藤

　幹
夫

市
村

　
　守

議案第43号
令和2年度町単団体内統合宛名システム・中間サーバー
接続端末機器類購入契約の締結について

○ ○ − − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決

（12：2 ）

  賛否のわかれた議案

一口
メモ

本会議での
採決結果

「随意契約」とは…入札が競争の方法によらず、任意で決定した相手と契約を締結することです。
「ファイアウォール」とは…インターネットをとおして侵入してくる不正なアクセスから守るための
セキュリティ機能です。

一口
メモ

一口
メモ
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提
言
書

　新庁舎は、今後数十年のまちづくりや防災の拠点、
住民サービスの窓口の役割を果たす町の最重要施設
であり、その建設は住民にとって大きな関心ごとで
す。その一方で、建設には多大な費用、時間や労働
力等大きな資源を投入しなければなりません。
　これらのことを踏まえ総務常任委員会では庁舎建
設に関する事項を調査テーマと定め、視察等を実施
し、町長へ提言書を提出しました。

（1） 新庁舎の目指す姿
庁舎周辺整備事業で複合施設を併設する計画があることから、住民の交流拠点とし、
親しみやすく、訪れやすい、地域に開かれた町の核となる庁舎とすること。

（2） 町民意見の反映
◦住民への説明や意見聴取については、基本計画、基本設計の段階から広く意見を聴
取するため、説明会・住民参加型ワークショップ・パブリックコメントを実施し、
住民が納得できる取り組みを検討すること。
◦新庁舎建設基本設計については、公募型プロポーザルとし全国から募集をする。また、
住民の庁舎への関心を高めるため公開プレゼンテーションとして実施すること。
◦庁舎改築周辺整備事業検討委員会の住民代表や外部専門家の視点がより有効に生か
されるよう、委員会の中で議論を深め、合意形成すること。

（3） 庁舎機能と役割
◦住民の安心、安全の確保を図る観点からも、災害時における総合防災拠点として、
十分な機能の確保に万全を期すること。
◦非常時におけるライフライン途絶対策については、業務継続に必要な能力を備える
とともに、光熱水費削減の観点から、通常時の利用についても考慮すること。
◦将来的な行政需要の変化やＩＣＴ化等へ柔軟に対応することができる庁舎とするこ
と。

（4） 環境や景観への配慮
◦環境への負荷の少ない循環型社会を目指すため、新庁舎の建設に当たっては再生可
能エネルギー等の積極的な導入や長期的な視点からのランニングコスト、維持管理
費の低減など、十分に配慮すること。
◦駐車場の確保、バリアフリー化、ユニバーサルデザイン等の導入など住民の利便性
や緑地の維持・保全にも十分考慮した上で整備を行うこと。

新庁舎建設に関する提言書（要旨）

新庁舎建設に関する
提言書を提出

総務常任
委員会
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令和2年7月25日　第127号7

補
正
予
算

　
財
政
調
整
基
金
の

　
あ
り
方
は

問
　
今
回
、
町
の
財
政
調

整
基
金
を
３
億
８
千
万
円

取
り
崩
す
が
、
残
高
は
。

答
　
６
月
補
正
後
は
33
億  

8
３
０
０
万
円
ほ
ど
に
な

る
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
は
第
２

波
、
第
３
波
も
予
想
さ
れ

る
。
今
後
新
た
な
町
独
自

の
事
業
実
施
に
影
響
は
な

い
か
。

答
　
昨
年
の
台
風
19
号
で

は
５
億
９
千
万
円
を
取
り

崩
し
た
。
ま
た
今
年
度
は

当
初
予
算
編
成
に
あ
た

り
、
５
億
７
千
万
円
を
歳

入
に
充
て
、
コ
ロ
ナ
関

連
の
補
正
も
含
め
合
計

15
億
3
千
万
円
ほ
ど
を
取

り
崩
す
。
一
方
で
、
国
の

コ
ロ
ナ
対
策
の
補
助
金
等

は
当
町
が
財
政
力
が
あ
る

と
し
て
減
額
さ
れ
る
も
の

も
あ
る
。
来
年
度
は
、
町

民
税
等
の
減
額
も
心
配
さ

れ
、
財
政
状
況
は
厳
し
い

と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
財
政
調
整
基
金
は
ど

の
程
度
積
み
立
て
て
お
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
か
。

答
　
財
政
調
整
基
金
は
、

不
測
の
事
態
や
町
の
特
別

事
業
に
使
う
た
め
の
も
の

だ
が
、
理
想
と
す
れ
ば
、

１
年
間
町
が
維
持
で
き
る

積
立
額
が
望
ま
し
い
。

問
　
町
の
収
入
を
増
や
す

点
で
考
え
る
と
、「
さ
わ

や
か
軽
井
沢
ふ
る
さ
と
寄

附
金
」
の
制
度
を
も
っ
と

活
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
　
現
在
は
、
寄
附
の
9

割
以
上
が
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
ア

イ
ザ
ッ
ク
へ
の
指
定
寄
附

金
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

を
機
に
ふ
る
さ
と
寄
附
金

の
メ
ニ
ュ
ー
を
増
や
す
検

討
も
進
め
、
活
用
で
き
る

よ
う
調
整
を
し
た
い
。

　
ゆ
う
す
げ
の
集
い
中
止

�

６
１
０
万
円
減
額

問
　
町
民
と
別
荘
所
有
者

が
交
流
す
る
「
ゆ
う
す
げ

の
集
い
」
が
中
止
と
な
っ

た
が
、
秋
か
ら
冬
に
か
け

て
の
、
イ
ベ
ン
ト
の
見
通

し
は
。

答
　
県
か
ら
示
さ
れ
た
社

会
経
済
活
動
再
開
に
向
け

た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
基
準

に
あ
わ
せ
て
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
た
い
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致

　
強
化
事
業
の
中
止

�

５
０
０
万
円
減
額

問
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進

事
業
に
代
わ
る
国
内
む
け

誘
客
事
業
の
考
え
は
。

答
　
東
南
ア
ジ
ア
で
見
本

市
の
出
店
を
考
え
て
い
た

が
コ
ロ
ナ
問
題
で
で
き
な

く
な
っ
た
。
国
内
の
誘
客

事
業
に
つ
い
て
は
、
観
光

協
会
と
相
談
し
、
世
の
中

の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、

時
期
を
見
極
め
て
実
施
し

た
い
。

　
児
童
発
達

　
支
援
セ
ン
タ
ー

　
運
営
業
務
準
備
委
託

�
1
1
7
0
万
円

　
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
障
が
い
を
持
つ

子
ど
も
や
家
族
が
療
育
や

相
談
を
受
け
る
町
の
中
核

通
所
施
設
で
す
。
２
年
度

ま
で
に
市
町
村
に
設
置
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
は
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
に
開
設
す
る
改
修

工
事
費
を
当
初
予
算
に
盛

り
込
み
ま
し
た
が
、
新
庁

舎
建
設
の
周
辺
整
備
計
画

の
変
更
に
よ
り
方
針
を
転

換
。
民
間
団
体
に
「
セ
ン

タ
ー
的
な
役
割
」
を
持
つ

施
設
を
委
託
す
る
補
正
予

算
を
提
案
し
ま
し
た
。

（
準
備
委
託
費
の
１
１
７
０

万
円
は
当
初
予
算
と
同
額

備
品
購
入
費
４
０
０
万
円

は
減
額
）

※
1
2
6
号
参
照

問
　
規
模
が
小
さ
く
な
る

が
、
な
ぜ
同
額
計
上
な
の

か
。
事
業
内
容
は
ど
う
か
。

答
　
３
年
度
か
ら
支
援
セ

ン
タ
ー
と
同
程
度
の
機
能

で
運
営
し
た
い
と
考
え
、

同
額
を
計
上
し
た
。
事
業

内
容
は
当
初
計
画
と
変
わ

ら
な
い
。

コロナ対策で基金
取り崩し

コロナ対策で基金
取り崩し

その他の主な増額補正予算 金　額 財源
ICT 利活用業務分析調査委託 90 万円増額 町
公営住宅管理システム導入委託 350 万円増額 町

生活支援給付金給付 4 億 2 千万円増額 町
保育園一時預かり事業負担金 842 万 7 千円増額 国・県・町
西部小太陽光発電設備設置工事 4950 万円増額 国・町

補正
予算
6月会議
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令和2年7月25日　第127号 6

コ
ロ
ナ
対
策

妊
娠
中
の
女
性
　

労
働
者
へ
の
配
慮
は

問
　
国
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
に
関
し
、
妊
娠
中
の
女

性
労
働
者
が
安
心
し
て
休

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

措
置
を
講
じ
た
が
、
町
で

の
周
知
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
企
業
に

対
し
て
は
す
で
に
周
知
し

て
い
る
。
母
子
手
帳
や
マ

ス
ク
を
配
布
し
た
際
に
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
周

知
を
行
っ
た
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
　
　

推
進
は

問
　
今
後
、
働
き
方
改
革

が
進
み
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が

可
能
な
方
の
別
荘
所
有
が

増
え
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

総
合
政
策
課
長
　
新
し
い

働
き
方
が
生
ま
れ
、
東
京

離
脱
が
進
む
可
能
性
を
感

じ
て
い
る
。
こ
れ
を
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
、
次
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
す
る
。

①
別
荘
所
有
者
に
は
首
都

圏
と
の
往
来
を
控
え
、

長
期
滞
在
を
促
す
発
信

を
す
る
。

②
町
内
に
保
養
所
を
有
す

る
企
業
へ
、
ワ
ー
ク
ス

ペ
ー
ス
設
置
の
お
願
い

を
す
る
。

③
町
内
16
か
所
あ
る
テ
レ

ワ
ー
ク
対
応
ス
ペ
ー
ス

の
利
用
推
進
を
図
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
の
　
　

環
境
整
備
を

問
　
行
政
や
教
育
現
場
で

の
さ
ら
な
る
オ
ン
ラ
イ
ン

環
境
整
備
が
必
要
で
は
。

総
合
政
策
課
長
　
水
道
使

用
者
・
用
途
変
更
届
の
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
を
検
討
中

で
あ
る
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
利
用
し
た
申
請

手
続
き
は
窓
口
で
の
待
ち

時
間
短
縮
に
役
立
つ
た
め
、

さ
ら
な
る
推
進
を
図
る
。

　
そ
の
他
、
町
が
所
有
す

る
地
図
情
報
を
公
開
し
た

「
軽
井
沢
く
ら
し
マ
ッ
プ
」

の
運
用
を
始
め
て
お
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し

て
閲
覧
で
き
る
。

　
今
年
4
月
よ
り
次
の
情

報
を
追
加
し
た
。

①
公
共
施
設

②
ゴ
ミ
集
積
所

③
公
共
施
設
A
E
D
設
置

場
所

④
学
校
区
、
認
定
通
学
路

⑤
バ
ス
路
線
、バ
ス
停

⑥
緊
急
指
定
避
難
所

　
今
後
は
災
害
に
よ
る
道

路
の
通
行
禁
止
情
報
や
埋

蔵
文
化
財
包
蔵
地
等
の
地

図
情
報
も
検
討
中
で
あ
る
。

　
教
育
に
関
し
て
は
事
務

手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

は
進
め
て
い
る
。
し
か
し

児
童
生
徒
へ
の
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
は
非
常
時
の
暫
定

的
試
み
と
位
置
づ
け
、
機

器
類
の
準
備
と
教
員
の
資

質
向
上
を
進
め
つ
つ
、
通

常
登
校
の
学
習
を
優
先
す

る
。オ

ン
ラ
イ
ン
学
習
は

問
　
小
中
学
校
に
お
け
る

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
現

状
・
体
制
・
方
針
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
５
月

21
日
、
中
学
校
の
み
オ
ン

ラ
イ
ン
学
習
の
試
行
を
実

施
し
た
。
当
日
は
、
生
徒

が
各
家
庭
の
端
末
を
使
用

し
て
、
ま
た
端
末
が
な
い

生
徒
に
お
い
て
は
校
内
に

て
実
施
し
た
。
家
庭
内
で

の
通
信
環
境
の
整
備
に
つ

い
て
検
討
中
で
あ
る
。

学
校
の
対
策
は

問
　
教
室
の
学
習
環
境
に

対
す
る
配
慮
や
長
期
休
暇

を
短
縮
す
る
な
ど
の
考
え

は
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
文
部

科
学
省
の
衛
生
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
参
考
に
、
児

童
・
生
徒
の
間
隔
を
保
ち

な
が
ら
各
学
校
に
お
い
て

感
染
症
対
策
に
努
め
る
。

長
期
休
暇
は
小
中
学
校
と

も
に
短
縮
す
る
。

子
育
て
支
援
は

問
　
町
独
自
に
子
育
て
世

帯
応
援
給
付
金
と
し
て
中

学
生
ま
で
に
は
２
万
円
を

支
給
し
た
が
、
さ
ら
な
る

支
援
と
し
て
、
給
食
費
の

無
償
化
や
高
校
生
・
大
学

生
・
専
門
学
校
生
に
対
す

る
支
援
を
考
え
て
い
る
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
給
食

費
の
無
償
化
は
、
国
と
し

て
全
国
一
律
で
実
施
す
る

の
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
、

町
独
自
の
無
償
化
は
考
え

て
い
な
い
。

総
合
政
策
課
長
　
高
校
生

や
大
学
生
な
ど
は
、
町
の

支
援
策
で
あ
る
生
活
支
援

給
付
金
2
万
円
を
活
用
し

て
ほ
し
い
。

一口
メモ

「テレワーク」とは…ICT（情報通信技術）を活用した場所や時間にとらわれない、
柔軟な働き方のことです。

一口
メモ

通勤なし、仕事のやり方自分流
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対
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6月会議
　６月会議は、通常の一般質問にかかる行政側の準備期間や、当日の会議時間を短縮し、新型コロナウイルス  感染症対策関連事業に充てて欲しいという理由から、議員の権利である一般質問を辞退し、
代わりに全員協議会や総務常任委員会・社会常任委員会にて行政側への質問や提案をしました。

一口
メモ

経
済
対
策
は

問
　
経
済
活
性
化
の
た
め

の
対
策
は
。

観
光
経
済
課
長
　
町
内
で

利
用
で
き
る
宿
泊
ク
ー
ポ

ン
券
と
宿
泊
者
が
町
内
店

舗
で
利
用
で
き
る
買
い
物

利
用
券
を
発
行
す
る
事
業

を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

町
民
が
町
内
で
利
用
で
き

る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

配
布
も
考
え
て
い
る
。

今
後
の
観
光
　
　

ビ
ジ
ョ
ン
は

問
　
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
等
戦

略
の
見
直
し
は
。

観
光
経
済
課
長
　
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
誘
致
は
難
し
い

こ
と
か
ら
、
国
内
向
け
に

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
動
画

配
信
を
考
え
て
い
る
。

新
た
な
事
業
等
へ
の

対
応
は

問
　
飲
食
事
業
者
と
配
送

事
業
者
の
連
携
事
業
や
、

飲
食
業
者
で
店
の
レ
イ
ア

ウ
ト
を
変
え
る
等
の
対
応

を
行
っ
て
い
る
業
者
へ
の

助
成
は
。

観
光
経
済
課
長
　
特
定
の

業
種
だ
け
に
対
す
る
補
助

事
業
は
考
え
て
い
な
い
。

問
　
佐
久
広
域
連
合
で
統

一
し
た
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の

割
引
券
や
ク
ー
ポ
ン
券
の

配
布
は
で
き
な
い
か
。

観
光
経
済
課
長
　
構
成
し

て
い
る
11
市
町
村
の
財
政

事
情
が
異
な
る
こ
と
や
、

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
の
考

え
が
あ
る
の
で
、
統
一
し

た
割
引
券
な
ど
の
配
付
は

困
難
で
あ
る
。

問
　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
活
用
は
。

観
光
経
済
課
長
　
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
に
コ
ロ
ナ
支

援
の
項
目
を
追
加
す
る
な

ど
、
今
後
の
研
究
課
題
の

一
つ
だ
と
考
え
て
い
る
。

各
店
舗
に
お
け
る

対
策
の
補
助
は

問
　
各
店
舗
で
対
応
策
を

講
じ
て
の
営
業
が
ス
タ
ー

ト
し
て
い
る
が
、
消
毒
用

の
ア
ル
コ
ー
ル
が
不
足
し

て
い
る
。
町
と
し
て
支
援

は
可
能
か
。

総
務
課
長
　
消
毒
用
ア
ル

コ
ー
ル
類
は
医
療
機
関
へ

優
先
的
に
供
給
さ
れ
る
た

め
、
町
内
の
飲
食
・
宿
泊

業
者
全
て
が
充
足
す
る
数

の
提
供
は
困
難
で
あ
る
。

雇
用
の
確
保
を

問
　
外
国
人
研
修
生
の
受

入
れ
が
困
難
と
な
っ
た
農

家
に
対
す
る
雇
用
の
マ
ッ

チ
ン
グ
支
援
は
。

観
光
経
済
課
長
　
旅
館
組

合
と
農
協
が
協
力
し
、
６

業
者
17
名
が
農
家
へ
派
遣

さ
れ
た
。

新型コロナウイルス感染  拡大で対策を質疑 !!

おいしい水は水源地の管理も重要

異業種マッチングが広がるきっかけになれば

一口
メモ

「クラウドファンディング」とは…インターネットをとおして、不特定多数の人
に資金提供を呼びかけ、趣旨に賛同した人から資金を集める方法です。

農作業にあたる宿泊事業者の方
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対
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相
談
窓
口
は

問
　
国
や
県
の
給
付
金
等

の
手
続
き
に
関
す
る
相
談

が
で
き
る
専
用
窓
口
の
設

置
は
。

総
務
課
長
　
特
別
定
額
給

付
金
の
相
談
窓
口
の
設
置

は
考
え
て
い
な
い
が
、
総

務
課
の
職
員
全
員
で
対
応

し
て
い
る
。

観
光
経
済
課
長
　
持
続
化

給
付
金
等
に
関
す
る
相
談

窓
口
は
設
置
し
て
い
な
い

が
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

は
じ
め
S
N
S
に
一
覧
表

を
掲
載
し
て
い
る
。

問
　
事
業
継
続
不
能
や
家

庭
内
不
和
な
ど
生
活
全
般

に
関
す
る
総
合
相
談
窓
口

の
設
置
は
。

総
務
課
長
　
他
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
お
り
、
総
務
課
の
総
合

案
内
に
て
受
け
付
け
、
相

談
内
容
に
よ
っ
て
担
当
す

る
課
に
つ
な
げ
て
い
る
。

情
報
発
信
は

問
　
情
報
提
供
の
迅
速
化

な
ど
広
報
の
改
善
を
図
る

考
え
は
。

総
合
政
策
課
長
　
迅
速
な

情
報
収
集
と
正
確
な
情
報

分
析
が
で
き
る
A
I
（
人

口
知
能
）シ
ス
テ
ム「
フ
ァ

ス
ト
ア
ラ
ー
ト
」
を
有
効

活
用
す
る
な
ど
、
得
た
情

報
を
迅
速
に
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
S
N
S
等
で
広

報
し
た
。

持
続
化
給
付
金
は

問
　
持
続
化
給
付
金
等
の

受
給
条
件
に
満
た
な
い
事

業
者
に
対
す
る
支
援
は
。

観
光
経
済
課
長
　
今
後
、

国
や
県
の
追
加
支
援
の
状

況
を
見
極
め
検
討
す
る
。

固
定
資
産
税
の
　

軽
減
は

問
　
国
が
進
め
る
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
の
軽

減
の
対
象
は
事
業
用
家
屋

と
な
っ
て
い
る
が
、
町
と

し
て
駐
車
場
な
ど
を
含
む

土
地
に
対
し
て
の
軽
減
は

で
き
な
い
か
。

税
務
課
長
　
国
は
一
定
の

条
件
を
満
た
せ
ば
３
年

度
の
課
税
に
限
り
2
分

の
1
、
ま
た
は
ゼ
ロ
に
す

る
軽
減
措
置
を
決
め
た
。

（
左
表
参
照
）

　
償
却
資
産
や
事
業
用
家

屋
は
経
営
に
よ
り
価
値
が

減
少
す
る
も
の
で
あ
る
一

方
、
土
地
は
時
間
の
経
過

や
、
事
業
に
使
用
す
る
こ

と
で
価
値
は
減
少
せ
ず
、

一
時
的
に
事
業
が
中
断
し

て
も
保
た
れ
る
と
考
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、

地
方
税
法
等
、
法
の
も
と

町
独
自
の
軽
減
は
考
え
て

い
な
い
。

公
共
料
金
等
は

問
　
上
下
水
道
や
電
気
な

ど
の
公
共
料
金
の
減
免
を

検
討
で
き
な
い
か
。

上
下
水
道
課
長
　
町
営
水

道
は
町
全
域
を
網
羅
し
て

お
ら
ず
、
簡
易
水
道
・
民

間
の
専
用
水
道
の
利
用
者

も
い
る
た
め
公
平
性
が
保

て
ず
減
免
で
き
な
い
。
水

道
料
金
は
施
設
の
維
持
・

更
新
に
充
て
ら
れ
、
収
入

減
は
安
定
供
給
に
影
響
が

出
る
。

　
町
の
上
下
水
道
料
金
に

関
し
て
は
、
減
免
は
せ
ず

分
納
に
よ
る
支
払
猶
予
を

設
け
、
他
市
町
村
よ
り
柔

軟
に
対
応
し
て
い
る
。

総
務
課
長
　
各
電
力
会
社

は
当
町
だ
け
に
供
給
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

一
つ
の
自
治
体
が
減
免
を

要
請
す
る
の
は
難
し
い
。

　６月会議は、通常の一般質問にかかる行政側の準備期間や、当日の会議時間を短縮し、新型コロナウイルス  感染症対策関連事業に充てて欲しいという理由から、議員の権利である一般質問を辞退し、
代わりに全員協議会や総務常任委員会・社会常任委員会にて行政側への質問や提案をしました。

新型コロナウイルス感染症の影響で事業
収入が減少している中小企業者・小規模事業者の
令和３年度の固定資産税・都市計画税を軽減

< 条　　件 > 令和２年２月～ 10 月までの任意の連続する３か月間の
　　　　　　 事業収入の対前年同月比率が 30％以上減少している場合

対象となる税 収入が 30％以上
50％未満減少

収入が 50％以上
減少

事業用家屋及び設備等の
償却資産に対する固定資
産税

２分の１軽減 全額減免

事業用家屋に対する都市
計画税 ２分の１軽減 全額減免

一口
メモ

「ファストアラート」とは…SNS 上の膨大な投稿からAI（人口知能）が自動で分
析し、信頼性のあるものだけを配信するシステムです。

一口
メモ

新型コロナウイルス感染  拡大で対策を質疑 !!
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急務！コロナ対策
　　　　議会はこう動いた

急務のコロナ対策  議会 はどう動いた

新型コロナウイルス感染拡大は当町にも甚大な影響を及ぼし、令和 2年度一般会計予算は早くも 5回の
補正が組まれました。国や県そして町単独の給付事業など多岐にわたる施策の提案があり、審議されました。

?

国の特別定額給付金事業により町民一人につき 10万円を
支給するものです。

町の単独事業として、町民一人につき 2万円を
支給するものです。

特別定額給付金

生活支援給付金

子育て世帯への
臨時特別給付金

子育て世帯応援
給付金

新型コロナ拡大防止
協力金・支援金

新型コロナウイルス
感染症対策事業継続
支援給付金

国の施策として、児童手当支給対象者 2250人に 1万円
を臨時特別給付金として支給するものです。

町の単独事業として、０歳から中学生までの子どもを対象に、
1人２万円を子育て世帯に応援給付金を支給するものです。

4月

新型コロナウイルス
感染症対策緊急資金
融資 (第 1回）

新型コロナ緊急対応策として、被保険者が感染、または感
染が疑われ、労務に服することが出来なくなった場合に、
傷病手当金を支給することが出来る規定を加えたものです。

国民健康保険条例の
一部を改正

最近１ヶ月の売上高が前年同月比 10％以上減少し、かつ、
その後の 2ヶ月を含む 3ヶ月間の売上高が前年同期比
10％以上の減少が見込まれる場合、上限２千万円を融資し、
利子 0.8％のうち町が当初２年間 0.5％の利子と保証
金を補給するものです。

事業名 事業内容

10日

20日

議会危機対策室を設置
7日に町が対策本部を設置

各議員が要望案を危機対策室に提出

23日 要望案を 6項目にまとめ、
「新型コロナウイルス感染症に係る要望書」として
町対策本部へ提出

4 月会議を開催

全64項目

全員協議会にて、「6月会議の一般質問辞退、本会議への
町側答弁者を限定、特別委員会の中止」を決定

7月

6月

事業名 事業内容

13日
事業名 事業内容

事業名 事業内容

28日

1 日
2日
3日

6 月会議を開催

7 月会議を開催

全員協議会にてコロナ対策の質疑 15項目

2項目社会常任委員会にてコロナ対策の質疑

2項目総務常任委員会にてコロナ対策の質疑

1

新型コロナウイルス感染症
対策緊急資金融資（第2回）

5 月（第 2 回）会議を開催

4 月時点では 50社を想定しましたが、応募数が上限に達
したため、さらに追加予算が組まれました。

●町長によるメッセージの発信
●情報発信及び相談体制の充実
●経済支援施策
●教育環境の確保
●人権への配慮
●速やかで柔軟な財政運営

※12 ページ参照

5月
24日 チラシにて

町内に周知

5月

日

問　子育て世帯に対する、国の臨時特別給付金と町の応援給付金を一緒に
　　給付してはどうか。
答　国の支給開始は６月中旬。町の支給はそれより早くしたいと考えている。

問　国の持続化給付金は、売上減少額が前年比 50％以上でないと支給され
　　ない。町事業としては 50％未満でも支給すべきだが。
答　町内事業者のほとんどが 50%以上の減だと考え、国の事業に上乗せし
　　て支給することにした。 問　申請窓口は商工会になると思うが、周知方法は。予算を超えた場合

　　どのような対応をするのか。

答　町のホームページ・ＳＮＳなどのほか、商工会もその準備をしている。
　　追加の補正予算を計上し対応していきたい。

一口
メモ

国の持続化給付金支給決定者に町単独で法人 30 万円、個
人事業者 15 万円を事業継続支援給付金として支給するも
のです。

休業要請に応じた事業者に対して県が 20 万円、町が 10
万円、計 30万円を支給するものです。

5 月（第 1 回）会議を開催

軽井沢宿泊プレミアムクーポン券

宿泊者特典ルイザ利用券

軽井沢ファイト商品券

事業名 事業内容

町内宿泊施設に宿泊の方 1人 1回 3千円分の
クーポン券と、千円分の飲食店・土産店での
利用券を発行。

町民 1人 5千円分の商品券を配布。
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コ
ロ
ナ
対
策

急務！コロナ対策
　　　　議会はこう動いた

急務のコロナ対策  議会 はどう動いた

新型コロナウイルス感染拡大は当町にも甚大な影響を及ぼし、令和 2年度一般会計予算は早くも 5回の
補正が組まれました。国や県そして町単独の給付事業など多岐にわたる施策の提案があり、審議されました。

?

国の特別定額給付金事業により町民一人につき 10万円を
支給するものです。

町の単独事業として、町民一人につき 2万円を
支給するものです。

特別定額給付金

生活支援給付金

子育て世帯への
臨時特別給付金

子育て世帯応援
給付金

新型コロナ拡大防止
協力金・支援金

新型コロナウイルス
感染症対策事業継続
支援給付金

国の施策として、児童手当支給対象者 2250人に 1万円
を臨時特別給付金として支給するものです。

町の単独事業として、０歳から中学生までの子どもを対象に、
1人２万円を子育て世帯に応援給付金を支給するものです。

4月

新型コロナウイルス
感染症対策緊急資金
融資 (第 1回）

新型コロナ緊急対応策として、被保険者が感染、または感
染が疑われ、労務に服することが出来なくなった場合に、
傷病手当金を支給することが出来る規定を加えたものです。

国民健康保険条例の
一部を改正

最近１ヶ月の売上高が前年同月比 10％以上減少し、かつ、
その後の 2ヶ月を含む 3ヶ月間の売上高が前年同期比
10％以上の減少が見込まれる場合、上限２千万円を融資し、
利子 0.8％のうち町が当初２年間 0.5％の利子と保証
金を補給するものです。

事業名 事業内容

10日

20日

議会危機対策室を設置
7日に町が対策本部を設置

各議員が要望案を危機対策室に提出

23日 要望案を 6項目にまとめ、
「新型コロナウイルス感染症に係る要望書」として
町対策本部へ提出

4 月会議を開催

全64項目

全員協議会にて、「6月会議の一般質問辞退、本会議への
町側答弁者を限定、特別委員会の中止」を決定

7月

6月

事業名 事業内容

13日
事業名 事業内容

事業名 事業内容

28日

1 日
2日
3日

6 月会議を開催

7 月会議を開催

全員協議会にてコロナ対策の質疑 15項目

2項目社会常任委員会にてコロナ対策の質疑

2項目総務常任委員会にてコロナ対策の質疑

1

新型コロナウイルス感染症
対策緊急資金融資（第2回）

5 月（第 2 回）会議を開催

4 月時点では 50社を想定しましたが、応募数が上限に達
したため、さらに追加予算が組まれました。

●町長によるメッセージの発信
●情報発信及び相談体制の充実
●経済支援施策
●教育環境の確保
●人権への配慮
●速やかで柔軟な財政運営

※12 ページ参照

5月
24日 チラシにて

町内に周知

5月

日

問　子育て世帯に対する、国の臨時特別給付金と町の応援給付金を一緒に
　　給付してはどうか。
答　国の支給開始は６月中旬。町の支給はそれより早くしたいと考えている。

問　国の持続化給付金は、売上減少額が前年比 50％以上でないと支給され
　　ない。町事業としては 50％未満でも支給すべきだが。
答　町内事業者のほとんどが 50%以上の減だと考え、国の事業に上乗せし
　　て支給することにした。 問　申請窓口は商工会になると思うが、周知方法は。予算を超えた場合

　　どのような対応をするのか。

答　町のホームページ・ＳＮＳなどのほか、商工会もその準備をしている。
　　追加の補正予算を計上し対応していきたい。

一口
メモ

国の持続化給付金支給決定者に町単独で法人 30 万円、個
人事業者 15 万円を事業継続支援給付金として支給するも
のです。

休業要請に応じた事業者に対して県が 20 万円、町が 10
万円、計 30万円を支給するものです。

5 月（第 1 回）会議を開催

軽井沢宿泊プレミアムクーポン券

宿泊者特典ルイザ利用券

軽井沢ファイト商品券

事業名 事業内容

町内宿泊施設に宿泊の方 1人 1回 3千円分の
クーポン券と、千円分の飲食店・土産店での
利用券を発行。

町民 1人 5千円分の商品券を配布。

一口
メモ

「全員協議会」とは…町政全般にかかわる事項や議会の運営に関する事項などを
協議するため全議員で行う会議です。
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127

4～74～7

P2

 新庁舎建設に関する提言書を提出P8

急務！ コロナ対策
議会はこう動いた検索軽井沢町議会

表紙：おおきくなあれ保育園
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今
号
は
、
令
和
２
年
度
予
算
の
審
議

内
容
と
軽
井
沢
病
院
の
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
や
在
宅
医
療
に
つ
い
て
の

提
言
を
町
長
に
提
出
し
ま
し
た
の
で
紹

介
し
ま
し
た
。
住
民
福
祉
の
向
上
に
役

立
つ
こ
と
を
探
っ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な

感
染
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
も
一
年
ほ
ど
延
期
と
な
り
ま
し

た
。
科
学
的
知
見
の
も
と
「
正
し
く
恐

れ
た
対
応
」
が
必
要
で
す
。
非
常
時
に
、

い
の
ち
と
健
康
、
く
ら
し
と
仕
事
を
守

る
た
め
に
や
る
べ
き
こ
と
を
考
え
さ
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。 

（
中
澤
）

発行／令和 2 年 4 月 25 日
　　　軽井沢町議会
　　　長野県北佐久郡軽井沢町
　　　〒389−0192
　　　☎ 0267（45）8910
電子メール／
gikai@town.karuizawa.nagano.jp
編集／広報広聴常任委員会

　軽井沢町議会
　公式ホームページ

印刷／中澤印刷株式会社
　　　☎ 0268-22-0126

再生紙を使用しています。
植物油インキを使用しています。

編
集
後
記

議
　
　
長�

佐
藤
　
敏
明

委
員
長�

横
須
賀
桃
子

副
委
員
長�

寺
田
和
佳
子

委
　
　
員�

眞
島
　
聡
子

�

中
澤
　
睦
夫

�

木
内
　
　
徹

�

押
金
　
洋
仁

�

川
島
さ
ゆ
り

�

佐
藤
　
幹
夫

　６月会議で取り扱う請願・陳情の提出期限は、５月11日（月）です。
　翌日以降に提出された請願・陳情については、翌定例月会議での取り扱いとなりますので、あら
かじめご了承ください。

　議会だより軽井沢第121号が、第34回町村議会広報全国コンクールで奨励賞
（言語・文章部門）を受賞しました。
　これからもわかりやすく、親しまれる議会だよりの作成に努めてまいります。

「請願・陳情」のお知らせ

平成30年
121

1212

4
6
12

こどもタウンミーティングを開催
議会とまちづくりを語る会
一般質問 町への提言！表紙：読者の方からの応募写真です

（表紙のことばは23ページ）

検索軽井沢町議会

2

軽井沢病院への提言書を提出3

条例改正案を提出

「議会だより軽井沢」が町村議会広報
全国コンクールで 奨励賞 を受賞しました！

　
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
を
し
て
は
や
１
年
が
経
ち
ま

し
た
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
手
に
取
っ
た
こ
と
は
あ
る

け
れ
ど
、
中
身
を
読
ん
だ
の
は
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
て
か

ら
が
初
め
て
で
し
た
。
入
り
に
く
か
っ
た
入
口
に
は
理

由
も
あ
り
、「
広
報
か
る
い
ざ
わ
」
と
似
た
よ
う
な
内

容
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
込
み
や
、
政
治
に
対

す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
、
ま
た
４
回
と
い
う
忘
れ
た
こ
ろ
に

や
っ
て
く
る
刊
行
サ
イ
ク
ル
な
ど
、
私
の
言
い
訳
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
現
在
同
じ
よ
う
な
理
由
で
読

ま
れ
て
い
な
い
町
民
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
初
め
は
と
っ
つ
き
に
く
い
か
な
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
割
と
手
軽
に
、
自
分
の
住
ん
で

い
る
町
で
ど
ん
な
こ
と
が
問
題
で
、
ど
ん
な
こ
と
が
話

し
合
わ
れ
て
い
る
の
か
、
情
報
を
得
る
た
め
の
一
つ
の

ツ
ー
ル
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
特
に
議
会
で
の
活
動

だ
け
で
な
く
、
議
会
の
質
問
に
対
す
る
行
政
の
考
え
方

や
住
民
の
意
見
を
汲
み
取
る
会
議
の
レ
ポ
ー
ト
な
ど
、

問
題
が
話
し
合
わ
れ
て
い
る
「
過
程
」
が
多
く
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
私
も
読
み
始
め
た
ば
か
り
で
す
が
、
も
っ
と
多

く
の
皆
さ
ん
に
よ
ま
れ
る
「
議
会
だ
よ
り
」
に
な
る
た

め
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

長
岡
　
創
一
郎

�

（
原
文
マ
マ
）

読
者
モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
お
便
り

　前号の２ページの「災害時の対応は」の文中、地域整備課長の答弁に「管理者である小諸市に連
絡するとともに、」と記載がありますが、正しくは「管理者である下堰の管理者等の関係機関に連絡
するとともに、」です。
　掲載内容に誤りがありましたことをお詫び申し上げ、訂正いたします。

「第125号 議会だより軽井沢」の内容訂正について
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会議の様子を、議場
などでじっさいに見
てみたいという時は
ここをご覧ください。

議員の顔ぶれや、ど
んな委員会があるの
か、会派（政治につ
いて同じ意見を持つ
議 員 が つ く っ た グ
ループです）を紹介
するコーナーです。

各議員や各会派が政
務活動費を使ってど
んな研修を受けたか、
何を購入したかなど、
使いみちを公開して
います（政務活動費
については 議会だよ
り 119号 議会Q&A
をご覧ください）

一般質問など本会
議場での会議の様
子を映像で見るこ
とができます。（録
画です）議会だよ
りでは要約してい
ますが、ここでは
全部を見ることが
できます。

本会議場や委員会
での発言を見るこ
とができます。ど
の議員がどんな発
言をしているのか、
わかります。詳し
く知りたいときは
こちらをご覧くだ
さい。

いままで発行され
た議会だよりの内
容を振り返って見
ることができます。

町内小学校で、町議会
と は ど ん な と こ ろ か
を、わかりやすく説明
したときの資料です。

議
会
Q
&
A

議会って

どんなところ
？

町議会にはホーム
ページはないの？

どうしたら見られるの？

Q1
ホームページでは
どんなことが
わかるの？

Q2

A A

議会Q&A議会Q&A
とかくわかりづらく、とっつきにくいイメージがある議会ですが、このコーナーでは議会ってどんな
ところなのか、やさしくわかりやすく解説しながら、皆さまの疑問にお答えしていきます。

※ PC 版画面になります

　町議会にもホームペー
ジがあります。
　インターネットの検索
サイトで「軽井沢町議会」
で検索してください。

　実際のホーム画面はこの
ようになっています。
　「 議 会 に つ い て 知 り た
い！」そんなとき、まずは
のぞいてみてください。

町議会のホームページ
（公式ウェブサイト）とは？

検索軽井沢町議会
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陳
情
は
こ
う
な
り
ま
し
た　

当
町
に
お
け
る
適
正
な

議
員
定
数
及
び
報
酬
等
を

調
査
・
研
究
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、「
議
員
定

数
・
報
酬
等
調
査
特
別
委

員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

構
成
委
員
は
、
議
長
を
除

く
全
議
員
14
名
で
す
。

　
昨
年
の
統
一
地
方
選
で

は
、
長
野
県
内
の
市
町
村

議
選
に
お
い
て
は
、
３
分

の
１
以
上
が
無
投
票
で
し

た
。
議
員
の
な
り
手
不
足

は
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
当
町
に
お
い
て

も
現
在 

1
名
の
欠
員
で

す
。

　
平
成
23
年
以
降
、
全
国

の
約
４
割
の
町
村
議
会
で

議
員
報
酬
見
直
し
の
検
討

を
実
施
し
た
か
、
実
施
中

で
す
。
当
町
で
も
、
議
員

定
数
も
含
め
調
査
・
研
究

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

議
員
定
数
・
報
酬
等

調
査
特
別
委
員
会
の

設
置

陳情はこうなりました

賛否のわかれた議案

〔陳情第1号〕

陳 情 者 件　名 要　旨 本会議結果

株式会社
プリンスホテル
常務執行役員
長野・群馬エリア
統括総支配人
徳永 清久

免税軽油制度の
継続を求める
陳情書

令和３年３月末で廃止される免税軽
油制度は、公道を走らない機械に使
う軽油に対して免税する制度である。
この制度の廃止により様々な業種へ
の影響はもちろん、災害復興に用い
られる大型機械の燃料費負担も懸念
されることから、国においてはこの
免税制度を令和３年３月以降も継続
するよう求める。

全会一致で
採択

関係機関に
意見書を提出

議　　　　案

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

議決結果
眞
島

　聡
子

福
本

　
　修

赤
井

　信
夫

中
澤

　睦
夫

木
内

　
　徹

寺
田
和
佳
子

押
金

　洋
仁

利
根
川
泰
三

遠
山

　隆
雄

横
須
賀
桃
子

川
島
さ
ゆ
り

土
屋

　好
生

佐
藤

　幹
夫

市
村

　
　守

議案第19号
令和２年度軽井沢町一般会計予算 ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決
（13：1 ）

議案第20号
令和２年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計予算 ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決
（13：1 ）

議案第21号
令和２年度軽井沢町駐車場特別会計予算 ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決
（13：1 ）

議案第22号
令和２年度軽井沢町公共下水道事業特別会計予算 ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決
（13：1 ）

議案第23号
令和２年度軽井沢町農業集落排水事業特別会計予算 ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決
（13：1 ）

議案第24号
令和２年度軽井沢町介護保険特別会計予算 ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決
（13：1 ）

議案第25号
令和２年度軽井沢町訪問看護事業特別会計予算 ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決
（13：1 ）

議案第26号
令和２年度軽井沢町後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決
（13：1 ）

議案第27号
令和２年度軽井沢町水道事業会計予算 ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決
（13：1 ）

議案第28号
令和２年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計予算 ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決
（13：1 ）

（○は賛成、議長は議決には加わりません。）

意見書については、ホームページの会議録をご覧ください。
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令和2年4月25日　第126号19

一
般
質
問

一 般 質 問

一口
メモ

赤井 信夫

「スマートグリッド」とは…電力の流れを供給・需要の両側から制御し、最適化
できる送電網です。事業所や工場など、限られた範囲でエネルギー供給源から末
端消費部分を通信網で管理するスマートグリッドは、特にマイクログリッドと呼
ばれます。

赤井 信夫

総務課長

庁舎改築周辺整備事業における
�再生可能エネルギーの考え方は

基本理念に環境に配慮した庁舎を掲げた
公共施設の建物や運営上で最重要視課題と考える

問
　
町
長
は
施
政
方
針
で
、

地
球
環
境
問
題
等
を
最
大

の
リ
ス
ク
、
最
優
先
と
述

べ
た
。
新
庁
舎
で
再
エ
ネ

1
0
0
％
の
Ｒ
Ｅ
１
０
０

な
ど
、
具
体
的
方
針
や
数

値
目
標
は
。

総
務
課
長
　
基
本
理
念
に

環
境
に
配
慮
し
た
庁
舎
を

掲
げ
た
。
公
共
施
設
の
建

物
や
運
営
上
で
最
重
要
視

課
題
と
考
え
る
。
再
エ
ネ

の
積
極
活
用
を
検
討
す
る
。

問
　
10
年
後
、
20
年
後
の

目
標
数
値
は
。

環
境
課
長
　
町
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
、
現
在

第
３
次
計
画
（
２
０
３
０

年
度
ま
で
に
２
０
１
３
年

度
比
40
％
削
減
を
目
標
）

に
沿
っ
て
い
く
。

問
　
庁
舎
改
築
周
辺
整
備

事
業
計
画
を
広
げ
、
中
軽

井
沢
の
再
開
発
と
し
て
、

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
を
構

想
す
る
な
ど
、
エ
リ
ア
全

体
の
活
性
化
へ
の
取
り
組

み
は
で
き
な
い
か
。

総
合
政
策
課
長
　
ス
マ
ー

ト
グ
リ
ッ
ド
普
及
課
題
に

逆
潮
流
の
問
題
が
あ
る
。

電
力
会
社
は
電
力
系
統
の

予
備
容
量
に
つ
い
て
対
応

中
な
の
で
、
動
向
を
踏
ま

え
て
研
究
を
進
め
る
。

町
長
　
災
害
に
も
力
を
発

揮
し
、
地
区
ご
と
に
考
え

て
み
る
と
い
う
こ
と
も
大

変
可
能
性
が
あ
る
。
積
極

的
に
検
討
し
て
い
く
。

問
　
観
光
客
の
不
満
は
渋

滞
が
１
位
。
国
交
省
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

観
光
渋
滞
対
策
の
進
捗
は
。

住
民
課
長
　
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・

０
を
活
用
し
た
交
通
状
況
、

速
度
状
況
分
析
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。
協
議
会
設

立
の
協
議
を
し
て
い
る
。

問
　
鎌
倉
の
「
ロ
ー
ド
プ

ラ
イ
シ
ン
グ
（
エ
リ
ア
流

入
に
課
金
し
、
量
を
抑
制

す
る
社
会
実
験
）」
な
ど

が
あ
る
が
、
当
町
の
渋
滞

対
策
、
抑
制
案
な
ど
は
。

住
民
課
長
　
来
年
度
可
搬

型
Ｉ
Ｔ
Ｓ
ス
ポ
ッ
ト
に
て

デ
ー
タ
収
集
し
た
上
で
検

討
す
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
、
有
識
者
の
意

見
聴
取
を
し
て
進
め
る
。

問
　
自
動
運
転
電
気
バ
ス

や
マ
イ
ク
ロ
Ｅ
Ｖ
実
験
の

オ
フ
ァ
ー
は
。
ま
た
、
官

民
連
携
の
準
備
は
。

総
合
政
策
課
長
　
正
式
な

オ
フ
ァ
ー
は
な
い
。
常
に

相
談
な
ど
の
対
応
が
で
き

る
状
況
に
整
え
て
い
る
。

一口
メモ
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令和2年4月25日　第126号 18

一
般
質
問

一 般 質 問

寺田 和佳子

問
　
寄
附
講
座
に
お
け
る

軽
井
沢
病
院
医
師
確
保
の

成
果
は
。

病
院
事
務
長
　
昨
年
４
月

か
ら
始
ま
っ
た
総
合
診
療

科
に
常
勤
医
３
名
、
今
月

よ
り
さ
ら
に
１
名
の
医
師

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

問
　
年
間
5
0
0
0
万
円

の
支
出
の
内
訳
を
、
今
後

明
確
化
す
る
つ
も
り
は
。

総
合
政
策
課
長
　
町
で
は

人
件
費
と
捉
え
て
い
る
。

信
大
側
の
使
い
道
に
つ
い

て
は
町
か
ら
は
言
及
し
て

お
ら
ず
、
詳
細
は
把
握
し

て
い
な
い
。
今
後
の
改
善

策
は
な
い
が
、
町
と
し
て

は
、
医
師
確
保
の
納
得
で

き
る
成
果
が
出
れ
ば
そ
れ

で
い
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
寄
附
講
座
の
課
題
の

再
検
討
と
新
た
な
課
題
の

抽
出
を
行
う
つ
も
り
は
。

総
合
政
策
課
長
　
再
検
討

は
必
要
な
い
と
考
え
る
。

新
た
な
課
題
の
抽
出
に
つ

い
て
は
、
随
時
相
談
が
で

き
る
柔
軟
な
体
制
を
整
え

て
お
り
、
２
年
間
で
大
学

側
へ
の
相
談
件
数
は
５
件
、

上
下
水
道
課
で
は
放
流
に

つ
い
て
、
教
育
委
員
会
で

は
、
小
中
学
校
タ
ブ
レ
ッ

ト
導
入
後
の
検
証
・
軽
井

沢
高
校
の
魅
力
化
な
ど
、

様
々
な
課
か
ら
相
談
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

問
　
軽
井
沢
病
院
以
外
の

５
課
題
に
つ
い
て
は
い
つ

か
ら
取
り
組
む
の
か
。

総
合
政
策
課
長
　
軽
井
沢

病
院
の
医
師
確
保
が
軌
道

に
乗
る
で
あ
ろ
う
来
年
か

再
来
年
ぐ
ら
い
か
ら
、
残

り
の
５
課
題
に
取
り
組
ん

で
い
く
方
向
で
考
え
る
。

問
　
連
携
協
定
を
活
用
し
、

町
内
の
小
児
科
医
を
信
大

の
発
達
障
が
い
専
門
医
育

成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

さ
せ
る
提
案
に
つ
い
て
ど

の
程
度
話
し
合
っ
た
の
か
。

保
健
福
祉
課
長
　
参
加
に

は
か
な
り
の
時
間
を
要

し
、
本
業
に
支
障
を
き
た

す
と
し
て
、
町
の
判
断
で

見
送
っ
た
。
し
か
し
、
令

和
２
年
度
、
町
内
と
軽
井

沢
病
院
の
小
児
科
医
２
名

の
方
に
は
発
達
障
が
い
の

診
断
評
価
の
ツ
ー
ル
で
あ

る
Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
な
ど
の
研

修
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

３
年
度
か
ら
児
童
発
達
支

援
事
業
の
委
託
医
と
し
て

依
頼
す
る
予
定
。

総合政策課長
医師確保が軌道に乗るであろう来年か再来年
ぐらいから、残りの５課題に取りんでいく方向 寺田 和佳子

軽井沢病院以外の５課題に
�ついてはいつから取り組むのか

毎年予算 5000万円
（平成 30年度から 5年間）
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令和2年4月25日　第126号17

一
般
質
問

一 般 質 問

川島 さゆり

信濃川水系緊急治水対策
� プロジェクトの取り組みは
地域整備課長
最上流自治体としてハード・ソフト整備について
調査研究していきたい

問
　
内
水
等
流
出
抑
制
は
。

地
域
整
備
課
長
　
自
然
保

護
対
策
要
綱
で
、
雨
水
排

水
は
原
則
敷
地
内
処
理
を

指
導
。
町
道
は
、
浸
透
枡

や
浸
透
側
溝
設
置
で
雨
水

流
出
抑
制
と
冠
水
対
策
を

実
施
し
て
い
る
。

問
　
各
戸
貯
留
施
設
補
助

は
。

地
域
整
備
課
長
　
近
隣
町

村
の
タ
ン
ク
等
研
究
す
る
。

問
　
支
川
氾
濫
抑
制
、
内

水
被
害
軽
減
は
。

地
域
整
備
課
長
　
河
川
掘

削
や
築
堤
を
実
施
す
る
箇

所
は
少
な
く
、
護
岸
整
備

を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。

問
　
支
川
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
作
成
は
。

総
務
課
長
　
県
に
準
拠
し

支
川
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作

成
を
考
え
て
い
る
。

問
　
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
洪
水
警
報
危
険
度
分

布
で
河
川
の
観
察
習
慣
を
。

総
務
課
長
　
広
報
や
防
災

訓
練
、
自
主
防
災
組
織
勉

強
会
で
周
知
し
た
い
。

防
災
減
災
対
策
は

問
　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設

置
補
助
と
周
知
を
。

総
務
課
長
　
地
震
時
の
通

電
火
災
と
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
の
有
効
性
の
周
知
か

ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
避
難
所
に
災
害
種
別

図
式
号
の
避
難
表
示
を
。

総
務
課
長
　
表
示
は
考
え

て
い
な
い
。
マ
イ
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
作
成
で
避
難
所
の

確
認
を
し
て
も
ら
う
。

問
　
電
柱
や
バ
ス
停
に
避

難
誘
導
看
板
を
設
置
し
、

多
言
語
表
示
で
観
光
客
や

外
国
人
の
避
難
誘
導
を
。

住
民
課
長
　
電
柱
の
避
難

誘
導
看
板
設
置
は
検
討
し

た
い
。
既
存
バ
ス
停
は
、

更
新
時
に
検
討
す
る
が
、

路
線
バ
ス
停
は
県
と
協
議

す
る
必
要
が
あ
り
難
し
い
。

問
　
自
主
防
災
組
織
の
核

と
な
る
消
防
Ｏ
Ｂ
、
防
災

士
、
県
の
自
主
防
災
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
参
加
者
で
会

を
設
置
し
情
報
共
有
は
。

総
務
課
長
　
他
の
自
治
体

の
設
立
状
況
や
活
動
内
容

の
研
究
か
ら
始
め
た
い
。

問
　
県
内
大
学
で
防
災
士

資
格
が
２
日
間
で
取
得
で

き
る
が
、
町
の
助
成
は
。

総
務
課
長
　
考
え
て
い
な

い
。
自
主
防
災
組
織
か
ら

希
望
者
を
募
り
、
県
の
自

主
防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

に
参
加
し
て
も
ら
い
、
自

主
防
災
組
織
の
核
と
な
る

人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

災害によっては、この避難所は危険です 逃げる場所はあちら

一口
メモ

「感震ブレーカー」とは…震度５で自動的にブレーカーが落ちる機器で , 分電
盤やコンセントタイプがあります。阪神淡路大震災、東日本大震災では火災の
60％以上が電気機器による火災であり、国も設置促進をしています。

一口
メモ
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令和2年4月25日　第126号 16
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2019 年 1月現在（長野県保険医協会自治体アンケート調べ）
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一
般
質
問

一 般 質 問

現在行っている電話相談に加え、家庭訪問での相
談を確保する 中澤 睦夫

問
　
開
業
医
の
団
体
・
長

野
県
保
険
医
協
会
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
国
民

健
康
保
険
証
の
未
交
付
の

世
帯
が
２
０
１
９
年
１
月

現
在
、
当
町
は
２
０
３
世

帯
と
多
い
。
３
年
間
で
増

え
て
も
い
る
。
実
態
把
握

と
分
析
、
対
策
は
ど
う
か
。

住
民
課
長
　
町
か
ら
の
通

知
に
反
応
さ
れ
な
い
滞
納

者
が
増
え
て
い
る
。
窓
口

や
電
話
等
で
の
相
談
を
受

け
付
け
、
収
税
担
当
と
連

携
し
折
衝
し
て
い
る
。

問
　
佐
久
市
は
未
交
付
12

世
帯
と
少
な
く
、
小
海
町

や
御
代
田
町
で
は
0
だ
。

滞
納
者
に
短
期
保
険
証
を

出
し
、
訪
問
し
て
実
情
を

聞
い
て
お
り
、
平
成
21
年

の
厚
労
省
通
知
で
の
対
応

を
し
て
い
る
が
。

住
民
課
長
　
通
知
は
承
知

済
み
。
現
行
の
電
話
相
談

に
加
え
、
家
庭
訪
問
で
接

触
の
機
会
を
確
保
す
る
。

問
　
未
交
付
の
方
に
聞
く

と
、
受
診
拒
否
を
経
験
さ

れ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
問
題
も
あ
り
心

配
だ
。
受
診
せ
ず
に
悪
化

し
、
仕
事
も
で
き
ず
滞
納

と
い
う
悪
循
環
と
な
る
。

生
活
支
援
と
納
税
支
援
を

一
体
に
し
た
生
活
再
建
体

制
を
と
っ
た
ら
ど
う
か
。

税
務
課
長
　
特
別
な
事
情

に
よ
り
納
税
が
困
難
な
方

へ
の
相
談
は
随
時
受
け
付

け
て
い
る
が
、
滞
納
者
へ

の
日
常
生
活
の
再
建
の
相

談
は
し
て
い
な
い
。

問
　
国
保
税
は
高
く
、
全

国
知
事
会
も
国
庫
負
担
の

増
額
を
政
府
に
要
請
し
て

い
る
。
町
の
対
応
は
。

住
民
課
長
　
県
や
市
町
村

会
を
通
じ
て
国
に
要
望
し

て
い
き
た
い
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

積
極
的
に
増
や
す

　

計
画
は

問
　
軽
井
沢
町
Ｃ
Ｏ
²
排

出
実
質
ゼ
ロ
宣
言
は
、
全

国
を
励
ま
す
も
の
だ
。
災

害
や
環
境
に
配
慮
し
な
が

ら
、
自
然
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
増
や
す
計
画
が
必

要
で
は
な
い
か
。

総
合
政
策
課
長
　
一
層
の

省
エ
ネ
化
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
を
す
る
。
必

要
か
つ
導
入
可
能
な
取
り

組
み
は
積
極
的
に
研
究
、

検
討
を
進
め
て
い
く
。

問
　
避
難
所
に
蓄
電
池
を

設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

総
務
課
長
　
災
害
の
停
電

時
に
は
自
動
車
メ
ー
カ
ー

と
電
気
自
動
車
等
の
支
援

協
定
を
し
た
。
町
の
発
電

機
と
合
わ
せ
て
対
応
す
る
。

住民課長

国民健康保険証の
� 未交付世帯への対策は

国民健康保険証の未交付状況
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令和2年4月25日　第126号15

一
般
質
問

一 般 質 問

眞島 聡子

環境課長

「軽井沢町ＣＯ₂排出実質
� ゼロ宣言」への取り組みは

化石燃料の使用量を削減していく

問
　「
軽
井
沢
町
Ｃ
Ｏ
²

排
出
実
質
ゼ
ロ
宣
言
」
へ

の
取
り
組
み
は
。

環
境
課
長
　
化
石
燃
料
の

使
用
量
を
削
減
し
、
森
林

の
Ｃ
Ｏ
²
吸
収
を
合
わ
せ

行
っ
て
い
く
。
環
境
課
が

主
に
な
り
、
排
出
削
減
の

実
行
計
画
を
推
進
。

問
　
樹
齢
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
²

吸
収
量
の
違
い
は
。

環
境
課
長
　
森
林
総
合
研

究
所
資
料
で
は
、
杉
、
ヒ

ノ
キ
、
天
然
の
広
葉
樹
林

と
も
樹
齢
20
年
で
一
番
吸

収
量
が
多
い
。
そ
の
後
は

年
々
減
っ
て
い
く
と
い
う

結
果
が
出
て
い
る
。

問
　
Ｃ
Ｏ
²
の
主
な
発
生

源
で
あ
る
電
力
の
削
減
と

し
て
、
町
施
設
へ
の
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
の
導
入
は
。

環
境
課
長
　
全
庁
的
に
積

極
的
な
導
入
を
進
め
た
い
。

問
　
学
校
等
に
内
窓
を
設

置
し
、
冷
暖
房
費
の
削
減

が
で
き
る
が
導
入
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
先
に

喫
緊
課
題
と
し
て
保
育
園

等
に
冷
房
を
つ
け
る
。
現

段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

新
ご
み
焼
却
施
設

　

で
の
処
理
可
能
量

を
超
え
る
可
燃
ご
み

　

削
減
の
取
り
組
み
は

問
　
処
理
方
法
と
費
用
は
。

環
境
課
長
　
令
和
3
年

度
よ
り
超
過
分
の
約

6
0
0
ト
ン
を
民
間
施
設

で
焼
却
処
理
。
経
費
は

３
３
０
０
万
円
か
か
る
。

家
庭
ご
み
の
約
60
％
が
生

ご
み
。
事
業
系
の
紙
ご
み

の
再
資
源
化
を
優
先
的
に

進
め
超
過
分
の
対
策
を
行

う
。

問
　
諏
訪
市
で
は
、
ペ
ー

パ
ー
ラ
ボ
で
使
用
済
み
コ

ピ
ー
用
紙
を
再
生
紙
に
し

て
い
る
。
ご
み
削
減
、
リ

サ
イ
ク
ル
、
Ｃ
Ｏ
²
削
減

へ
の
ア
ピ
ー
ル
、
障
が
い

者
雇
用
の
場
と
し
て
、
機

械
導
入
の
検
討
は
。

環
境
課
長
　
費
用
対
効
果

的
に
厳
し
い
が
、
今
後
研

究
を
し
て
い
く
。

問
　
区
の
ご
み
集
積
場
と

資
源
庫
へ
の
取
り
組
み
と

し
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
と
、
屋
根
に
太
陽
光
発

電
を
設
置
し
防
犯
灯
や
街

灯
な
ど
の
電
気
と
し
て
は
。

環
境
課
長
　
不
法
投
棄
が

多
い
所
に
は
す
で
に
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
。
太
陽
光

を
つ
け
て
も
木
陰
で
効
果

が
な
い
場
合
が
あ
る
。
状

況
に
よ
り
検
討
し
た
い
。

ペーパーラボ

38 万枚のコピー用紙を 26万枚の再生紙へ ! 障がい者の方が使用済み
コピー用紙を確認

一口
メモ

「ペーパーラボ」とは…使用済みコピー用紙を投入すると、機内で紙の繊維をほ
ぐし、再生紙を作る機械の名称です。ちなみに諏訪市では、障がい者就労支援と
して、紙の回収と確認などの仕事をしてもらっています。

一口
メモ
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令和2年4月25日　第126号 14

一
般
質
問

一 般 質 問

情報収集や調査研究を進めるとともに、
近隣市町村との共同事業も検討している 福本 修

総合政策課長

問
　
I
C
T
技
術
で
は

R
P
A
が
事
務
業
務
効
率

化
に
注
目
だ
。
こ
れ
は
人

が
行
っ
て
い
た
定
型
的
な

作
業
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
代

行
さ
せ
る
事
で
業
務
を
効

率
化
す
る
。
宇
城
市
で
は

住
民
異
動
届
な
ど
に
つ

い
て
R
P
A
を
導
入
し

3
6
3
2
時
間
節
約
で

き
る
と
試
算
（
図
参
照
）。

当
町
の
業
務
効
率
化
へ
の

取
り
組
み
は
。

総
合
政
策
課
長
　
当
町
で

は
R
P
A
、
ス
キ
ャ
ン
し

た
手
書
き
文
書
の
文
字
を

A
I
が
文
字
デ
ー
タ
に
変

換
す
る
A
I
︲
O
C
R
の

技
術
を
調
査
研
究
し
て
い

る
。
直
近
で
は
近
隣
市
町

と
の
情
報
専
門
部
会
で
共

同
を
検
討
議
題
と
し
た
。

今
後
は
R
P
A
、
A
I
︲

O
C
R
を
活
用
で
き
る
業

務
を
洗
い
出
し
、
検
証
作

業
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

バ
ス
時
刻
表
の

　
　

デ
ー
タ
整
備
へ
の

　

取
り
組
み
は

問
　
循
環
バ
ス
時
刻
表
を

G
T
F
S
︲
J
P
と
い
う

国
際
的
な
規
格
で
整
備
を

す
る
と
大
手
検
索
サ
イ
ト

で
町
内
循
環
バ
ス
を
含
め

た
経
路
を
調
べ
ら
れ
る
。

町
民
の
利
便
性
促
進
は
も

と
よ
り
観
光
客
の
バ
ス
利

用
促
進
に
つ
な
が
り
交
通

渋
滞
の
緩
和
に
も
役
立
つ
。

当
町
の
取
り
組
み
は
。

住
民
課
長
　
当
町
で
は
整

備
し
て
い
な
い
が
、
バ
ス

委
託
業
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
時
刻
表
な
ど
を
案
内

し
て
い
る
。
ま
た
信
州
ナ

ビ
で
は
バ
ス
を
含
む
ル
ー

ト
検
索
が
で
き
る
。

問
　
観
光
客
が
当
町
の
目

的
地
ま
で
の
経
路
を
調
べ

る
場
合
、
一
つ
の
検
索

サ
ー
ビ
ス
し
か
使
わ
な
い

と
言
っ
て
も
よ
い
。
現
状

で
は
大
手
の
検
索
サ
イ
ト

で
循
環
バ
ス
の
情
報
が
出

な
い
の
で
、
普
通
の
利
用

者
は
そ
こ
ま
で
で
あ
る
。

そ
こ
か
ら
信
州
ナ
ビ
に
使

い
変
え
て
調
べ
る
事
は
ま

ず
な
い
だ
ろ
う
。
デ
ー
タ

は
あ
る
の
で
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
を
改
変
す
れ
ば
低
い
コ

ス
ト
で
G
T
F
S
︲
J
P

に
よ
る
デ
ー
タ
整
備
が
可

能
と
考
え
る
が
検
討
は
。

住
民
課
長
　
デ
ー
タ
に
し

て
い
る
も
の
を
G
T
F
S

︲
J
P
化
す
る
と
い
う
こ

と
は
可
能
と
考
え
て
い
る
。

必
要
な
時
期
に
G
T
F
S

︲
J
P
化
を
し
た
い
。

RPA（ロボット・プログラム）を使った
� 町の業務効率化への取り組みは

宇城市では RPAの活用による歳出削減
効果を年間 724万円と試算した

一口
メモ

「GTFS-JP」とは…国交省が見える化を目指して定めた公共交通網の時刻表や路
線図など、バス情報の統一フォーマットです。

「ＲPA」とは…ロボットプログラムを使った作業の自動化技術です。人が従来行っ
ていたデータ入力などの作業をプログラムに代行させることで業務の効率化が図
られます。

一口
メモ

一口
メモ
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令和2年4月25日　第126号13

一
般
質
問

駐車場がもっと広くならないかな 人口芝はいらないという声も

一 般 質 問

問
　
駅
自
由
通
路
の
一
部

に
通
年
で
人
工
芝
が
敷
い

て
あ
る
の
は
な
ぜ
か
。

地
域
整
備
課
長
　
雪
や
雨

に
対
す
る
安
全
対
策
の
た

め
年
間
を
通
じ
て
設
置
。

問
　
駅
利
用
者
か
ら
、
か

び
臭
い
時
が
あ
る
、
と
の

苦
情
を
聞
い
て
い
る
が
。

地
域
整
備
課
長
　
か
び
臭

い
な
ど
異
臭
苦
情
は
な
い
。

問
　
南
北
の
入
口
も
自
動

ド
ア
と
な
り
、
景
観
上
か

ら
も
人
工
芝
を
や
め
、
石

を
加
工
し
て
滑
り
止
め
の

改
善
を
す
る
予
定
は
。
　

地
域
整
備
課
長
　
清
潔
感

や
安
全
性
も
確
保
さ
れ
て

い
る
の
で
、
考
え
て
い
な

い
。歴

史
的
建
造
物
の

　

活
用
は

問
　
町
所
有
の
歴
史
的
建

造
物
の
今
後
の
利
用
計
画

は
。

生
涯
学
習
課
長
　
建
物
の

歴
史
的
な
価
値
を
損
な
わ

な
い
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

問
　
歴
史
的
建
造
物
を
民

間
に
貸
し
出
し
活
用
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
土
地
用

途
制
限
等
も
あ
り
民
間
活

用
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

問
　
22
世
紀
風
土
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
中
で
の
検
討
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
地
元
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討

を
進
め
て
い
く
。

防
災
行
政
無
線
戸
別

受
信
機
の
貸
与
は

問
　
防
災
行
政
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
化
後
の
戸
別
受
信

機
の
機
種
選
定
は
終
わ
っ

て
い
る
か
。

総
務
課
長
　
設
備
と
の
互

換
性
が
必
要
な
の
で
メ
ー

カ
ー
が
こ
れ
か
ら
製
造
。

問
　
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

総
務
課
長
　
４
月
か
ら
と

り
ま
と
め
、
電
波
の
確
認

等
を
し
て
か
ら
早
い
時
期

の
設
置
を
考
え
て
い
る
。

問
　
避
難
行
動
要
支
援
者

や
希
望
者
へ
の
貸
与
は
ど

う
な
る
か
。

総
務
課
長
　
避
難
行
動
要

支
援
者
台
帳
の
登
録
者
は

無
償
貸
与
。
希
望
者
へ
は

上
限
６
万
円
で
半
額
補
助
。

駅
北
口
西
側
駐
車
場

の
拡
張
は

問
　
拡
張
計
画
は
。

観
光
経
済
課
長
　
隣
接
し

た
土
地
が
な
い
こ
と
、
新

幹
線
の
車
窓
か
ら
の
景
観

を
考
慮
す
る
と
２
階
建
て

に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

問
　
拡
張
が
難
し
け
れ
ば

他
の
場
所
に
駐
車
場
の
整

備
の
計
画
は
。

観
光
経
済
課
長
　
町
内
に

駐
車
さ
れ
る
数
を
分
散
し

渋
滞
の
緩
和
の
た
め
、
信

濃
追
分
駅
前
駐
車
場
の
拡

張
を
計
画
中
。

清潔感や安全性も確保されているので、
考えていない

地域整備課長

利根川 泰三

軽井沢駅自由通路の人工芝をやめ、
� 床石を加工しての改善予定は

一口
メモ

「避難行動要支援者」とは…高齢者、障がい者、自ら避難することが困難な者で、
特に支援を要する人たちのことです。

一口
メモ
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令和2年4月25日　第126号 12

一
般
質
問

一 般 質 問

問
　
行
政
が
考
え
る
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
社
会
と
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
町
が
推

進
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標

誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い

社
会
で
あ
る
と
考
え
る
。

町
長
　
違
い
を
認
め
合
い

生
活
す
る
こ
と
が
大
切
で
、

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
進
め

る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

問
　
多
様
な
価
値
観
が
融

合
す
る
こ
と
で
新
し
い
価

値
観
を
生
み
出
し
、
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
社
会
と
な
る
。

周
知
啓
発
の
方
法
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
住
民
を

対
象
に
講
演
会
等
を
開
催
、

町
職
員
へ
は
研
修
会
を
行

い
周
知
啓
発
し
て
い
る
。

問
　
人
と
違
う
価
値
観
は

時
に
差
別
の
対
象
と
な
る
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
社
会
を

正
し
く
理
解
し
て
い
な
い
、

そ
も
そ
も
推
進
す
る
意
味

が
分
か
ら
な
い
、
と
い
う

住
民
が
固
定
観
念
や
偏
見

を
リ
セ
ッ
ト
で
き
る
よ
う
、

推
進
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
明

確
な
目
標
を
設
け
て
発
信

す
る
と
良
い
の
で
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
今
後
は

機
会
を
工
夫
し
、
周
知
徹

底
す
る
。

問
　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
社

会
を
推
進
す
る
上
で
、
鍵

と
な
る
人
材
と
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
人
権
同

和
教
育
推
進
委
員
で
あ
る
。

問
　
多
様
な
価
値
観
を
新

庁
舎
改
築
へ
と
反
映
す
る

こ
と
も
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

社
会
の
推
進
と
考
え
る
が
、

障
が
い
者
、
子
育
て
世
代
、

そ
し
て
外
国
人
住
民
か
ら

広
く
意
見
や
提
案
を
引
き

出
す
こ
と
が
重
要
で
は
。

町
長
　
で
き
る
だ
け
多
く

の
住
民
か
ら
意
見
を
聞
き
、

良
い
新
庁
舎
を
造
り
た
い
。

総
務
課
長
　
来
年
度
以
降
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

募
集
し
広
く
意
見
を
聞
く
。

問
　
未
来
を
創
っ
て
い
く

子
ど
も
が
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
を
学
ぶ
こ
と
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
を
生
き
抜

く
力
を
養
う
こ
と
で
あ
る
。

指
導
す
る
教
職
員
が
正
し

く
理
解
で
き
る
サ
ポ
ー
ト

体
制
は
整
っ
て
い
る
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
研
修
会

や
ア
イ
ザ
ッ
ク
の
生
徒
に

よ
る
学
校
訪
問
な
ど
か
ら

人
権
感
覚
を
養
っ
て
い
る
。

問
　
児
童
・
生
徒
や
先
生

が
ア
イ
ザ
ッ
ク
で
過
ご
す

な
ど
も
実
施
で
き
な
い
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長
　
で
き

る
か
ど
う
か
考
え
た
い
。

横須賀 桃子
ダイバーシティを進めることは重要である

町長

多様な価値観が輝く
� ダイバーシティ社会の推進を

一口
メモ

「ダイバーシティ社会」とは…国籍・性別・年齢・障がいの有無などに関わらず、
誰もが希望をもって挑戦し参画・活躍できる社会のことです。

多様な価値観を学びグローバル社会で生き抜く力を !!

一口
メモ
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令和2年4月25日　第126号11

一
般
質
問

問
　
少
子
高
齢
社
会
、
幸

せ
社
会
の
構
築
は
。

町
長
　
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

事
業
の
開
始
、
通
い
の
場

の
普
及
、
三
世
代
同
居
に

よ
っ
て
幸
せ
社
会
の
構
築

に
寄
与
し
て
い
る
。

問
　
自
立
と
多
様
性
を
尊

重
す
る
子
ど
も
の
育
成
は
。

町
長
　
小
中
学
校
へ
I
C

T
機
器
は
導
入
済
。
軽
井

沢
高
校
存
続
の
た
め
、
学

習
セ
ン
タ
ー
の
開
設
と
魅

力
化
検
討
委
員
会
の
発
足
。

問
　
美
し
い
景
観
づ
く
り

と
コ
ン
パ
ク
ト
で
住
み
や

す
い
都
市
形
成
は
。

町
長
　
新
軽
と
中
軽
で
エ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
運
営
会
議

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想

は
慎
重
に
進
め
て
い
く
。

問
　
環
境
保
全
、
防
災
施

策
、
都
市
整
備
の
推
進
は
。

町
長
　
緑
化
の
推
進
。
光

や
風
の
通
る
森
林
形
成
。

使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
削
減
、
意
識
啓
発
等
を

Ｇ
20
開
催
都
市
と
し
て
頑

張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
　
創
造
拠
点
と
し
て
の

軽
井
沢
ブ
ラ
ン
ド
強
化
は
。

町
長
　
信
大
・
東
大
連
携

関
係
で
は
、
医
師
の
招

し
ょ
う

聘へ
い

か
ら
健
康
モ
デ
ル
都
市
の

推
進
。
国
際
会
議
も
６
月

に
予
定
さ
れ
て
い
る
。
リ

ゾ
ー
ト
テ
レ
ワ
ー
ク
の
充

実
。
施
設
も
整
備
さ
れ
有

用
性
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

問
　
産
業
形
成
は
。

町
長
　
滞
在
型
リ
ゾ
ー
ト

の
推
進
、
他
市
町
村
と
の

観
光
連
携
の
推
進
、
軽
井

沢
産
野
菜
の
高
付
加
価
値

化
な
ど
、
進
め
る
こ
と
が

で
き
た
も
の
と
思
う
。

台
風
災
害
の
復
旧

　

状
況
は

　

問
　
被
害
発
生
場
所
の
情

報
発
信
を
。

総
務
課
長
　
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
防
災
ア
プ
リ
等

を
活
用
し
、
被
災
地
図
の

情
報
の
発
信
を
検
討
し
た

い
。

問
　
復
旧
工
事
の
進
捗
は
。

地
域
整
備
課
長
　
小
規
模

な
も
の
は
約
９
割
完
了
。

他
、
国
の
災
害
査
定
を
受

け
順
次
発
注
し
て
い
る
。

観
光
経
済
課
長
　
農
地
は

作
付
け
前
に
、
遊
歩
道
等

は
３
月
下
旬
、
雲
場
池
は

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
ま

で
に
竣
工
予
定
。

環
境
課
長
　
全
壊
家
屋
２

棟
の
う
ち
、
１
棟
は
処
理

委
託
契
約
済
。
他
は
処
理

申
請
待
ち
。

上
下
水
道
課
長
　
下
水
道

施
設
は
全
て
復
旧
完
了
。

町長

公約6項目の進捗等を
� どう捉えているか

実施しているもの等、それぞれに進んでいる
市村 守

一 般 質 問

早期復旧を！
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令和2年4月25日　第126号 10

一
般
質
問

町への提言 !

一般
質問

保護者提供の写真

１日目 2日目

市村 守 （11ページ）

●公約６項目の進捗等をどう捉えているか
●台風災害の復旧状況は

横須賀 桃子 （12ページ）

●多様な価値観が輝くダイバーシティ社会の推進を

利根川 泰三 （13ページ）

●軽井沢駅自由通路の人工芝をやめ、
　床石を加工しての改善予定は
●歴史的建造物の活用は
●防災行政無線戸別受信機の貸与は
●駅北口西側駐車場の拡張は

福本 修 （14ページ）

● RPA（ロボット・プログラム）を使った
　町の業務効率化への取り組みは
●バス時刻表のデータ整備への取り組みは

眞島 聡子 （15ページ）

●「軽井沢町ＣＯ ₂排出実質ゼロ宣言」への
　取り組みは
●新ごみ焼却施設での処理可能量を超える
　可燃ごみ削減の取り組みは

中澤 睦夫 （16ページ）

●国民健康保険証の未交付世帯への対策は
●自然エネルギーを積極的に増やす計画は

川島 さゆり （17ページ）

●信濃川水系緊急治水対策プロジェクトの
　取り組みは
●防災減災対策は

寺田 和佳子 （18ページ）

●軽井沢病院以外の５課題についてはいつから
　取り組むのか

赤井 信夫　 （19ページ）

●庁舎改築周辺整備事業における再生可能
　エネルギーの考え方は

 一般質問  一般質問

一般質問は一問一答方式で１時間以内となっています。
内容に関しては要約して掲載しています。
議事録は議会ホームページで閲覧できます。
なお、この記事は質問者が責任をもって書いています。

二次元コードを読み取ると、
議会中継にアクセスできます。
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令和2年4月25日　第126号9

新
規
事
業

令和２年度の

注目事業は?？

新焼却施設 佐久平クリーンセンター

骨髄提供者と移植を受けた方への
支援事業

現在使用中のクリーンセンターの老朽化により、新しく「佐久
平クリーンセンター」を建設中です。8月より試運転が行われ、
佐久市、軽井沢町、御代田町、立科町他の可燃ごみを焼却します。

提供者と提供者が勤務する事業所等に助成金を支給
します。また、移植を受けた 20歳未満の方のワク
チン再接種費用を助成します。

令和 3年度拡張に向け事業がスタートします。
6ページ参照

デジタル化に対応した戸別受信機の導入が始まりま
す。4ページ参照
※実際の受信機と異なる場合があります。

今回は、避難所に指定されている東部小と西部小、
中学校に計 70室が配備されます。

信濃追分駅前駐車場
拡張設計委託他480万円

防災行政無線戸別受信機避難所で使えるファミリールーム・
プライベートルーム

追加購入213万円

令和２年度町負担分　2億4477万円

47万円

設置委託5100万円　設置補助300万円

12月より
本稼働
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令和2年4月25日　第126号 8

令
和
２
年
度
予
算
を
審
議

児童発達支援
　　センターの
� 今までの流れ

方針転換のいきさつと、児童発達支援センターの必要性をさまざまな角度から質問しました

老人福祉センター内
に児童発達支援セン
ター開設を計画

令和２年度当初
予算に改修工事
費用を計上

改修工事はせずに、支援が必要
な子どもに地域で専門的な療
育を提供している「にじいろポ
ケット」が、現状のままセンター
的役割を担うよう方針転換

児童発達支援センターとは、障がいを持つ子どもが支援や訓練などの療育を受けるだけでなく、家族も
アドバイスを受けることができる町の中核となる通所施設であり、令和２年度末までに各市町村に設置す
ることとされています。

この短期間での変更の経緯は。

当初、庁舎改築周辺整備の計画では５、６年後に老人福祉センターを取り壊す予定であり、改修
後何年かは児童発達支援センターとして利用する予定であった。
しかし庁舎建設が具体化する中で、２期工事に含まれる複合施設を町民の憩いの場とするために
も、庁舎と一貫性を持たせることが必要であり、隣接配置を目指すため、1期工事となる新庁舎
建設を一体的に整備・解体することとした。
令和３年から当面の間は、民間の障がい児等通所施設である「にじいろポケット」で定員を増や
しセンター的内容で運営する。
今後の場所については、早めに決める。

町長の３期目の公約に児童発達支援センターがあったが、現在の児童発達支援センターへの思い
は？

庁舎改築周辺整備の日程が具体的になる中で、将来壊す建物に５000万円をかけるのは無駄に
なると判断。良く考えれば分かったことであり、慎重さが必要だった。関係の皆様には大変ご迷
惑をおかけしたと思っている。新たな設置場所は庁舎周辺か、木もれ陽の里も検討の中にある。
しかしながら、事業としては行うわけで、現在同様の事業を担っている「にじいろポケット」で
は人材も確保済みということで、運営面を充実させて今後の準備を進める。

子どもたちにとっての療育の３年はとても大切であり、町長が掲げるSDGsの観点から考える
と現在支援の必要な子どもたちを取り残しかねないが、どう考えているか。

子どもの今を考えなければならないのは十分わかるが、今回はより良いものを目指し取り組んで
いく。

児童発達支援センター検討委員会は昨年11月21日以降行われておらず、委員会には老人福祉
センター改修取り止めの相談すらされていない。町にはさまざまな検討委員会があるが、これら
の検討委員会の存在理由をどう考えているか。

児童発達支援センター検討委員会においては場所が決まっている状況からスタートしたが、委員
会の役割は主にセンターの事業内容について意見をいただくものだと捉えている。
今後は新年度早々に、委員会を招集し変更内容・今後の運営について検討していただく。

児童発達支援センターの方針転換について議論 !!

答

答

答

答

問

問

問

問

今後、改修分を補正予算で減額予定！
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令和2年4月25日　第126号7

令
和
２
年
度
予
算
を
審
議

あ
っ
た
が
、
今
後
の
委
託

先
と
開
始
時
期
は
。

答
　
社
会
福
祉
協
議
会
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

に
委
託
。
令
和
２
年
4
月

以
降
、
現
利
用
者
に
迷
惑

が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
開

始
し
た
い
が
、
全
て
の
面

で
同
時
ス
タ
ー
ト
で
き
る

と
は
言
え
な
い
。

日
曜
・
祝
日
の

　
　

子
ど
も
の
受
け

　
　

入
れ
は

問
　
放
課
後
子
ど
も
教
室

を
併
設
し
て
い
る
児
童
館

は
実
行
委
員
会
が
大
賀

ホ
ー
ル
を
希
望
し
会
場
を

変
更
し
た
。
今
年
も
実
行

委
員
会
の
意
見
を
聞
い
た

上
で
対
応
し
た
い
。
４
月

に
募
集
を
か
け
、
早
め
に

委
員
会
を
立
ち
上
げ
調
整

を
し
た
い
。

旧
軽
井
沢
公
民
館
の

建
設
は

問
　
建
設
工
事
予
定
は
。

答
　
令
和
２
年
度
実
施
設

計
、
工
事
は
３
年
度
か
ら

４
年
度
に
わ
た
り
行
う
。

区
の
検
討
委
員
会
と
協
議

テ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

問
　
訪
問
看
護
事
業
特
別

会
計
で
な
く
病
院
事
業
会

計
に
な
っ
た
理
由
は
。

答
　
訪
問
看
護
で
看
護
師

を
募
集
し
た
が
採
用
で
き

な
か
っ
た
。
ま
ず
は
病
院

内
に
み
な
し
事
業
所
と
し

て
立
ち
上
げ
、
病
院
内
看

護
師
が
訪
問
看
護
を
行
う

こ
と
か
ら
、
病
院
事
業
会

計
と
し
た
。

情
報
シ
ス
テ
ム
経
費

が
他
自
治
体
よ
り
高

額
な
の
は

　
自
治
体
の
情
報
処
理
に

ク
ラ
ウ
ド
を
導
入
す
る
こ

と
で
「
経
費
削
減
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
向
上
、
被
災

時
の
業
務
継
続
確
保
、
業

務
の
共
通
化
・
標
準
化
」

と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
し
て
、
政
府
主
導
で

導
入
支
援
を
し
て
き
ま
し

た
。
令
和
元
年
度
以
降
、

全
自
治
体
の
ク
ラ
ウ
ド
導

入
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

の
令
和
２
年
４
月
以
降
の

完
全
休
館
日
は
。

答
　
日
曜
日
と
祝
日
で
あ

る
。

問
　
全
児
童
館
で
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
の
子

ど
も
の
受
け
入
れ
は
。

答
　
細
部
は
決
ま
っ
て
い

な
い
。
こ
れ
か
ら
決
め
て

い
く
。

成
人
式
の
会
場
は

問
　
令
和
２
年
度
の
成
人

式
会
場
は
。

答
　
原
則
中
央
公
民
館
で

行
う
事
業
だ
が
、
昨
年
度

を
進
め
て
い
る
。
地
元
負

担
金
は
３
0
0
0
万
円
で

合
意
し
て
い
る
。

軽
井
沢
病
院
訪
問

　

看
護
事
業
は

　
軽
井
沢
病
院
訪
問
看
護

事
業
は
令
和
元
年
５
月
か

ら
人
員
不
足
の
た
め
休
止

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
2

年
4
月
か
ら
「
み
な
し
指

定
訪
問
看
護
事
業
所
」
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

軽
井
沢
病
院
事
業
会
計
の

中
で
実
施
す
る
こ
と
で
、

病
院
看
護
部
内
で
の
ロ
ー

問
　
総
務
省
の
調
査
か
ら

町
I
C
T
経
費
７
億
７
千

万
円
超
（
平
成
29
年
度

分
）
は
、
他
自
治
体
に
比

べ
て
極
め
て
高
額
で
あ
っ

た
。
令
和
２
年
度
予
算
も

約
７
億
円
と
高
額
で
あ
り
、

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
に
積
極

的
に
参
加
す
る
姿
勢
が
見

え
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答
　
当
町
は
独
自
電
算
で

行
っ
て
き
た
も
の
が
多
い
。

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
等
、
共

同
化
で
き
る
も
の
に
つ
い

て
は
今
後
検
討
し
て
い
く
。

問
　
病
院
事
業
の
令
和
２

年
度
予
算
の
う
ち
、
電
子

カ
ル
テ
等
の
み
で
２
億
円

と
あ
る
。
病
院
シ
ス
テ
ム

を
ク
ラ
ウ
ド
化
し
て
経
費

削
減
に
努
め
な
い
の
は
な

ぜ
か
。

答
　
平
成
27
年
度
よ
り
委

員
会
を
立
ち
上
げ
ク
ラ
ウ

ド
化
も
検
討
し
た
が
、
当

時
は
メ
イ
ン
サ
ー
バ
ー
を

院
内
に
置
く
の
が
主
流
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
情
報
量

が
多
い
た
め
通
信
速
度
の

問
題
も
あ
り
取
り
や
め
た
。

特別な日を演出できた

一口
メモ

一口
メモ

「自治体クラウド」とは…地方公共団体が情報システムを庁舎内で保有・管理す
ることに代えて、通信回線を経由して外部のデータセンターを利用できるように
する仕組みです。

昭和27年建築の旧軽井沢病院跡舎を
使用している旧軽井沢公民館
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令和2年4月25日　第126号 6

令
和
２
年
度
予
算
を
審
議

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

　
　

ビ
ジ
ョ
ン
は

問
　
外
国
人
旅
行
者
の
倍

増
に
向
け
た
目
標
は
。

答
　
令
和
５
年
に
30
万
人

の
宿
泊
者
を
目
標
と
し
て

い
る
。
平
成
30
年
の
実
績

は
20
万
４
千
人
で
あ
っ
た
。

問
　
海
外
向
け
の
観
光
宣

伝
で
は
欧
米
に
力
を
入
れ

る
と
し
て
い
た
は
ず
だ
が
。

答
　
欧
米
と
東
南
ア
ジ
ア

向
け
宣
伝
を
交
互
に
行
っ

て
い
て
、
令
和
2
年
度
は

タ
イ
や
台
湾
を
考
え
て
い

る
。

答
　
旧
碓
氷
峠
遊
覧
歩
道

は
３
月
中
、
信
濃
路
、
石

尊
山
や
千
ヶ
滝
の
せ
せ
ら

ぎ
の
道
は
７
月
中
旬
に
開

通
の
予
定
。

中
小
企
業
の
支
援
は

問
　
商
工
業
振
興
資
金
は

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
問
題

で
影
響
を
受
け
て
い
る
業

者
に
も
使
え
る
の
か
。
事

業
者
へ
の
周
知
の
方
法
は
。

答
　
使
用
で
き
る
。
町
や

商
工
会
等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
周
知
し
て
い
く
。

信
濃
追
分
駅
前

　
　

駐
車
場
は

問
　
駐
車
場
は
い
つ
頃
拡

張
さ
れ
る
の
か
。

答
　
令
和
2
年
度
に
実
施

設
計
、
3
年
度
に
は
着
工

す
る
予
定
で
あ
る
。
拡
張

部
分
は
し
な
の
鉄
道
か
ら

借
地
し
て
、
現
在
の
収
容

台
数
44
台
か
ら
65
台
に
し

た
い
。

循
環
バ
ス
の

　
　
　

利
便
性
は

問
　
前
年
度
よ
り
、
運
行

委
託
費
を
1
3
0
0
万
円

増
額
し
て
い
る
理
由
は
。

答
　
燃
料
高
騰
、
働
き
方

改
革
へ
の
対
応
、
運
転
手

確
保
が
厳
し
い
な
ど
の
理

由
に
よ
り
経
費
が
増
加
し

て
い
る
が
、
今
ま
で
の
便

数
を
確
保
す
る
た
め
増
額

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
東
南
廻
り
線
の

車
両
２
台
へ
交
通
系
I
C

カ
ー
ド
機
器
を
導
入
す
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
実
績
は

問
　
当
町
で
の
普
及
率
は

ど
う
か
。

答
　
２
月
末
現
在
、
普
及

率
は
16
・
９
％
。
今
後
は

保
険
証
と
し
て
も
使
え
、

利
用
で
き
る
幅
が
広
が
る
。

通
知
カ
ー
ド
は
５
月
末
で

廃
止
と
な
る
。

レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト

の
開
催
は

問
　
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト

が
具
体
化
し
て
い
る
と
聞

く
が
、
開
催
の
予
定
は
。

答
　
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト

は
発
地
市
庭
の
夏
か
秋
の

グ
ラ
ン
フ
ェ
ス
タ
の
中
で

開
催
し
た
い
。
経
費
は
発

地
市
庭
の
指
定
管
理
料
か

ら
支
出
す
る
予
定
。

自
然
歩
道
の
復
旧
は

問
　
昨
年
の
台
風
で
信
濃

路
自
然
歩
道
な
ど
４
か
所

が
通
行
止
め
に
な
っ
て
い

る
。
い
つ
頃
、
開
通
の
見

込
み
か
。

民
生
児
童
委
員
へ
の

交
付
金
は

問
　
民
生
児
童
委
員
は
何

人
か
、
交
付
金
の
額
は
。

答
　
民
生
児
童
委
員
は
40

人
、
他
に
町
全
体
を
見
る

主
任
児
童
委
員
と
し
て
２

人
。
活
動
費
は
県
か
ら
年

間
12
万
円
程
度
出
て
い
る
。

ま
た
、
町
の
福
祉
委
員
を

兼
ね
て
お
り
、
別
途
、
月

1
万
円
の
報
酬
が
あ
る
。

風
疹
予
防
接
種
の

　

周
知
は

問
　
風
疹
ワ
ク
チ
ン
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
配
布
と
周
知

は
。

答
　
風
疹
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
機
会
の
な
か
っ
た
昭
和

37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

男
性
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
送

る
。
さ
ら
に
昨
年
度
未
受

診
の
方
に
再
度
送
る
。

保
育
園
等
エ
ア
コ
ン

設
置
は

問
　
町
４
保
育
園
の
エ
ア

コ
ン
設
置
は
。

答
　
全
室
設
置
と
な
る
。

園
に
は
長
期
休
み
が
な
い

た
め
設
置
が
夏
前
に
は
完

了
し
な
い
可
能
性
も
あ
る

が
、
で
き
る
だ
け
早
く
設

置
し
た
い
。
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
、
児
童
館
等
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
、
２

年
度
以
降
で
考
え
る
。

フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　
　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
は

　
子
育
て
の
手
助
け
を
し

て
ほ
し
い
会
員
と
、
手
伝

い
を
し
た
い
会
員
を
つ

な
ぎ
支
え
あ
う
活
動
で

す
。
講
習
を
受
け
た
会
員

が
、
預
か
り
や
食
事
の
提

供
、
送
迎
等
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
条
件
が
整
え
ば
病

児
、
病
後
児
の
預
か
り
を

行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
　
今
ま
で
補
助
事
業
で

気軽に自然が親しめる
日常が待ちどおしい
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令和2年4月25日　第126号5

令
和
２
年
度
予
算
を
審
議

令和2年度予算を 審議

歳 出
133億

4000万円

民生費
35億4275万円

26.6％
町税

88億7840万円
66.6％

総務費
23億9598万円

18.0％

財産収入・繰入金・寄附金
14億5637万円 10.9％

教育費
17億4228万円

13.1％
土木費

23億4980万円
17.6％

衛生費
13億9173万円

10.4％

公債費（借金返済）
5億6975万円
4.3％

商工費
4億3330万円 3.2％

国庫支出金
9億6400万円 7.2％
地方譲与税・交付金
7億2330万円 5.4％

繰越金・その他収入
7億8931万円 5.9％

県支出金
5億2862万円 4.0％

農林水産業費
3億6077万円 2.7％

消防費 3億4962万円 2.6％

議会費 1億5026万円 1.1％

労働費他 5376万円 0.4％

歳 入
133億

4000万円

自主財源
111億2408万円

（83.4％）

依存財源
22億1592万円
（16.6％）

一般会計予算の内訳

防
災
重
点
た
め
池
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

問
　
決
壊
の
恐
れ
が
あ
る

た
め
池
の
周
知
と
住
民
へ

の
マ
ッ
プ
の
配
布
方
法
は
。

答
　
上
発
地
に
あ
る
「
発

地
た
め
池
」
と
馬
取
に
あ

る
「
馬
取
た
め
池
」
の
２

か
所
。
豪
雨
や
地
震
の
際

に
決
壊
し
た
場
合
の
防
災

用
地
図
と
な
る
。
地
域
で

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
て

作
成
し
、
配
布
し
た
い
。

ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
ー

の
購
入
は

問
　
従
来
は
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
を
考
慮
し
て
リ
ー

ス
だ
っ
た
が
、
購
入
に

至
っ
た
経
緯
は
。

答
　
消
防
署
と
木
も
れ
陽

の
里
で
計
２
台
を
購
入
す

る
。
除
雪
用
に
冬
期
間

リ
ー
ス
で
賄
っ
て
い
た
が
、

購
入
す
る
こ
と
で
除
雪
以

外
に
も
使
え
る
。多目的に活躍してほしい

ホイールローダー
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令和2年4月25日　第126号 4

令
和
２
年
度
予
算
を
審
議

総額総額総額221221221億億億348434843484万円万円万円令和2年度予算を 審議
着
工
を
４
年
後
に
控
え
た
町
役
場
庁
舎
の
基
本
計
画
策
定
費
用
や
、
保
育
園

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
の
ほ
か
、
特
に
今
年
度
改
修
が
始
ま
る
予
定
だ
っ
た
児

童
発
達
支
援
セ
ン
タ
―
の
方
針
転
換
に
は
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
当
初
予
算
編
成
時
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
蔓
延

前
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
対
策
経
費
等
に
つ
い
て
は
計
上
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
町
か
ら
は
４
月
10
日
に
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
に
係
る
補
正
予
算
等
が
提
出
さ
れ
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

新
庁
舎
周
辺
整
備

　

事
業
は

　
令
和
６
年
度
に
着
工
予

定
の
新
庁
舎
建
設
は
、
現

在
周
辺
整
備
を
含
め
て
町

内
各
種
団
体
の
代
表
者
や

公
募
委
員
で
構
成
さ
れ
た

外
部
検
討
委
員
会
、
役
場

庁
内
の
検
討
委
員
会
で
話

し
合
い
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
令
和
２
年
度
の
基

本
計
画
、
３
年
度
の
基
本

設
計
に
向
け
て
２
年
度
に

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
業

者
を
募
集
す
る
予
定
で
す
。

問
　
庁
舎
改
築
周
辺
整
備

事
業
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
参

加
業
者
を
何
社
見
込
ん
で

い
る
か
。
ま
た
参
加
で
き

る
業
者
の
基
準
は
。

答
　
10
社
の
見
込
み
。
軽

井
沢
町
庁
舎
改
築
周
辺
整

備
事
業
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審

査
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て

有
識
者
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
詳
細
を
決
め
て
い

き
た
い
。

問
　
庁
舎
改
築
周
辺
整
備

事
業
検
討
委
員
会
の
開
催

予
定
は
。

答
　
年
４
回
を
予
定
。

問
　
必
要
が
あ
る
場
合
、

回
数
を
増
や
す
考
え
は
。

答
　
庁
内
と
、
外
部
検
討

委
員
会
を
交
互
に
行
っ
て

い
る
た
め
日
程
的
に
難
し

い
。

問
　
検
討
委
員
会
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
意
見

を
業
者
に
ど
う
伝
え
る
か
。

答
　
基
本
方
針
が
ま
と

ま
っ
た
段
階
で
業
者
を
募

り
、
意
見
を
伝
え
る
予
定
。

防
災
対
策
は

問
　
防
災
行
政
無
線
の
戸

別
受
信
機
設
置
補
助
の
内

容
は
。

答
　
設
置
は
、
5
0
0
台

を
予
定
し
て
お
り
、
高
齢

者
や
要
介
護
者
な
ど
災
害

弱
者
に
対
し
て
は
無
償
貸

与
と
す
る
。
会
社
や
別
荘

の
方
で
希
望
者
に
は
上
限

6
万
円
で
、
半
額
を
補
助
。

問
　
多
言
語
版
防
災
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
の
予
定

だ
が
、
そ
の
内
容
は
。
ま

た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
掲
載
す

る
の
か
。

答
　
英
語
と
中
国
語
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
、
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
の
掲
載
も
考
え
て

い
る
が
、
詳
し
く
は
こ
れ

か
ら
検
討
し
て
い
く
。

※
Q
R
コ
ー
ド
は
株
式
会

社
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の

登
録
商
標
で
す
。

土
の
う
の
保
有
数
は

問
　
土
の
う
は
、
台
風
19

号
の
時
に
多
く
使
用
さ
れ

た
が
、
ス
ト
ッ
ク
は
十
分

な
の
か
。

答
　
現
在
お
よ
そ
８
０
０

袋
あ
る
。
追
加
で
土
の
う

に
つ
め
る
川
砂
を
購
入
予

定
で
あ
る
。

災害時に活躍する土のう

一般会計 ・ 特別会計 ・ 企業会計

一口
メモ

一口
メモ

「プロポーザル方式」とは…建築物等の設計者を選定する際に複数の者に企画を
提案してもらい、最も適した業者を選ぶ方式です。
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令和2年4月25日　第126号3

速
　報

議会危機対策室を設置

国へ新型コロナウイルス感染症
対策に関する意見書を提出

　新型コロナウイルスによる感染症が世界を震撼させています。国内においては各種イ

ベントの中止や学校休業など影響が拡大しています。事態の収束が見えない中、国と地

方自治体が一体となって迅速かつ適切な対策を講じていく必要があることから、下記の

内容で両院議長と関係大臣へ意見書を令和 2年 3月 17日に提出しました。

　町に「軽井沢町新型コロナウイルス感染症対策本部」が 4月 7日に
設置されました。これを受け議会においても町対策本部との情報共有
を図り、議会としてできうる対応をする必要がある状況から 4月 10日
16：00に「議会危機対策室」を設置しました。

記

1. 検査・医療体制の更なる整備と充実を図ること。

2. 正確な情報を速やかに提供すること。

3. 国民生活と地域経済や各産業への影響を最小限にとどめるよう努めること。

4. マスクや消毒液など医療関係物資の安定した供給に取り組むこと。

5. 学校の臨時休業に伴う子どもたちの心のケアや家族への支援を実施すること。

6. 感染防止に向けた柔軟な働き方への支援と推進を行うこと。

7. 予防・診断・治療に向けた技術の早期確立に努めること。

8. 地方公共団体が実施する新型コロナウイルス感染症対策への財政支援を講ずること。
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令和2年4月25日　第126号 2

提
言
書
を
提
出

町訪問看護ステーション
事業の再開に関する
提言書を提出

　令和元年 5月に町訪問看護ステーションが休止と
なり、再開を望む強い要望が住民からありました。
　多様化するライフスタイルや所得の違いなどにも
柔軟に対応できる社会を構築するため、町訪問看護
ステーションの再開を社会常任委員会の調査テーマ
と定め、研修や関係者からの聞き取り、また先進地
の視察等を実施し、町長へ提言書を提出しました。

(1) 組織管理体制の確立
24 時間体制の訪問看護ステーションが、小学校通学区エリアごとにあることが望まし
い。また、軽井沢病院の看護師を訪問看護ステーションの体制に組み込み、病院でのロー
テーションを確立すべきである。

(2) 勤務体制の確立（働き方改革）
訪問看護ステーションの 24時間オンコール体制での本格的な再開には、常勤４名以上
が望ましいため、オンコールに対する手当の導入など人材の確保に努められたい。また、
人材の確保に併せて安定した運営のため、労働環境やワークライフバランスに配慮し
た勤務体制を確立するよう求める。

(3) ICT の活用
訪問看護ステーションの業務において ICT の活用は有効であり、電子カルテを用いる
ことで医師・看護師・薬剤師等の情報共有が図られる。スケジュール管理やタイムコ
ントロール等にも積極的に活用することを提案する。

(4) 研修体制の充実
官民連携の魅力あふれる訪問看護事業を展開するために、以下の研修等の実施を検討
すべきである。
◦軽井沢病院の新人研修において、訪問看護実習も加える。
◦他の訪問看護や在宅医療の専門知識が得られる最先端の研修への参加や、中高校生
へのキャリア教育の実施を望む。

(5) 外部・民間との連携
看取りは在宅医療にとって大切なことから、その必要性を開業医へ周知し、理解を得
て休日当番制の活用及び開業医を巻き込んだ在宅医療の推進を求める。

軽井沢町訪問看護ステーションの再開に関する提言書（要旨）

提言書を
提出

社会常任委員会
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令和2年

126

検索軽井沢町議会

33議会だより議会だより

表紙：読者の方からの応募写真です

P2

 議会危機対策室を設置
令和２年度予算を審議

訪問看護ステーション事業再開に
関する提言書を提出

P4

P3
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編  集  後  記
　2020 年は「マスクの着用」・「3 密の回避」・「ソーシャル ディスタンスの確保」など、新型コ
ロナウイルスとの共存が必要となったことから新しい生活様式「ニューノーマル」が生まれ、コ
ロナで始まりコロナで終わった１年となりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　そんな「ニューノーマル元年」となった激動の年を振り返ってみると、失ったものも多かった
かも知れませんが、得られたものも決して少なくなかったように思います。
　私たち議員にとっても大きな転換期となった昨年は、議会からの情報発信・広聴をテーマに住
民の方々と「オンラインミーテイング」を初めて開催しました。リモートによる懇談会では、今
後の議会とまちづくりを語る会や議会だよりに関するご提案を含め、広報紙と SNS を併用する
新しい広報広聴の在り方に対して多くのご意見をいただきました。
 皆様からいただいたご意見やご提案を活かし、引き続き「双方向型の広報」となるよう努力し
てまいります。

（本議会誌は、区を通じて回覧で配布させていただいておりますが、必要な方は公共施設、区施
設に置いてございますので、ご自由にお持ちください。
　なお、郵送をご希望の方は議会事務局（TEL 45-8910）までご連絡ください。）

軽井沢町議会
　議　　長　　佐　藤　敏　明

広報広聴常任委員会
　委 員 長　　横須賀　桃　子
　副委員長　　寺　田　和佳子
　委　　員　　眞　島　聡　子
　　　　　　　中　澤　睦　夫
　　　　　　　木　内　　　徹
　　　　　　　押　金　洋　仁
　　　　　　　川　島　さゆり
　　　　　　　佐　藤　幹　夫
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